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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　蒼そう々そうたる空の下、延えん々えんと続くコンクリートの道。

　この国の首都から放ほう射しや状じように何本もの道路が延のび、様々な地方都市へのアクセスが容よう易いになったのは、ここ数年のことだ。

　それまでは、遠方へ向かう際の交通手段といえば専もつぱら鉄道だったが、自動車の普ふ及きゆうに伴ともない、各地で専用道路の整備が進んでいる。

　そんな首都と、とある地方都市を繫つなぐ自動車専用高速道路を、一台の白い車が滑すべるように走る。

　車窓からの景色はいつの間にか、ビル群から青々とした小麦畑へと移り変わっていた。

　次々と後ろへ流れていくガラス越しの風景を、茜あかね色いろの大きな瞳ひとみが興味深そうに眺ながめている。

　白い車の助手席に座っているのは、ふんわりと裾すそが広がった若草色のワンピースを身に着けた、十代半なかばと思おぼしき娘だ。

　ふわふわとした金色の巻き毛に透すき通るような白い肌。それはそれは愛くるしい顔立ちをしている。

　とはいえ、彼女の特徴の最さいたるは、その頭上にあった。

「──!?」

　ビュンと音を立てて、白い車の真横を何かが通り過ぎる。

　右側の追い越し車線を、真っ黒い車が猛もうスピードで走り抜けたようだ。

　それに驚いた娘の頭の上で、髪と同じ金色の毛並みをした長い長い耳がピンと立ち上がった。

　形けい容ようするならば、ウサギの耳。

　しかもそれは、髪飾りでも何でもなく、正しよう真しん正しよう銘めい彼女の耳なのだ。

　娘は、獣じゆう人じん──特とく徴ちよう的てきな長い耳から容易たやすく想像される通り、ウサギ族の獣人である。

　かつて、この世界を支配していたのは獣人だった。だが、圧あつ倒とう的てきな人口と繁はん殖しよく力りよくを有ゆうした人間の台たい頭とうにより、生せい態たい系けいの頂点から引きずり下ろされて久しい。

　すっかり数を減らした彼らの多くは、今では人間の手により管理され、飼し育いくされている。

　かくいうウサギ族の獣人の娘──ウサギ娘も、今は人間に保ほ護ごされ養やしなわれる身である。

　そんな彼女の保護者にして管理者、そして所しよ有ゆう者しやにあたるのが、白い車の運転席にてハンドルを握る男。

　緋ひ色いろの髪と鉛なまり色いろの瞳の、端たん整せいな顔立ちの青年である。

　この日はストライプ長袖シャツと濃こい色のジーンズといったラフな格かつ好こうだが、普段は紺こん青じよう色いろの軍服を纏まとう彼の職業は、軍人だ。

　それも、ウサギ娘のような獣人を保護、あるいは捕ほ縛ばくする特別機関のトップ──獣人保護庁の長ちよう官かんという地位にある。

　そんな長官とウサギ娘を追い抜いていった黒い車は、もう遙はるか先で小さな点のようになってしまっていた。

　思わずその軌き跡せきを視線で追ったウサギ娘は、茜色の瞳をぱちくりさせる。

「あの車の方……随ずい分ぶんとお急ぎなんですね……」
















「はは、そのようですね」

　啞あ然ぜんとした様子で呟つぶやくウサギ娘の言葉に、笑って相あい槌づちを打つ長官の声は柔やわらかい。

　爆ばく走そう車しやに驚いてピンと立ったままのウサギ耳。それをちらりと見て目を細めた彼は、穏やかに続けた。

「この辺りは道路がまっすぐな上に、そもそも速度無む制せい限げんですからね。アクセルを踏み込みたくなる気持ちも分からないではないですが……」

　と言いつつも、彼の車の速度計は百キロを超えることはない。

　何かあった時に対たい処しよできる速度を心掛けているからだ。

　概がいして、車の運転手の傾向というのは二つに分かれる。

　長官のような慎しん重ちよう派はは、一定の車間距離を保ちつつ左側車線を走っている。

　一方、先ほどの黒い車のように速度無制限を満まん喫きつしたい車は、どんどん右側車線を通り過ぎていった。

「我々は、そう急ぐ旅でもありません。せっかくですから、次のサービスエリアで休きゆう憩けいしましょう」

「お姉様にお土産みやげを頼まれたんですが、何がいいでしょうか？」

「君が選ぶものなら、姉は何でも喜ぶと思いますよ。行き先で見て回りましょうね」

「はい、だんな様」

　長官の提案に、ウサギ娘が微笑ほほえみを浮かべてこくりと頷うなずく。

　その拍ひよう子しに、ぴょこんと揺れたふわふわのウサギ耳を、ハンドルから片手を外して長官が撫なでた。

　慎重派の彼が、一瞬とはいえ片手運転をするとは珍しい。

　それほど、ウサギ娘が愛いとおしいのだろう。
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　ウサギ娘が獣人保護庁長官に保護され、彼の屋や敷しきで暮らすようになって、そろそろ四ヶ月になる。

　新しい環境に慣れ始めた二ヶ月前に、彼女が播は種しゆした黄色いミニトマトも、昨日きのうついに初めての花を付けた。

　現在の住まいは首都の郊こう外がいに位置しており、ウサギ娘が生まれ育った町からは、特急列車で二時間半、自動車専用高速道路を使えば車で四時間ほどの距離にある。

　四ヶ月前のウサギ娘は、故こ郷きようを出てからずっと、後部座席で縮ちぢこまって震ふるえていた。

　そもそもあの時は、車が走り出した頃にはもう夜になっていたので、車窓からの景色はさほど面おも白しろいものではなかったかもしれない。

　けれど、今は違う。

　ウサギ娘は助手席に座り、次々と移り変わる景色を満まん喫きつしていた。

　前回は真っ暗だった道を、今回は陽ひの光が降り注そそぐ中を反対方向に走っていく。

　長官が運転する白い車は、ウサギ娘を乗せて彼女の故郷へと向かっているところなのだ。

　この日は、長官の公休日。

　朝六時過ぎに長官の屋敷を出発。すぐに自動車専用高速道路に入って、途中二回、サービスエリアで休憩をとった。

　ドライブは順調で、午前十一時には目的地に到着。

　長官は、町外れにある大きな駐車場に車を停めた。

　この町の中は、基本的に車の乗り入れが禁きんじられているからだ。

　コンクリートで舗ほ装そうされている道はほんの一部で、ほとんどの通りは昔ながらの石いし畳だたみ。

　住民の多くは、まだ移動に馬車を使っている。

「準備はよろしいですか？」

「はい」

　運転席から降りた長官が、助手席の方まで回ってきてドアを開ける。

　ウサギ娘はその直前、車の後部座席からつばの広い麦わら帽ぼう子しをとって頭に載のせていた。

　頭上に突っ立つ金色のふわふわな耳は、麦わら帽子の中にしっかりと隠す。

　尻尾しつぽも、この日は最初から、若草色のワンピースの中にしまってきた。

　長官に手を引かれて助手席を降りた彼女はもう、愛らしい人間の女の子にしか見えない。

「耳、痛くないですか？　大丈夫ですか？」

「平気です。前は、昼間もずっとスカーフの中に耳を押し込めてたんですよ。もう慣れっこです」

　自分を気き遣づかう長官の言葉に、ウサギ娘はにこりと笑ってそう答える。

　ここに来るまでの間、サービスエリアで二回休憩する際も、これと同じやりとりをした。

　長官に保護されてから、ウサギ娘はずっとウサギ耳を──獣人であることを隠さずに生活していた。

　獣人は、今や稀き少しような存在だ。彼らがこの世界で生きていくには、それなりの権力を有した人間の保護者──あるいは管理者が必要で、その有あり様さまは度たび々たび愛あい玩がん動物のようだと揶や揄ゆされる。

　外出の際には、人間の付き添いが不ふ可か欠けつであると共に、リードを着用と定められているから、あながち間違いではないかもしれない。

　ウサギ娘だって、首都ではその法ほう律りつに準じゆんじていた。

　しかし今、彼女はリードを着けていない。

　彼女はウサギ族最大の特とく徴ちようであるウサギ耳を隠すことで、人間に紛まぎれようとしていた。

「それでは、行きましょうか」

　リードの代わりに、長官はウサギ娘の小さな手を摑つかむ。

　優しく、けれどしっかりと。

「はい、だんな様」

　ウサギ娘もこくりと頷くと、この四ヶ月ですっかりと馴な染じんだ大きな手を握り返した。




　ウサギ娘が生まれ育ったのは、首都から離れた静かな田舎いなか町まちだ。

　町の高台には、大昔の領りよう主しゆが建てた古い城が残っている。

　城門まで続く道の両りよう脇わきには、昔ながらの木組みの家が並んでおり、外壁を漆しつ喰くいで仕上げることによって白はく壁へきに統一していた。

　その美しい街並みは近年、観光スポットとして人気を集めている。

　しかしながら今、ウサギ娘と長官が並んで歩く大通りは、人の通りがまばらだった。

　祝日のこの日は毎年、町外れにある国軍の駐ちゆう屯とん地ちにて大きな祭りが行われる。

　四ヶ月前の人じん事じ異い動どうにより赴ふ任にんしてきた新しい部隊長は、筋すじ金がね入りの堅かた物ぶつで有名な若い将しよう校こうだったが、駐屯地ができた年から続いている慣かん習しゆうをやめるつもりはないらしい。

　地域発展や住民との交流を目的としているこの国軍主しゆ催さいの祭りは観光客にも人気で、わざわざこれを目当てに町を訪れる者もいるほどだ。

　住民もこぞって参加しているらしく、昼間にもかかわらず町の通りは閑かん散さんとしていた。

　城じよう門もんへと続く大通りの両側には、レストランや土産物屋が並んでいるが、ウサギ娘と長官はそれらに目もくれず、高台へと上っていく。

　歩ほ幅はばの違いは、ウサギ娘の速度に長官が歩調を合わせることで、修正されているようだ。

　やがて城門に到着するも、二人はそれをくぐることなく脇わき道みちへと逸それた。

　そのまま古こ城じようの外周を歩き、ワイン用の大きなブドウ畑を抜ける。

　そうして彼らが辿たどりついたのは、古くからある町の共同墓ぼ地ちだった。

　広い墓地には、名前を刻きざんだだけの石せき碑ひが慎つつましい様子で並んでいる。

　ウサギ娘と長官は、その内の一つの前で足を止めた。

　石碑に刻まれているのは、ウサギ娘が祖そ母ぼだと思っていた老ろう婆ばの名前。

　今日は、彼女の命めい日にちだった。

「おばあちゃん、来たよ……」

　民みん間かん療りよう法ほうに精せい通つうし、町民からは白魔女と呼ばれて慕したわれていた祖母。

　真っ白い髪と真っ白い肌の彼女がウサギの耳ではなく、人間と同じ耳をしているように見えるのは、彼女が魔女で魔法を使っているからなんだ、と幼おさない頃のウサギ娘は本気で思っていた。

　けれど、当然魔女などではなかった祖母は三年前に亡なくなり、つい半年前にはウサギ娘の母親も、祖母の隣となりで永遠の眠りについた。

　去年と一昨年おととしは母と二人で花を手た向むけた石碑に、今年は一人きりで向かい合うことになる。

　ウサギ娘は、つい四ヶ月前までそう思っていた。

　けれど今、彼女は一人ではない。

「どうも、はじめまして」

　そんな挨あい拶さつと共に祖母の石碑の前にしゃがみ、立りつ派ぱな花束を手向けてくれたのは、長官だった。

　花束は今朝早く、彼の屋敷の庭で咲いたばかりの選よりすぐりを、家政婦が切って持たせてくれたものだ。

　気の利きく家政婦は、ウサギ娘の母の墓用に、もう一つ花束を作ってくれていた。

　それにウサギ娘が添そえたのは、屋敷の裏庭で自みずから摘つんだシロツメクサだけの質しつ素そな花束。

　シロツメクサは、ウサギ娘の大好物だ。

　それを知っている長官が、隣にしゃがんだウサギ娘に、もしや、と問いかける。

「お母様も、やっぱりシロツメクサがお好きだったんですか？」

「そうなんです」

　ウサギ娘はこくりと頷くと、すっくと立ち上がって遠くを指差した。

「あっちの古城の裏手に、大きなシロツメクサ畑があるんです。よく母と二人で摘みにいってました」

　そこでウサギ娘はくすりと笑い、でも、と続ける。

「町の人達はシロツメクサが私達の好物って知らないから、ずっと四つ葉を探していると思われていたみたいで……」

「四つ葉？　──ああ、見つけると幸運が訪れるという？」

　元来三つ葉のシロツメクサには、稀まれに小葉を四つ持つ変へん異い体たいが発生する。それを見つけた者には幸運が訪れるという伝説があり、その逸いつ話わによると、四つの葉はそれぞれ幸運、愛情、希望、誠実の象しよう徴ちようとされている。いわゆる、縁えん起ぎ物ものである。

「母娘おやこ一緒に、子供みたいに夢中になって幸せ探ししてると思われてて……ちょっとだけ恥はずかしかったです」

　そう言ってくすくす笑うウサギ娘に、長官も優しい笑みを向ける。

　彼が居てくれたおかげで、ウサギ娘はこの日、祖母と母の墓ぼ前ぜんで涙をこぼすことはなかった。
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　さて、この日。

　二人がウサギ娘の生まれ育った町を訪れたのには、墓参りの他にもう一つ理由があった。

　共同墓地を後にし、元来た道を辿ったウサギ娘と長官の足は、人通りの少ない大通りの途中からさらに静かな路地へと逸れた。

　荷車がやっと一台通れるほどの狭せまい石畳の道をしばらく進み、とある一角に来てようやく二人は立ち止まる。

　時刻は、ちょうど正しよう午ごになろうとしていた。

　ウサギ娘と長官の目の前には、木の扉。二人はそっと、ここまで繫いでいた手を離す。

　長官がドアノッカーのシンプルな丸い輪を摑つかみ、カツンカツンと扉に打ち当てた。

　ほどなくして、カチャリ、と音を立てて扉が開かれる。

　現れたのは、優しげな顔立ちをした、恰かつ幅ぷくのいい壮そう年ねんの男性。

　とたんに、ウサギ娘は茜色の瞳を潤うるませ、震える声で言った。

「──町ちよう長ちようさん……」

　男性はこの町の町長だった。生まれた時から父親がおらず、つい半年前には母親も亡くして天てん涯がい孤こ独どくになってしまったウサギ娘を、我が子のように気に掛け、支えてくれた。

　扉の外にウサギ娘の元気そうな姿を認めると、町長は両目に涙を滲にじませつつ、微笑みを浮かべて告つげた。

「──おかえり」

　ここは、元は青せい果か店てんのあった場所。

　ウサギ娘が長官に保護されるまで住んでいた、彼女の生せい家かだった。




　扉の中へと招き入れられたウサギ娘が、それまで頭に被かぶっていた麦わら帽子を脱ぐと、町長がはっと息を吞のむ気配がした。

　長官の部下であり、ウサギ娘の身辺整理を担当していた獣人保護庁主しゆ任にんの報告によると、町長はウサギ母娘が獣人であることを、随分前から知っていたらしい。

　とはいえ、この町に住んでいる際、その事実を知らなかったウサギ娘が彼の前でスカーフを取ったことはもちろんない。

　だから初めて目にするだろう獣人の姿に、町長が驚くのも無理はなかった。

　人間から見れば明らかに異い形ぎようなその姿を嫌けん悪おされやしまいかと、ウサギ娘は一瞬身を硬くする。

　しかし、幸いそれは杞き憂ゆうに終わった。

「やあやあ、可か愛わいらしい耳だ。ずっとしまって生活するのは、さぞかし窮きゆう屈くつだっただろう。可か哀わい想そうなことをした……すまなかったねぇ」

「そんなっ……」

　町長はウサギ娘の姿を嫌悪するどころか、その耳を隠さねばならなかった彼女を思い遣やってくれたのだ。この町で、獣人のままの姿で生きられなかったことを、まるで自分の罪つみであるかのように町長に謝られてしまい、ウサギ娘は慌あわてて首を横に振った。

　その拍子に、ぴょこぴょこと揺れる長いウサギ耳が、場の雰ふん囲い気きを和なごませる。

　町長は泣き笑いするような表情でもう一度、「可愛らしい耳だ」と言った。

　ウサギ娘の住まいであった青果店は、元々町一番の大おお地じ主ぬしである町長からの借しやく地ちだったため、住人の居なくなった今は彼が管理をしている。

　青果店の店てん舗ぽだった一階は、野菜や果くだ物ものの陳ちん列れつ棚だなが取り払はらわれ、がらんどうになっていた。

　一方、全て住居として使用していた二階は、そのままだった。

　時折、町長夫人が空気の入れ替えや掃そう除じをしてくれていたらしく、キッチンやダイニングテーブルには埃ほこりもたまっていない。

「まあまあ、おかえりなさい」

「おばさん……」

　二階には、その町長夫人が待っていた。町長と同じく恰幅のいい、柔らかい雰囲気の女性である。

　彼女もウサギ耳に驚いた様子だったが、すぐさま駆け寄ってきてウサギ娘を抱き締めてくれた。

　主任を介かいして連絡を取ったらしい長官と町長は、この日、この家で、ウサギ娘も交えて正午に会う約束をしていたのだ。

　そのため町長夫人は、ウサギ娘と長官に昼食を振る舞おうと、家で作ってきたらしい料理の盛もりつけをしていた。

　彼女と並んで、ウサギ娘は四ヶ月ぶりに生家のキッチンに立ち、湯を沸わかしてお茶の用意をする。

　その後ろ姿を見守りながら、長官と町長はダイニングテーブルを挟んで向かい合った。

「今日はお時間をいただきありがとうございました」

「いえいえ、お会いできて光栄です。それにしましても、長官殿どのがまさかこんなにお若い方だったとは……」

　町長が顔を合わせたことのある獣人保護庁の人間は、がっしりとした身体からだつきで、顎あごに短く髭ひげを生はやした主任だけ。

　ウサギ娘を保護したのが、主任の上司も上司、獣人保護庁のトップであると聞いていた町長は、長官は自分と同年代くらいの男性を想像していたらしい。

　実際会ってみれば、軍人にしては物もの腰ごし柔らかな若い青年であったことに、驚きを隠せない様子だった。

「町長さんご夫妻には、これまでもいろいろとご協力をいただき、本当に感謝しております。ところで、彼女と、彼女のお母様が獣人だということを、いつからご存知だったんですか？」

　長官が、穏おだやかな声でそう尋たずねる。キッチンでポットに茶葉を入れようとしていたウサギ娘の長い耳が、ピクリと震えた。

　町長は、自分の妻と並んで立つウサギ娘の後ろ姿に目を細め、記き憶おくの糸を手た繰ぐるようにして話し始める。

「知ったのは、あの子が生まれた時です。彼女の祖母──身み重おもの彼女の母親を保護した婆ばあさんが彼女を取り上げたんですが、それはそれは結構な難なん産ざんでしてね。家か内ないが手伝いに入ったんです」

「なるほど、それで……」

「実は、彼女達母娘が獣人であることを黙っていてほしいと言ったのは、婆さんなんです。それが受け入れられないなら、彼女達母娘を連れて、自分もこの町を出て行くつもりだと言い出しましてね……」

「そうでしたか」

　老婆が何故そこまで、会って間もないウサギの獣人母娘に親しん身みになるのか。

　町長は不思議に思って理由を尋ねたことがあったらしい。すると、老婆はこう答えたという。

「〝自分も獣人の子だから〟なんて言うんですよ」

「──獣人の子？　それは、本当ですか？」

　とたんに、すっと目を細めた長官に、町長は慌てて首を横に振った。

「いえいえ、冗じよう談だんに決まってますよ！　婆さんも元は流れ者らしいですが、あの人はどこからどう見ても人間でしたからね」

「……そうですか」

　そんな老婆は、豊ほう富ふな知恵と経験から町民に敬うやまわれる存在だった。彼女を失うしないたくなかった町長夫妻は、老婆の望み通り、ウサギの獣人母娘の正体に口を噤つぐみ、人間として町に受け入れることを決意したのだという。

「その後も婆さんは、信頼のおける町民を慎重に選んで、彼女達母娘のことを頼んでいましたよ」

　毎朝新しん鮮せんな野菜を届けてくれていた白しら髪が交まじりの農のう夫ふや、果物をよく箱買いしてくれた気前のいい老ろう婦ふ人じん。そして、青果店の斜ななめ向かいにある生花店の店主の名前も挙あがる。

　老婆から彼女達の正体を明かされた町民達は、不ふ測そくの事態に備そなえてこっそり母娘をサポートしてきた。

　ウサギ娘は覚えていないが、彼女がやっとよちよち歩きを始めた頃、うっかり路ろ地じで転ころんでスカーフから飛び出してしまったウサギ耳を、生花店の店主が慌てて隠してくれた、なんてこともあったらしい。

「私の知らない間にも、たくさん助けていただいてたんですね……」

　ウサギ娘は、茶葉の入ったポットの底を見下ろしながら、そう呟いた。

　すぐ側のコンロでは、シュンシュンとお湯の沸く音がする。

　火を止めた町長夫人が、沸いたお湯をポットに注ぐと、白い湯ゆ気げと共に茶葉の香りがふんわりと立ち上のぼった。

　ポットと四つのカップを、ダイニングテーブルへと運ぶ。

　ランチのメインディッシュは、大きなパスタ生き地じに挽ひき肉にくとほうれん草を包つつみ込み、トマトソースとチーズをかけてオーブンで焼き上げた郷きよう土ど料理だ。

　一口嚙かめば、モチモチとした生地の食感と、中に閉じ込められた挽肉の旨うま味みが溢あふれ出す。

　町長夫人の作るものは中の具にさらに数種のハーブが練ねり込まれていて、シロツメクサに次つぐウサギ娘の好物でもあった。

　四人掛けのダイニングテーブルの町長の隣には夫人が、長官の隣にはウサギ娘が腰を下ろした。

　今日、ウサギ娘が長官に伴ともなわれて故郷を訪れていることは、町長夫妻しか知らない。

　四ヶ月前に突然姿を消したウサギ娘を心配する町民は多かったが、町長夫妻はあえて彼らに伝えなかったのだという。

「君がどなたの元に身を寄せているのか……あまり口こう外がいすべきではないと思っているんだ」

　その理由について、町長は老婆から聞いた話だが、と断ことわってから、ウサギ娘に向けて話し始めた。

「十五年前、君のお母さんは、この町に逃げてきたんだそうだ」

「逃げて……？　母は、誰かに追われる身だったんですか？」

「一族……つまりは、ウサギ族の獣人のコミュニティーから逃げたんだそうだよ」

「そんな、どうして……？」

　初めて耳にする母の事情に、ウサギ娘は困こん惑わくする。

　町長は長官に視線を移し、話を進めた。

「彼女の母親の話では、ウサギ族の多くは、どこかの町に集まって人間社会に紛まぎれて暮らしているそうです。しかし、ここ数十年、一族の出しゆつ生しよう率りつは下か降こうの一いつ途とを辿たどり、焦あせりを募つのらせていた、と」

「それは、ウサギ族に限ったことではありません。閉ざされたコミュニティーの中では、人間でも獣人でもそういった事例が多々確認されています」

　淡たん々たんと答える長官に対し、町長はいささか気まずそうにウサギ娘を見てから、意を決したように続けた。

「とにかく子供を増やそうと必死で、ウサギ族の女性の多くが望まぬ出産を強しいられている、と。彼女の母親も半なかば無理矢理、意いに添そわない相手との子供を産むよう強きよう要ようされたんだそうです」

　そうして母が身み籠ごもったのが自分だと知って、ウサギ娘は愕がく然ぜんとする。

「そんな……」

　これまでウサギ娘の中には、父親はどんな人物なのだろう、他のウサギ族にも会ってみたい、という期待は少なからずあった。

　しかし町長の今の話を聞いて、そんな気持ちは一気に消え失うせてしまう。

　何よりも、自分の誕たん生じようが母に望まれたものではなかったという事実に、ウサギ娘は大きなショックを受けた。

　それに気付いた町長は、慌てて告げる。

「お母さんは、君を守るために一族から逃げてきたんだよ」

「私の、ため……？」

　子供を増やすことにばかり躍やつ起きになっていたウサギ族の重じゆう鎮ちん達は、いつしか子供を産む道具のように女を扱あつかい始めた。ウサギ娘の母ばかりでなく、その腹の子が女であると判明したとたん、まだ生まれてもいないその子の番つがいまで決められてしまったのだという。

　当時の母は、今のウサギ娘とそう変わらない年ねん齢れいだった。十代半ばの少女に、一族を変えるほどの力があろうはずもない。

　だから母は、一族を捨てた。その先に待ち受ける困こん難なんも承しよう知ちの上うえで、我が子の未来に少しでも光を見み出いだそうと、大きくなり始めたお腹なかを抱かかえて外の世界に飛び出したのだ。

「それは、とても勇気のいる決けつ断だんだっただろう。けれど、お母さんはやり遂とげた。君のお父さんに対してはどうであれ、身籠った君のことを、お母さんはとても愛していたんだよ」

　町長はウサギ娘に言い聞かせるように、優しい声こわ音ねでそう語った。

　ウサギ娘が祖母だと思っていた老婆は、亡くなる前夜、この事実をウサギ娘の母と共に町長夫妻だけに打ち明けたのだという。

　老婆はまるで自分の死し期きを悟さとって、信頼する町長夫妻にウサギ族の母娘を託たくしたかのようだった。

「お母さん……おばあちゃん……」

　ウサギ娘の茜色の瞳は見る間に潤み、まろやかな頰ほおをぽろぽろと雫しずくが転げ落ちる。

　あらあら、と向かいに座る町長夫人がハンカチを差し出そうとしたが、一瞬早く、横から伸びてきた手が涙を拭ぬぐった。

「だんな様……」

　しっとりと濡れた頰を、長官の掌てのひらが包み込む。

　ウサギ娘はその上に自分の手を重ね、甘あまえるように頰を擦すり寄せた。

　そんなウサギ娘と長官の様子に、町長は目を細める。

「君は今、大切にされているんだね。お母さんも婆さんも、きっと喜んでいるよ……」

　町長はそう呟くと、表情を引き締めて長官に向き直った。

「ウサギ族が、今も彼女達母娘を探しているかどうかは分かりません。ただ、ウサギ族の出生率が、十五年前より改かい善ぜんされていることはまずないだろうと、私は思います」

「そうですね。狭いコミュニティーの中では、血も濃くなる一方でしょう」

　まだ涙の滲むウサギ娘の眦まなじりを、そっと親指の腹で拭ってやりながら、長官が町長の言葉に相槌を打った。

　種しゆの存続に危機感を募らせたウサギ族にとって、年頃に成長したウサギ娘は貴重な存在だ。

　今後彼女を、一族に連れ戻そうとする動きがあってもおかしくない。

　それを阻そ止しするためには、獣人対策のプロ集団である獣人保護庁にウサギ娘を任まかせ、なおかつ彼女の居場所を知る人間は少ない方がいい、というのが町長の考えだった。

　長官が、確認するように尋ねる。

「彼女が現在、私の元にいるとご存知なのは、町長ご夫妻だけですか？」

「そうです」

「町の皆様に対しては、彼女は首都に住まう親しん戚せきに引き取られたと説明した、と主任から報告を受けています。間違いありませんか？」

「間違いありません。彼女が獣人だと知らない者達は、単純に彼女がもう独りぼっちではないのだと聞いて安あん堵どしていました。彼女が獣人だと知っている者達も……別の意味で、ほっとしているのではないかと思います」

　別の意味で、とは？　と問いを重ねる長官に、町長はいくらか口くち籠ごもりながら答えた。

　稀少な獣人は国の保護対象となっており、獣人を見つけた場合、国民はそれを軍に報告する義ぎ務むが課かせられている。

　ウサギ族の母娘を老婆に託された町民達は、それでも彼女達を軍に突き出すつもりはなかった。

　彼女達を町の一員として、匿かくまっていくつもりだったのだ。

　けれども、状況は少しずつ変わり始める。

「半年前──彼女の母親が亡くなった際、町役場の職員の一人が母娘の戸こ籍せきがないことに気付きました。その職員は首都から出向してきた者で、もちろん彼女達母娘の事情など何も知りません」

　その時は、町長がうまく取り繕って事無きを得たが、それから二ヶ月後、さらなる転てん機きが訪れる。

　長官がウサギ娘を強引に保護するきっかけとなった人物──新しい部隊長が町外れの駐屯地に赴ふ任にんすることになったのだ。

　彼は軍部内でも筋すじ金がね入いりの堅物と有名だったが、その噂うわさは町民達の耳にも入ってきたらしい。

「私を含めて、彼女を獣人と知る者は不安になりました。いざという時、自分達は本当に彼女を守り切れるのだろうか、と」

　この町が観光地として人気を集めるに伴い、他よ所その土地から移り住む人間も増えてくる。

　彼らの影響を受け、古いコミュニティーの中では新たな価値観が生まれ始めていた。

　価値観の違う者同士が、一つの秘密を守っていくのはとても難むずかしいことだ。

　ウサギ娘の正体を、いつか誰かが軍に告げるかもしれない。神しん経けい質しつそうな新部隊長は、身寄りのない年若い獣人を無理矢理にでも確保してしまいそうだ。

　そうなれば、ウサギ娘を守ろうとしていた者達は、誰があの子を軍に売ったのだと憤いきどおり、裏切り者探しが始まるだろう。疑ぎ心しん暗あん鬼きを生しようずるに至いたり、町民同士の関係は悪化する。

「──そんな事じ態たいは、何としてでも避さけなければならない」

　町の束たばね役である町長は、そう思ったのだという。

　それを聞いたウサギ娘は悟った。

（私は……もう、この町に帰ってきてはいけないんだ──）

　ウサギ娘にとって、この町はかけがえのない故郷。

　長官の側に心地ここちよさを覚えながらも、長閑のどかな田舎の風景はやはり愛おしく、祖母や母が眠る墓地も時とき折おり訪れたいと思っていた。長官の許しさえあれば、気軽に訪ねて行ける場所だと、どこか楽らつ観かんしてさえいたのだ。

　けれども、ウサギ娘の存在は、いまや町の不和の種になり得うるという。

　町長は、彼女と町を天てん秤びんにかけ、すでに答えを出してしまっていたのだ。

　生まれ育ったこの町に、ウサギ娘の居場所はもうない──彼女は、はっきりとそう理解した。

　ウサギ娘にとってその事実は、とても悲しかったし、なにより、寂さびしかった。

　目の前にいる町長夫妻は以前と変わらず優しい顔をしているのに、どこか知らない人達のようにも見えた。

　それでも、彼女は新たな涙を流さずに椅い子すから立ち上がり、二人に向かって告げる。

「今まで、本当にありがとうございました」

　それができたのは、すぐ隣に長官が居てくれたからだ。

　彼が居なければ、ウサギ娘は孤こ独どくや喪そう失しつ感かんに苛さいままれ、きっと生きることに絶ぜつ望ぼうしてしまっていたことだろう。




　あの後、町長夫妻とどんな会話をしたのか、ウサギ娘はあまり覚えていない。

　ただ淡たん々たんと、家に残っているものの処しよ分ぶんを頼んだような気はする。

　別れの挨拶は、さようなら、だった。

　またね、と言ってもらえたような気もするが、それが町長夫妻の本心だったのか社しや交こう辞じ令れいだったのかは、判断がつかない。

　気が付けば、ウサギ娘は長官と共に、大通りを歩いていた。

「人が増えてきましたね。そろそろ祭りから戻る方もいるのでしょうか」

「そう、ですね……」

　二人の足は、車を停めている町外れの駐車場に向かっていた。

　この日祭りが行われている軍の駐屯地は、その駐車場から近い場所にあるため、祭りを満喫して帰宅する町民、あるいは古城に向かう観光客の流れと逆行する形になる。

　すれ違う人々の視線を避けるように、ウサギ娘は麦わら帽子のつばをぐっと下に引っ張った。

　そうすると、前はまったく見えなくなる。だが、彼女が歩けなくなることはなかった。

　長官が優しく、けれどしっかりとウサギ娘の片手を握って引いてくれているからだ。

　この手がなければ、たとえ麦わら帽子を取っ払って視界が広がったとしても、今のウサギ娘は一歩も歩けなかったかもしれない。

　見慣れたはずの町が、今はどこかよそよそしく、知らない場所に迷い込んでしまったような感覚を覚えた。

　間もなく駐車場に到着し、二人は車に乗り込む。

　助手席で俯うつむくウサギ娘の頭から、長官の手が麦わら帽子を取っ払った。

　けれど、金色の毛並みをした長いウサギ耳は、帽子の下に押し込められていた状態のままへにゃりと垂たれてしまっている。

　時刻は、午後二時。

　四ヶ月ぶりに実現した帰き郷きようにもかかわらず、ウサギ娘がこの町に滞たい在ざいしたのは、たったの三時間だった。

　ちらりと車内の時計に目をやってそれを確認した長官は、金色の毛並みを優しく指の腹で撫でてやりながら、項うな垂だれたウサギ耳に囁ささやいた。

「今からなら、夕飯に間に合いますね。途中でおばさんに連絡をいれておきましょう」

「……あ」

「どうしました？」

「……お姉様に……お土産買えていません」

　悄しよう然ぜんとしたままの声でそう呟くウサギ娘に、長官は小さく笑って続ける。

「途中のサービスエリアに寄りましょう。君からのお土産なら、姉は何だって喜びますから」

「はい……」

「姉は、君の帰りを待っています。守しゆ衛えいさんも、おばさんも、翁おきなも……みんな、待っていますよ」

「……」

　ぽろんと一粒、ウサギ娘の膝ひざに水の玉がこぼれ落ち、若草色のワンピースに吸い込まれていった。
















　一方で、垂れ下がっていたウサギ耳は、少しだけ元気を取り戻す。それは、ウサギ娘の心そのもののようだった。

　長官は、柔らかな金色の毛を愛おしげに撫でながら、優しい声で続ける。

「帰りましょうか──私達の家へ」

　一拍の後、ウサギ娘はこくりと頷く。

　その拍子に、彼女の膝にもう一雫こぼれたが、それっきりだった。

　ウサギ娘は、この日知った。

　生まれ育ったこの町はもう、帰るべき場所ではない。木き軸じくと漆喰の家も、狭い石畳の路地も、もう自分を歓かん迎げいしてはくれないのだ、と。

　そして、どこかにあるらしい、同じウサギ族の獣人のコミュニティーも、自分を守ってはくれないのだ、と。

　けれど、知ったのは悪いことばかりではなかった。

「帰りましょう」

「はい……帰りましょう」

　長官の言葉に、ウサギ娘は今度はすぐに頷いた。

　故郷に拒まれても、一族の中に帰れなくても──ウサギ娘には今、ちゃんと帰る場所があるのだと。








































　この日は平日。間もなく午前七時──屋や敷しきの主あるじたる長ちよう官かんが仕事に出掛ける時じ刻こくになる。

　プレスの利きいた白いシャツと軍服のズボンを着込み、黒いブーツに足を通した彼が、ウサギ娘に微笑ほほえみかけてすっとその長身を傾かたむけた。

「よろしくお願いします」

「はい、だんな様」

　長官のネクタイを結ぶのが、ウサギ娘の朝の日につ課かとなって、早二ヶ月。

　随ずい分ぶんと手慣れてきたものの、ネクタイに向かう彼女の顔つきは真しん剣けんそのものだ。

　なんといってもウサギ娘は、このネクタイの結び目に毎日毎朝願がん掛かけをしているのだから。




　──今日も、だんな様が健すこやかにお過ごしになりますように

　──今日も、だんな様が無事に、早くお帰りになりますように




　そうして夜、帰宅した彼のネクタイを解ほどいて、彼女はやっとほっとするのだ。

　一方、長官にとっても、ウサギ娘と触れ合う毎朝のこの一ひと時ときはとても大切な時間だった。

　ネクタイを結びやすいように背を屈かがめた長官の顔は、ちょうどウサギ娘の頭の上──そこに突っ立つ二本のウサギ耳の間に挟はさまれる形になる。

　ふわふわの金色の毛が両りよう頰ほおに触れ、彼女の前髪に鼻先をくすぐられれば、長官としてはまさしく至福の境きよう地ち。

　これから仕事に向かおうというのに、ゆるゆると弛し緩かんした彼の表情を目もく撃げきし、その姉が呆れた顔をするのもまた、毎朝の恒こう例れいだった。

「まぁーったく。今け朝さもお熱いわぁ、新婚さん」

「おはようございます、姉さん」

　姉のひやかしにも、長官はどこ吹く風。

　そんな弟を長官の姉は鉛なまり色いろの瞳ひとみでじろりと睨にらみ、緋ひ色いろの髪をさらりと後ろに流しながら忠ちゆう告こくする。

「幸せそうなのは結けつ構こうだけど……あんた、気を緩ゆるめ過ぎて怪け我がなんてしてくんじゃないわよ。可か愛わいいウサちゃんが泣いちゃうから」

「泣いちゃいますから」

　すかさず、ウサギ娘がこくこくと頷うなずいて、長官の姉に同意する。

　ウサギ娘自身は至いたって真剣なのだが、頷く度にぴょこぴょこ動くウサギ耳に両頰を撫でられた長官はたまったものではない。

「……っ、肝きもに銘めいじておきます」

　何とかそう答えたものの、長官の顔がますます蕩とろけてしまったのは致し方ないことだろう。

　ウサギ娘がネクタイを結んでしまうと、長官は紺こん青じよう色いろの軍ぐん服ぷくの上着を羽は織おってようやく身み支じ度たくを終えた。

　そしてふと顔を上げ、姉の側に見つけた守しゆ衛えいに声をかける。

「守衛さん、今日は車を置いていきます。帰りは少し遅くなるかもしれませんので、戸と締じまりよろしくお願いしますね」

「畏かしこまりました、だんな様」

　いまだ寝しん衣い姿の長官の姉とは違い、守衛はすでにきっちりと蘇す芳おう色いろの制服を着込んでいる。

　全身を灰色の毛に覆おおわれた守衛は、オオカミの獣じゆう人じんだ。

　二メートルを超える大きな体たい軀くに、獣けものそのものの口元から覗のぞく鋭するどい犬けん歯しは、一見恐ろしげだが……実際は、物もの腰ごし柔やわらかな紳しん士しである。

「だんな様、今日はどなたかがお迎えにいらっしゃるのですか？」

　守衛に告つげた通り、本日は車庫には寄らず徒と歩ほで門まで向かう彼に、見送りに付いてきたウサギ娘が尋たずねた。

　普段は、獣人保ほ護ご庁ちようが入っている軍ぐん庁ちよう舎しやまで自みずからの車で通つう勤きんしている長官だが、出張などでそれ以外の場所に赴おもむく日は、ハイヤーを利用したり部下の送迎を受けたりする。

「ええ、今日は現場に直行する予定ですので、主しゆ任にんの車に乗せてもらいます」

「主任さんの……」

　ちょうどその時、門の向こうに車が止まり、パッ、パーッと軽けい快かいなクラクションの音が鳴り響ひびいた。

　運転席から顔を出したのは……噂うわさをすれば影、主任その人だ。

「長官！　ウサギちゃん！　おっはようございまーす！」

　獣人保護庁で唯ゆい一いつ長官より年下の彼は、長官とウサギ娘に向かって元気な挨あい拶さつを寄よ越こす。

　長官の愛車はセダンタイプだが、主任のはちょっと厳いかつい四よん輪りん駆く動どう車しや。

　ウサギ娘も一度だけ乗せてもらったことがあるが、乗り馴なれた長官の車よりも車高が高くて少しだけ怖かった。

　おーいと手を振る主任に片手を上げて返した長官は、門をくぐる前にウサギ娘に向き直る。

「守衛さんにも言いましたが、今日の帰りは少し遅くなるかもしれません。夕飯は、姉達と一緒に先に召めし上がっていてくださいね」

「はい」

「それでは、行って参ります」

「……いってらっしゃいませ、だんな様」

　そんな二人のやりとりを車の運転席から見物している主任が、「新婚さんみたいですねー」とニマニマしている。

　長官とウサギ娘にとって、いつもの朝の、いつものやりとり。

　けれど、いってらっしゃいませと告げる時、ウサギ娘が少しだけ躊ちゆう躇ちよしたのは、今日の長官の仕事がデスクワークではないと知ったからだ。

　穏おだやかで優しい普段の長官を見ているとついつい忘れそうになるが、彼の仕事は決して安あん穏のんとしたものではない。

　獣人保護庁は獣人の保護と管理を担になう軍の精せい鋭えい部ぶ隊たいであり、長官はそのトップ。

　自ら現場で陣じん頭とう指し揮きを執とる彼は、他人の血の匂においを纏まとわせて帰宅することが何度もあった。

　その度に、ウサギ娘は不安になる。

　いつか、長官自身が血を流すようなことになりはしまいか──、と。
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「随ずい分ぶんとたくさん花を付けたなぁ」

　黒く濡ぬれた鼻をヒクヒクさせてそう言ったのは、オオカミの獣人である守衛だ。

　午後のお茶をいただいた後、守衛はウサギ娘に付き合って屋敷の庭に出てきていた。

　屋敷の警護や管理に加え、この四ヶ月、長官が最も守衛に期待しているのは、ウサギ娘の相手である。

　種族は違えど、同じ屋敷に保護された獣人同士。お互い一目で親しん近きん感かんを覚え、今ではすっかり仲良しになっていた。ちなみに、彼らの歳としは親子ほど離れている。

「この花が全部実になったら、なかなかの豊ほう作さくだろう」

　守衛が感心したように言う通り、翁おきなことこの屋敷の執しつ事じが趣味でやっている家庭菜さい園えんの一いつ角かくでは、黄色い花が幾いくつも咲いている。

　つい先日、ウサギ娘の手によって、種まき用のポットから菜園に定てい植しよくされた黄色いトマトの花だ。

　本葉が十枚近く出て、初めての花が付き始めた頃が定植の適てつ期きとされており、同時に支柱も立てれば準備万ばん端たん。後は適度に水と追つい肥ひをやりながら、成せい熟じゆくするのを待つばかりである。

「それにしても、トマトは茎くきや葉からもトマトらしい匂いがするんだな」

「この独特の匂いが虫むし除よけの役目も果たしているそうですよ」

　獣人らしく、人間よりも嗅きゆう覚かくの優すぐれたウサギ娘とオオカミの守衛。

　トマトの木の前に並んで、二人してスンスンと鼻を鳴らしている姿は、端はたから見れば微笑ましいものだろう。

　黄色いトマトをこの場所に植え付ける前日、ウサギ娘は長官に連れられて、自身が生まれ育った町を訪れた。

　あの時は、突然町ちよう長ちよう夫ふ妻さいに突き放されたような気がして、とても悲しい気持ちになった。

　しかし、冷静になって考えてみれば、町の束たばね役である彼らのその決断は正しいことだったのだ、と今ではウサギ娘も分かっている。

　それに町長夫妻には、独りぼっちになってからだけではなく、母や祖そ母ぼの存ぞん命めい中ちゆうも本当に世話になった。優しい彼らはウサギ娘のことも一人の町の子供として心から愛し、心底慈いつくしんでくれていたのだ。

　その事実や恩おんを決して忘れまい──そう心に誓ちかって、ウサギ娘は前を向いて生きていくことに決めた。

　あれから二は十つ日かあまりが経たつ。

　故こ郷きように戻ることができなくなった彼女にとって、この長官の屋敷が、いまやたった一つの居場所。

　その心に倣ならうように、ウサギ娘が種から育ててきた黄色いトマトは菜園の土に根付き、支柱に蔓つたを絡からませて随分と背を伸ばした。

「おやおや、もう実が生なり始めているじゃないか」

　トマトの木の下の方を覗のぞき込んでいた守衛が、そう声を弾はずませる。

　どうやら、最初に咲いた花の後に小さな緑色の実が膨ふくらみ始めているようだ。

　確実に成長していくトマトの木は、それだけでウサギ娘をわくわくさせる。

　実が色づき、鈴すず生なりになった姿を早く見たい、と彼女は思った。

　──バサッ、バサバサバサッ……

　その時突然、菜園の近くで大きな羽音がした。

　ウサギ娘と守衛は、同時にぱっと後ろを振り返る。

　ウサギ娘の金色の長い耳も、守衛の灰色の尖とがった耳も、警けい戒かいを露あらわにピンと立ち上がった。

「カー、カー」

　菜園の側にある古い樫かしの木に、一羽の大きなカラスがとまって鳴き始めた。羽音の主ぬしは、このカラスだったらしい。

　黒々とした大きな瞳が、ぎょろりとこちらをねめつけたような気がして、ウサギ娘は思わず身を竦すくめる。

　隣となりでは、立ち上がった守衛がカラスを睨み返しながら、まずいな……と呟つぶやいた。

「カラスは農作物を荒あらすんだ。もしや、このトマトを狙ねらってきたのだろうか」

「──えっ？　わ、大変！　ネ、ネットを張らなきゃ……！」

　ウサギ娘は慌ててトマトの木を背に庇かばう。

　すると、まだ実が色づいていないからか、はたまたはなからトマトを食べる気はなかったのか。

　カラスの黒い瞳は、すぐに興味をなくした様子で、すいと逸そらされた。

　それにウサギ娘がほっとしたのも束つかの間ま。

　カー、カー……

　遠くで別のカラスの声が聞こえたかと思ったら、樫の木のカラスも応こたえるように大きな声で鳴き始めた。

「カァ、カァ、カァ、カァ」

　けたたましいその声は、決して聞き心地のよいものではない。

　そもそも死肉も食べるカラスは、死し期きが迫せまっている生き物を見分ける──つまりは寿じゆ命みようを予よ測そくする第六感が備わっているという説があり、その真っ黒な見た目と相あい俟まって、古こ今こん東とう西ざい不吉の象しよう徴ちようとされてきた。正直言って、近くで鳴かれると、どうにも気き味みが悪い。

　しかし、ウサギ娘と守衛が何より気味悪がったのは、離れた場所にいるカラス同士の会話の内容だった。

『毛むくじゃらのケモノが暴あばれたよ。爪つめと牙きばが鋭するどい、大きいやつだ』

『──どうした。そいつ、どうした』

　先に話を始めたのは遠くにいるカラスの方で、樫の木のカラスはそれに食い付いたようだ。

　鳥や獣は、獣人や人間のように文字を用もちいることはないが、それぞれがそれぞれの言語を駆く使しして意思の疎そ通つうを図はかっている。

　獣人は、それを理解する能力を生まれつき持っていた。

　ただし、鳥や獣の言げん語ごを理解できても操あやつることはできないので、会話に参加することは叶かなわない。

　ウサギ娘も守衛も、一方的に彼らの話に聞き耳を立てることしかできないわけだ。

　犬や猫ねこといった人間の生活に寄り添う獣達は饒じよう舌ぜつだが、情報通なのは断だん然ぜん鳥である。

　大地に縛しばられない鳥達は、その翼つばさをはためかせ、あらゆるものを空から眺ながめているのだ。

　カラスは、特に頭の良い鳥だ。

　ある程度の社会性を持ち、人間のように仲間と協力したり、意思の疎通を図ったりしながら群むれを形けい成せいしている。──つまり、鳥の中でも格かく別べつにおしゃべりなのだ。

『ニンゲンが捕つかまえようとしたけど、暴あばれて暴れて。それから、爆ばく発はつした』

『爆発したのか？　死んだか？　ケモノ死んだか？　ニンゲン死んだか？』

　カラス達の血ち腥なまぐさい世間話はなおも続く。

『死んでない。生きてる。だから、食べられない』

『生きてると食べられないね。残念残念』

　ウサギ娘と守衛は、無言で顔を見合わせた。

　カラス達の話によれば、どこか遠くで〝爪と牙が鋭く大きな毛むくじゃらのケモノ〟が暴れ、それを人間が捕まえようとしたけれど〝爆発した〟らしい。

〝爪と牙が鋭く大きな毛むくじゃらのケモノ〟とは、いったい何だろう。

　首都に大きな野生動物が出しゆつ没ぼつすることは考え難にくいので、どこかの家の大きな飼い犬だろうか。あるいは、動物園で飼し育いくされている獣だろうか。それとも……

「まさか──獣人なのか……？」

「えっ……!?」

　守衛の呟きに、ウサギ娘は顔を強こわ張ばらせる。

　もしも、カラス達が話すケモノが獣人だった場合、それを捕まえようとしたニンゲンとは獣人保護官である可能性が高い。

　そういえば、遠くにいるカラスの声が聞こえてくるのは、今朝長官を乗せた主任の車が走り去った方角ではないか。

『ケモノの血の匂い。嗅かいだことのない、匂いだ』

『うまそうか？　トマトよりもうまそうか？』

『トマトよりもうまそうだ』

『うまそうだ、うまそうだ』

　カラス達の話によれば、誰も死んではいないが、ケモノは血を流したらしい。

　それが、ケモノ自身が暴れたことによるものなのか、もしくは遠くのカラスが言う爆発によるものなのか。

　ウサギ娘はこの時、カラスの会話に参加できないことが歯は痒がゆくてならなかった。

　できることなら、遠くのカラスに問いただしたかった。

　そこにいた人間の中に、トマトのような髪の色をした人はいなかったか、と。

　そして、叫びたかった。

　どうか、そこにだんな様はいないと言って──、と。

　その時だった。




　──バンッ！




　突然、ひどく乱らん暴ぼうに玄げん関かんの扉とびらが開いたかと思ったら、カツカツとヒールの音を響ひびかせて長官の姉が足早に現れた。

　樫の木にとまっていたカラスは、扉が開く音に驚いて──もしくは長官の姉の迫力に怯おびえてか、慌てて飛び去った。

「お、お姉様……？」

　長官の姉は、車のキーを持っていた。

　ハンドルを握るとスピード狂きようになる自覚のある彼女は、普段は極きよく力りよく自分では運転をしない──が、どうやらよほどの非ひ常じよう事じ態たいらしい。

　いつになく厳しい表情の彼女に、ウサギ娘の中でとてつもなく嫌いやな予感が膨ふくれ上がる。

　トマトの木を植えた菜園はちょうど車庫の手前。

　ウサギ娘と守衛を見つけた長官の姉は一瞬足を止め、厳しい表情のまま告げた。

「今、主任君から電話があって──弟が、怪我をして病院に運ばれたらしいわ。爆発に巻き込まれたって」

「──っ!?」

　ウサギ娘は息を吞のみ、一瞬呼吸を忘れる。

　恐ろしいことに、嫌な予感が的てき中ちゆうしてしまったのだ。

「うちの家系は血液型が特とく殊しゆでね。他人の血とは適てき合ごうしないのよ。輸ゆ血けつが必要になるかもしれないから、行ってくるわ」

　長官の姉はそう言い置いて車庫へと急ぐ。守衛はそれを慌てて追いかけながら、彼女が運転することをしきりに案じている。

　守衛にも運転技術はあるが、法ほう律りつ上じよう、獣人が公こう道どうで車のハンドルを握ることは認められていない。馴な染じみのハイヤーを呼ぶ時間すらも、長官の姉としては惜おしいらしい。

　ウサギ娘はというと、しばしその場に立ち尽くしていたが──カチャ、と車の鍵かぎが開く音を長い耳が拾ったとたん、はっと我に返った。

「──わ、私もっ……私も連れて行ってください!!」

　ウサギ娘はそう叫ぶと、長官の姉の返事も聞かないまま屋敷の中に駆け込んだ。

　脇わき目めも振らず廊ろう下かを走って自室に飛び込み、ある物を引っ摑つかんで即そく座ざに踵きびすを返す。

　ボールのように勢いきおい良く玄げん関かんを飛び出すと、長官の姉は車を車庫から出したところで、ウサギ娘を待ってくれていた。

　ウサギ娘は運転席に座る彼女に駆け寄り、自室から引っ摑んできたものを掲かかげて叫ぶ。

「お願いします、お姉様！　私も、一緒に連れていってください！」
















　ウサギ娘が持ってきたのは、リードの付いたチョーカーだった。

　獣人が公おおやけの場に出る場合、人間の管理下にあると証明するためにリードを着けるよう義ぎ務むづけられている。

　獣人自身を守るために定められた法律だが、リードで繫つながれるなんて奴ど隷れいかペットのようで屈くつ辱じよく的てきだ、という意見も多い。

　十五年間人間と同じように生きてきたウサギ娘だって、リードを着けることに対して戸と惑まどいや抵てい抗こうが全くないわけではない。しかしこの時ばかりは、そんなことはどうでもよかった。

　とにかく、一刻でも早く長官の元に行き、彼の無事を自分の目で確かめたかったのだ。

　そのためだったら、ウサギ娘は何だってできると思った。

「ウサちゃん……」

　長官の姉は、ウサギ娘の行動に目を丸くしていた。

　しかし、すぐさまふっと柔らかな笑みを浮かべると、運転席の窓から両手を出し、ウサギ娘の頭をぐりぐりと撫なで回して言った。

「ウサちゃんは、いい子ね。──いいわ、乗りなさい」
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　ビュンビュンと、輪りん郭かくを捉とらえる間もなく背後に消えていく窓の外の景色。

　長官の姉が運転する車は、ここはサーキットかと錯さつ覚かくさせるほどのスピードで一いつ般ぱん道どうを爆ばく走そうする。

　長官やハイヤーの慎しん重ちような運転に乗り慣れたウサギ娘にとって、それはとんでもなくスリリングな体験だったが、しかし車を降りたいとは一度も思わなかった。

　一刻も早く病院に──長官の側に行けるのであれば、どんな暴ぼう走そう車しやにでもしがみつきたかったし、長官の姉の運転はそんなウサギ娘の願いを叶えるものだったからだ。

　屋敷を出発して十五分ほどで、目的の病院に到着した。

　地上九階地下二階──十一階建ての軍病院は、獣人保護庁が入っている軍庁舎からほど近い場所に立っていた。

　ちなみに、屋敷から軍庁舎まで、通常車で三十分。ほぼ同じ距離の軍病院に、たった半分の時間で到着したことが、長官の姉の爆走っぷりを証明している。

「──悪いけど、駐車場に入れておいてちょうだい。緊急事態なの」

　軍病院の玄関に直接車を乗り付けた長官の姉は、驚いて駆け寄ってきた警けい備び員いんらしき若い男に、そう言って車のキーを投げ付けた。

　助手席から飛び出してきたウサギ娘の片手を──そして、車内で彼女自ら装そう着ちやくしたリードを一ひと纏まとめに摑んで、軍病院の玄関へと駆け込む。

　カツカツカツ、と長官の姉のヒールが、けたたましく床を叩たたいた。

　パタパタパタ、と続くウサギ娘の足元は、幸い歩きやすいバレエシューズ。

　長官の姉は駿しゆん足そくだったが、ウサギ娘も足の速さにはちょっとばかり自信がある。二人は風のように軍病院の廊下を駆けた。

　周囲の人々が、彼女達を見てぎょっとしているのも、ウサギ娘は気にならなかった。

　人間達が自分のウサギ耳に、チョーカーから延びたリードに、絶ぜつ句くしているのもどうでもいい。

　長官の姉は勝手知ったる様子で院内を進み、九階最上階の左端、要よう人じん用の特別病びよう棟とうに辿たどりつく。

　受付を半なかば強引な顔パスで通過して奥へ進んだところで、ウサギ娘は見知った人物を見つけて叫んだ。

「──次じ長ちようさん！」

　病棟突き当たり、手術室と書かれた扉の前には、長官の一の部下とも言える壮そう年ねんの男性──獣人保護庁の次長が白はく衣いを着て立っていた。

　次長は長官の姉と、彼女に手を引かれたウサギ娘に気付き、眼鏡めがねの奥で両目を見開く。

　ウサギ娘は勢いのまま次長に突とつ進しんし、白衣に縋すがり付いた。

「次長さん！　だんな様っ……だんな様は……っ!?」

「大丈夫だよ。落ち着いて」

　次長は節ふしくれ立った大きな手でウサギ娘の頭を撫でながら、長官の姉と向かい合う。

「保存している血けつ液えきで足りるといいんですが……万が一の場合、採さい血けつさせてください」

「元よりそのつもりよ」

　次長と長官の姉はそう言って頷き合うと、手術室前に置かれたソファにウサギ娘を座らせた。

「後から部長か主任が来ると思います。少しだけここで待っていてくださいね」

「心配しなくても大丈夫よ、ウサちゃん。弟はタフだから」

　次長と長官の姉はそう言い置いて、手術室の中へと入っていってしまう。

　間もなく、『手術中』のパネルが赤く点てん灯とうした。

　ぽつんと一人、ソファに残されたウサギ娘。

　そんな彼女を、医師や看かん護ご師し、その他特別病棟の職員達が遠巻きに眺めている。

　要人用の病棟だけあって、無ぶ遠えん慮りよに接触してくるような気配はないが、やはり珍しい獣人相手に好こう奇き心しんを抑おさえ切れない様子だ。

　けれど今のウサギ娘は、彼らの不ぶ躾しつけな視線さえも気にしている余裕はなかった。

　軍病院までの道すがら、長官の姉は自分の血を弟に輸血する場合のリスクについて、ウサギ娘に説明していた。

　通常、近きん親しん者しやからの輸血は禁止されている。

　輸血血液に含まれる血液提てい供きよう者しやのリンパ球が、輸血を受けた者の全身組織を攻こう撃げきすることにより、重大なアレルギー反応を起こして死に至らしめるＧＶＨＤ（移植片へん対たい宿しゆく主しゆ病びよう）という症しよう状じようが、近親者間での輸血の場合に発生するリスクが高いからだ。

　それゆえ近親間輸血は、よほど珍しい血液型など、近親者以外とは適てき合ごうしないという緊急事態にしか行われない。長官の場合はこれにあたる。

　しかしながら、そもそもそういう稀まれな血液型の者は、一定の年ねん齢れいに達すると定期的に病院に行き、もしもの時のために自分の血液を採血して保存しておくらしい。

　長官ももちろん、軍病院に自己血液を保存していたが、ストックが足りなかった場合に備えて姉が呼ばれた、というわけだ。

　しかし裏を返せば、ストックが足りなくなるのでは、と次長が危き惧ぐするほどの大量出血だったのだ。

（だんな様……だんな様っ……）

　膝ひざに置いたウサギ娘の両手は、ぶるぶると震えている。

　獣人の鋭い嗅きゆう覚かくが、手術室のぶ厚い扉を通しても、濃い血の匂いを捉とらえていた。

　長官の血の匂いだ。教えられたわけではないが、そうと分かる。

　それは、ウサギ娘が最も嗅かぎたくない、最も恐ろしい匂いだった。

　特別聡さといはずのウサギ娘の耳は、次第に音を拾わなくなった。視界も歪ゆがんで、だんだん何も見えなくなる。

　ただただ嗅覚だけが研とぎ澄すまされ、ウサギ娘をひどく苛さいなんだ。

　どれくらい、そうしていただろう。

　一時間か、二時間か、それ以上か。

　いよいよ時間の感覚がおかしくなってきた頃──くん、と唐とう突とつにチョーカーに付けたリードを引かれ、ウサギ娘ははっと我われに返った。

　俯うつむいていた彼女の視線が、いつの間にか側に立っていた人物の足元を捉える。

　よく磨みがかれた革の靴くつ。プレスの利いたスラックス。

　視線を上げれば、その人が茶色のスリーピーススーツを着ていること、ネクタイではなくループタイをしていることに気付く。

　そのままゆっくりと顔を上げたウサギ娘は、すぐ目の前に金色の髪と青い瞳を見つけて呆ぼう然ぜんと呟いた。
















「……おうじ、さま……」

「はぁい、ウサちゃん可愛いねぇ。一人？」

　いつの間にか側に立っていたのは、この国の現国王の第一子にして、国軍においては大たい将しようの地位にある王子。

　獣人保護庁は国軍の機き関かんの一つなので、つまりこの王子は長官の上じよう司しにあたり、ついでに二人は幼おさな馴な染じみでもあった。

　王子はウサギ娘のリードを持ったまま、彼女の隣にドカリと腰を下ろす。

　そして長い脚あしを組みながら、ウサギ娘の金色の髪をわしゃわしゃと撫で回した。

「王子様……だんな様が……」

「うん、知ってる」

　初対面から激しいスキンシップを求めてきた王子のことが、ウサギ娘はとてつもなく苦手だ。

　けれど今は、彼を拒こばむ気力さえなかった。

　常日頃、ろくに仕事をしないと周囲を呆あきれさせる王子だが、この日の長官の動どう向こう、そして彼の怪我の経けい緯いや状況については、ちゃんと把は握あくしているらしい。

「何があったか、聞きたい？」

　そう問われ、ウサギ娘は僅わずかの逡しゆん巡じゆんの後、こくりと頷いた。

　職務上の守しゆ秘ひ義務に抵てい触しよくしないのだろうかとも思ったが、長官の状態を知りたいという思いの方が勝った。

　そうして、王子が語った事件の真しん相そうはこうである。

「数日前、獣人保護庁に匿とく名めいの情報提てい供きようがあったらしい。何でも、人間に汚よごれ仕事をさせられている可か哀わい想そうな獣人がいるってね」

「汚れ仕事……？」

「殺し屋とか、死体処しよ理りとか、そういうの。君んちのオオカミ君が昔やらされていたようなことだよ」

「あ……」

　長官の屋敷で守衛を務つとめるオオカミ族の獣人は、幼い頃にマフィアの手に渡り、暗あん殺さつ者しやとして育てられた過去を持つ。

　ボスの一人息子に暗殺を命めいじられたターゲットとして長官の姉と出会い、見事返かえり討うちにあって、そのまま彼女の保護下に置かれたのが二年半ほど前のこと。

　彼が属ぞくしていたマフィアは、他にも多くの獣人を違い法ほうかつ不当に使し役えきしていたことが発覚し、獣人保護庁と国軍の両方による摘てき発はつを受けて壊かい滅めつした──はずだった。

「まあ、早い話が、情報提供は件くだんのマフィアの残ざん党とうによる罠わなだったんだ。連中は、組織をぶっ潰つぶした獣人保護庁に、恨うらみを募つのらせてたってわけ」

「二年半前の摘てき発はつは、国軍との共同だったのに。どうして、獣人保護庁だけ……」

「単に、おびき出しやすかったからじゃないかな。獣人のこととなると、獣人保護庁は必ず動くからねー」

「そんな……」

　とはいえ、獣人保護庁も情報を鵜う吞のみにするわけではない。慎重に慎重を重ねて捜そう査さを進め、実際に使役されている獣人の姿を確認して、アジトを突き止めた。

　アジトと判はん明めいしたのは、首都の郊こう外がいにある、元々はどこかの企業が所しよ有ゆうしていた保ほ養よう施し設せつで、現在競きよう売ばいにかけられている物件だった。

　その地下で、長官率ひきいる獣人保護庁が監かん禁きんされている獣人を見つけたのが、この日の正しよう午ご過ぎ。

　獣人は、白はく銀ぎんの毛並みをした立りつ派ぱなトラ族のオスだった。

「トラ君ってば、怪あやしい薬でも打たれたのか、見つけた時にはすでに錯さく乱らん状態だったらしくてね。なかなか保護できなかったんだって」

「薬……？」

「身しん体たい能力の高い獣人は、人間の手に余る。意のままに操あやつるには、薬くすり漬づけにするのが一番なんだって。いやー、怖いねー」

「……」

　あはははと笑いながら告げられた王子の言葉に、ウサギ娘はぶるりと震ふるえる。

　怯おびえさせるのは本意ではなかったらしく、王子はごめんごめんと謝ってから、彼女の頭をぽんぽんと撫でつつ続けた。

「マフィアの残党は意図的にガスを漏もらし、獣人保護官達を建物ごと爆ばく破はしようと企たくらんでいた」

「そんな……でも、トラ族の獣人さんは……？」

「可哀想にねぇ。トラ君は獣人保護官を呼び寄せるためのただの囮おとり──捨すて駒ごまだったってわけ」

「……ひどい」

　マフィアの残党のあまりの仕打ちに、ウサギ娘はひどくショックを受ける。

　彼女の沈んだ気持ちと連れん動どうするように、ウサギ耳もへにゃりと垂たれ下がった。

　そんなウサギ耳の手て触ざわりを、ここぞとばかりに楽しむように撫でながら、王子は続ける。

「ガスの臭いに真っ先に気付いたのは、君のご主人様だったんだって。それで、急いでトラ君を屋外に連れ出そうとしたらしいんだけど……」

　錯乱したトラの獣人を抑おさえるのは容易たやすいことではなかった。

　保護官達はやむを得えず、トラ族の獣人の救出を断だん念ねんしようとしたが──長官だけはそれをよしとしなかった。

「あいつは保護官達を避ひ難なんさせ、自分だけトラ君の所に戻ったんだってさ。で、その直後──地下で爆発が起きた」

「……っ！」

「誰もが一瞬絶ぜつ望ぼうしかけた。でも、あいつは生せい還かんしたんだ。気を失うしなったデッカいトラ君を背せ負おってね。……って、なにそれ、超カッコイイ！」

「だんな様……」

　王子はひやかすように、ひゅうと口くち笛ぶえを吹く。

　ウサギ娘も、大きなトラを背負って出て来たという長官の余裕に、一瞬ほっとしかけた。

　けれど、王子の話はこれで終わりではなかった。

　地下での爆発からは寸すんでのところで逃のがれたらしく、長官もトラの獣人も、火傷やけどをほとんど負ってはいなかったらしい。

　それなのに──長官の白いシャツは真っ赤に染まっていたというのだ。

「首から肩にかけて牙きばの傷きずがあった。あいつ、助けてやったトラの野や郎ろうに咬かまれたんだよ」

「そんな……」

　錯乱状態のトラ族の獣人には、長官が自分を助けようとしているのなんて分からなかったに違いない。

　近づいてきたニンゲンを恐おそれ、威い嚇かくし、必ひつ死しで牙を剝むいたのだろう。

　鋭い牙は長官の身体からだに食い込み──引き換えに、懐ふところに入った長官の拳がトラ族の獣人の鳩みぞ尾おちに叩き込まれたのだった。

「で、ウサちゃん。君をここに連れて来たのは誰かな？」

「……お姉様です。今、次長さんと一緒に手術室の中に……」

「そっか。じゃあまあ、あいつが出血多量でくたばることはねーわ」

「だんな様……大丈夫でしょうか……」

　長官の身に起こった出来事は、ウサギ娘が想像していなかったほど凄せい惨さんなものだった。

　仕事柄、彼が職しよく務む中ちゆうに怪我を負う可能性は理解しているつもりだったが、実際そうなった今、冷静でなどいられるはずもない。

　祖母を、そして母を失った時の恐きよう怖ふを、ウサギ娘は思い出していた。

　長官のことをも失ってしまうのではないかと考えると、恐ろしくて恐ろしくて、生きている心地がしなくなる。

「だんな様……」

　ウサギ娘の茜あかね色いろの瞳からは涙が溢あふれ出し、拭ぬぐわれることのない雫しずくは、ポタポタと彼女の膝に滴したたっていく。

　それに気付いた王子が、ぎょっとした顔をして慌あわて出した。

「──あっ!?　こらこら、待って。泣かないでよー。あいつが出てきた時、俺が泣かしたと思われちゃうでしょー」

　王子は彼女の頭を撫で回して宥なだめようとするが、その乱暴な手と長官の慈いつくしむような手を比べてしまったウサギ娘はますます悲しくなった。

　ポタポタポタと、後から後から涙がこぼれる。

　その度に、あーあー、と王子が情けない声を上げた。

　そうこうしている内に、ふっ、と『手術中』のパネルのランプが消えた。

　はっとしたウサギ娘が、飛び上がるようにしてソファから立ち上がる。

　時を置かず、手術室の扉が開いた。

　扉の向こうから、次長と長官の姉、そして女性看護師に押されたストレッチャーが出てくる。

「──だんな様っ……!!」

　居ても立ってもいられなくなったウサギ娘は、ストレッチャーに──その上に横たわった長官に駆け寄った。

「わわわっ。こらぁー」

　ウサギ娘のリードを持っていた王子が、慌てて彼女の後ろを付いてくる。

　ストレッチャーを押していた女性看護師が、ウサギ娘の姿に驚いて歩みを止めた。

　その隙に、ウサギ娘はストレッチャーに縋すがり付き、嗚お咽えつ交まじりに叫ぶ。

「だんな様っ、だんな様ぁ……っ!!」

　トラ族の獣人の牙が食い込んだのは、首の左側から左肩にかけての場所らしく、きっちりと包ほう帯たいが巻かれている。そこから強く感じる血の匂いに、ウサギ娘は気が遠くなりそうだった。

　だというのに……

「──大丈夫ですか？」

　ストレッチャーに横たわった長官は、なんと意識があったのだ。
















　顔色は若じやつ干かん優すぐれないものの、青い顔をしたウサギ娘を案じる余裕すらある。

　ウサギ娘の頭越し──二本のウサギ耳の間からぬっと顔を出した王子が、呆あきれた顔をして口を開いた。

「えー……、お前ちょっとそれ、どんなド根こん性じようなの？　麻ま酔すい打たれたんでしょ？」

「ええ、まあ、痛み止め程度には」

「いやいや、ちゃんと眠っとけよ。せっかく寝顔を見てやろうと思って来たのにー」

「それは、どうもすみませんね」

　ぶーぶーと文もん句くを垂れる王子を軽くいなし、長官は無む傷きずの右手を上げてウサギ娘の頰を撫でた。

「だんな様っ……」

　はらはら涙をこぼして泣きじゃくる彼女に、長官は安心させるように優しく微笑んでみせる。

「こんな姿を見せて……心配させてしまって、申しわけありません。私は大丈夫ですよ」

　ウサギ娘の口から漏もれるのは、もはや嗚お咽えつのみとなった。

　頰を包つつんだ長官の右手をぎゅっと両手で握り締め、ただひたすら、ぽろぽろと涙をこぼし続ける。

　そのいじらしい姿に、周囲の者達が居ても立ってもいられなくなるのは必至。

　次長は彼女の頭を撫で、長官の姉はひっくひっくとしゃくり上げる背中を撫でた。

　ストレッチャーを押していた女性看護師まで、ウサギ娘とは初対面にもかかわらず、手を伸ばしたそうにそわそわとしている。

　長官がトラ族の獣人の牙によって受けたのは、首から肩にかけての咬こう傷しよう。

　かなり危ない場所だったが、とっさに頸けい動どう脈みやくを避さけることができたのは大きかった。

　さらに幸いなことに、輸血は保存していた長官自身の血液で事足りたらしい。

　輸血によるリスクが減ったことに、ウサギ娘はひとまず安あん堵どした。

　長官はウサギ娘の涙を丁てい寧ねいに拭いながら、彼女の後ろに立つ王子に向けて尋ねる。

「ところで王子。トラ族の彼はどうなりましたか？」

「お前が庇かばってやったんだろ。あっちは大して怪我もしてないよ。意識が戻ったら薬も切れてて、今は軍の独どく房ぼうで絶賛自じ己こ嫌けん悪お中～」

「彼は、あなたの管理下にあるんですね？」

「まあね。捕まえたマフィアどもを立りつ件けんするための情報がほしいって、検けん察さつなんかが身み柄がらを寄越せってウルサイけどな」

　王子はそこで、にかりと笑って続ける。

「けど、お前が命がけで守ったんだ。獣人の扱いに慣れていない連中には渡さないよ。王子様の権けん力りよくフル活用して、取り調べは獣人保護庁に独どく占せんさせてやる」

　ウサギ耳の隙すき間まから、王子はドヤ顔してそう言い放つ。

　長官は小さく一つため息をついてから、珍しく彼に向かって目もく礼れいをしてみせた。

「格かく別べつのご配はい慮りよに感謝します。ありがとうございます」

　すると、得意げだった王子の顔が一いつ転てん、この世の終わりのように真っ青になった。

「えっ？　は？　なんなの？　しおらしいのコワい！　お前大丈夫？　──死ぬの!?」

「立場上、礼を尽つくしただけですよ。王子もたまには役に立つんですね」

「あ、よかった！　いつも通りの辛しん辣らつさだわ！　死ななさそうだわー！」

「うるさいですよ。それより……」

　一旦言葉を切った長官は、ストレッチャーに横になっているにもかかわらず、ウサギ娘の肩に右腕を回した。

　されるがままに引き寄せられたウサギ娘は、自然と長官の胸に顔を埋うずめる形になる。

　怪我に障さわるのではと慌てたのは女性看護師だけで、長官の姉も次長も、誰も彼の行動を止めようとはしなかった。

「だ、だんな、様……」

　一方、密みつ着ちやくしたことでより濃く香る長官の血の匂いに、ウサギ娘の身体は無意識にぶるぶると震え出す。

　その背中を宥めるように撫でつつ、しかしウサギ娘には見えないのをいいことに、長官の鉛なまり色いろの瞳は射い殺ころさんばかりの鋭するどさで王子を──その手が握るリードを捕らえた。

「いったい誰に断ことわって、そのリードに触れているんですか。──とっとと、離せ」

「アッ、ハイハイ」

　ずんと低く剣けん吞のんになった声で命めいじられ、王子は二つ返事でリードから手を離す。

　すかさずリードを摑んだ長官の姉が、胡う乱ろんな目で王子をじろじろと眺めた。

「なによ、あんた。今日はやけに素直ね。……気味が悪い」

「姉さんってば、ヒドい！」

「あんたみたいなの、弟にした覚えはないって言ってるでしょう。ウサちゃんに近づくんじゃないわよ」

「もー、相変わらず冷たいなぁー」

　しっ、しっ、と手で追い払う長官の姉に、王子は肩を竦すくめ、ウサギ娘から一歩離れた。

　そして、ストレッチャーに横たわった長官を眺め、にっと笑って言う。

「まあでも、今日ばかりはあまり刺し激げきしないでおくさ──手て負おいの獣ほど、危険なものはないからねぇ」








































　長ちよう官かんが運ばれた病室は、怪け我がの処しよ置ちが行われた手術室と同じ特別病びよう棟とう九階にあった。

　バス、シャワー、トイレ、洗面台、それから簡かん易いキッチンを備そなえた控え室。

　さらに、広いベッドルームには四人掛けの応接セットも置かれ、まさしく特別待たい遇ぐうの病室が用意されたようだ。

　意識のある状態で手術室から出てきた長官は、大人しくストレッチャーで運ばれたものの、病室のベッドには自みずから起き上がって移り、付き添っていた看かん護ご師しを慌あわてさせた。

　ちなみに、長官の怪我の処置の際に次じ長ちようの助手も務つとめた、この女性看護師──実は特別病棟の看護師長で、さらにはなんとなんと、次長の妻なのだという。

　次長ともども、長官やその姉とは古い付き合いで、ウサギ娘には是ぜ非ひとも会ってみたいと思っていたらしい。

「はじめまして、会えて嬉うれしいわ。んはあ……モフモフのウサちゃん耳……」

「は、はじめまして……」

　長官がベッドの上に落ち着いたのを見届けると、女性看護師──次長の妻は、ウサギ娘の耳をなかなか遠えん慮りよなくモフってから、用が済んだストレッチャーを押して病室から出ていった。

　彼女と入れ替わりに、ドヤドヤと押しかけてきたのは……

「長官、お加か減げんいかがですか!?」

「うわああん、ちょおおかあああん!!」

「おや、存ぞん外がいお元気そうだ」

　お馴な染じみ獣人保護庁の面々──部長、主しゆ任にん、事じ務む官かんの三人だった。

　今回の事件の事後処理が一通り済んだため、揃そろって軍庁舎から駆け付けてきたようだ。

　鼻の下に八の字に髭ひげを生はやした部長と白はく髪はつの事務官は、ベッドに座った長官の姿にすぐに安あん堵どの表情を浮かべた。

　ただし、今日の現場に同行していた主任は、上官に怪我を負おわせてしまったことがよほどショックだったらしい。包ほう帯たいを巻いた長官を見るなり滂ぼう沱だの涙を流し、駆け寄ってそのベッドの端はしで泣き伏した。

「わあああんっ、長官！　よかったああ!!」

「心配をかけましたね、主任。申しわけありません」

「ほんとですよぉ！　ひどいですよぉ!!　俺らを避ひ難なんさせて、長官だけが怪我するなんて……っ!!」

「すみません」

　長官は苦笑を浮かべ、幼おさな子ごのようにわんわん泣くチーム最年少の肩を叩く。

　しかし、彼が続けた言葉に、長官ははっとした。

「長官に何かあったら、ウサギちゃんはどうなるんですか！　もう長官お一人の身体じゃないんですからねっ!!」

　とたんに、ベッドの側にいたウサギ娘の瞳も再びうるうるし始める。

　長官の姉はそんな彼女の頭を撫なでつつ、ベッドに座る弟をねめつけた。

「気を緩ゆるめ過ぎて怪我なんかすんじゃないわよって、今朝忠ちゆう告こくしたばかりだったのにね」

「……面めん目ぼく次し第だいもないです」

「ウサちゃんが泣いちゃうわよって、言ったわよね」

「そうですね。私が……泣かせてしまいました」

　茜あかね色いろの瞳を滲にじませたウサギ娘の背を、長官の姉がぽんと押す。

　ふらついた小さな身体は、長官が両手を広げて受け止めた。

　無む傷きずの右腕に抱かかえるようにしてウサギ娘をベッドの縁ふちに座らせ、左手で彼女の首に着いたままだったチョーカーとリードを外してやる。

　幾いく分ぶん麻ま酔すいが効きいているのか、長官の指先は少々覚おぼ束つかなかった。

　咬こう傷しようの処置として一般的なのは、傷の洗せん浄じようと消しよう毒どく、壊え死し組そ織しき切せつ除じよ、閉へい創そう、感かん染せん予よ防ぼうである。

　動物に咬かまれた場合、牙きばによる深く鋭い傷と共に、強い力が加わることにより周囲の正常な組織も破は壊かいされる場合がある。加えて重要な問題となるのが、咬んだ生物の口こう腔くう細さい菌きんによる感かん染せん症しようだ。これは、人間に嚙まれた場合、あるいは手しゆ拳けんで人間の口を殴おう打だした場合に生じるヒト咬傷でも、重じゆう篤とくな結果を生むことがある。

　とにかく菌を体内に閉じ込めてしまわないように、咬傷は肉が見えているような場合でも原則として縫ほう合ごうはせず、抗こう生せい物ぶつ質しつを点てん滴てき投とう与よあるいは経けい口こう投与する。

　トラ族の獣人の牙に抉えぐられた長官の場合も、輸血と並行して傷口を念入りに洗浄し、抗生物質入りの軟なん膏こうを塗ぬったガーゼで保護をして包帯を巻いたらしい。

　意識があったのは、全身麻酔ではなく局きよく所しよ麻酔で処置が行われたからのようだ。

「しばらくは入院していただいて、抗生物質の投与と創そう傷しようの消毒をしながら経過を見ましょう」

　カルテを記入しながら、次長がそう告げる。

　次長は獣人医い療りようの第一人者である前に、長く軍病院に籍せきを置く医師でもあった。

　当然ながら、今回怪我の処置をした次長が、そのまま長官の主しゆ治じ医いとなる。

　長官は次長の言葉に頷うなずきつつ、すぐ目の前でふにゃんと垂たれてしまったウサギ耳を撫でた。

　それから、ベッドの脇わきに両腕を組んで仁に王おう立だちする姉を見上げる。

「姉さん、すみません。そういうわけですので、しばらく家の方を頼みます」

「仕方がないわね。とりあえず……一回帰って、要いるもの見み繕つくろってくるわ」

　長官の姉はため息をつきながらそう告げると、長官の腕の中に居るウサギ娘に向かって、おいで、と手を差し出す。

　彼女は、ひとまずウサギ娘も一緒に連れて帰ろうとしたのだが……

「──待って。姉さんとウサちゃん……そもそも、どうやってここまで来たのさ？」

　病室に入ったきり、珍しく壁かべ際ぎわで傍ぼう観かんしていた王子が、ここにきて突然口を開いた。

「あれっ、おーじだ」

「本当だ、おーじだ」

「おーじ、いらっしゃったんですか」

　ようやくその存在に気付いた部長、主任、事務官による、おーじだおーじだの三さん重じゆう奏そうに、王子は両手を振り上げて抗こう議ぎする。

「おーじ、おーじって、渾あだ名なみたいに呼ぶなっ！　もっと敬うやまえ!!」

　一方、嫌いやな予感を覚えた長官は、一度は姉の方に行かせようとしたウサギ娘を再び腕の中へと閉じ込めつつ、おそるおそる問いかけた。

「姉さん、ここまでどうやって来たんです？」

「どうやっても何も、車ぶっとばしてきたに決まってるじゃない」

「ええっと……運転はどなたが？」

「私以外に誰がいるというの？」

　豊ほう満まんな胸を張ってそう答えた姉に、長官は手術室から出てきた時よりもよっぽど青い顔になった。

「よくぞご無事で……」

　震ふるえる声で呟つぶやきつつ、ウサギ娘を搔かき抱いだく。

　王子や獣人保護官達まで真っ青になっているところを見ると、長官の姉の暴ぼう走そう運転っぷりは有名らしい。

「大おお袈げ裟さねぇ。大して問題はなかったわ。ちょっと擦こすったくらいで済んだし」

「擦ったくらいでって……」

「ちなみに、あんたの車」

「うわあ……」

　愛車を傷付けられたと知ってガックリする長官に、姉は「誰だって、不得意なことくらいあるでしょ」と言って、反省する様子は微み塵じんもない。

　それどころか、再びウサギ娘を助手席に乗せて帰ろうとするものだから、長官は慌あわてて待ったをかけた。

「車は、このまま病院の駐車場に停めておいてください。後で修理を頼みますので。帰りはハイヤーを……」

「何よ、大丈夫よ」

「その自信はいったいどこから来るんですか。次は擦ったでは済まないかもしれないでしょう？　大人しく、いつものハイヤーを呼んでください」

「えー」

　長官の姉は不満げだったが、ここで主任が自分の車で送っていくと申し出たことで、一件落らく着ちやく。

　今け朝さ長官を迎えにきたあの四よん輪りん駆く動どう車しやで、ウサギ娘も一度屋や敷しきに戻ろうということになったのだが……

「……だんな様と、一緒に居たいです」

　おいで、と再び差し出された長官の姉の手を取らず、ウサギ娘はぽつりとそう呟いた。

「へぇ……」

　王子が片かた眉まゆを上げる。

　四人の獣人保護官達は、おやおやと顔を見合わせた。

　長官の姉は、差し出した手を引っ込めて、じっとウサギ娘を見つめる。

　そして肝かん心じんの長官は、ぺたりと垂れ下がったウサギ耳に、困ったような笑みを浮かべた。

「病院なんて、居ても退たい屈くつですよ？」

「退屈なんかじゃないです。もしも退屈でも、いいんです」

「各庁舎が近いですから、君が知らない人も訪ねてくるかもしれませんよ？」

「大人しく、してます。だんな様のお仕事のお邪じや魔まはしません」

　ウサギ娘の大きな瞳はもうずっと潤うるんだままだったが、必死に涙を堪こらえながら長官を見つめる。

　するとここで、長官の姉が口を挟んだ。

「ウサちゃんは、このまま弟と一緒に病院に居たいのよね？」

「はい」

「だったら、自分の存在意い義ぎをプレゼンしてみせなさい」

「プレゼン……？」

　ウサギ娘は獣人であり、現在は長官の保護下及び管理下にある身だが、それは奴ど隷れいやペットと同どう義ぎではない。

　以前、獣人専用ブティックのオーナーの幼おさない息子むすこが、彼の母が保有するネコ族の獣人の尻尾しつぽを、そしてウサギ娘の長い耳を乱らん暴ぼうに摑つかんだ時のこと。

　長官の姉は彼を注意して諭さとした上で、ウサギ娘やネコ娘にもこう言い聞かせた。

　望みがあるならば、人間側がそれを察さつするのを待つのではなく、はっきりと口にしなければならない。それが聞き届けられるか否いなかはまた別の問題として、とにかく相手の理解を得るための努力を、獣人自身も怠おこたってはならない、と。

「人間の言げん語ごを理解し理性もある獣人は、主しゆ義ぎ主しゆ張ちようを口にすることができるわ。その代わり、訴うつたえは論ろん理り的てきであらねばならない」

　朗ろう々ろうと告げた長官の姉は、ウサギ娘を立たせ、ベッドの上で目を丸くしている弟と向かい合わせる。

　そして、ウサギ娘の両肩を後ろからやんわりと掌てのひらで包つつみ込み、優しい声で耳元に囁ささやいた。

「ウサちゃんがここに残って、弟にしてあげられることは何？　してあげたいことは、何かしら？」

「私が……できること……？」

「そうよ。それを、精一杯アピールしてごらんなさい」

「アピール……」

　長官の姉の言葉を口の中で転がしながら、ウサギ娘はベッドの上の長官をじっと見つめる。

　困こん惑わくした様子の彼の表情に、無理を言ってしまったことを後こう悔かいしかけたが、それでもやっぱり彼の側に居たいという気持ちの方が勝った。

　ウサギ娘が彼にしてあげられることなど、たかが知れているだろう。けれど、してあげたいことなら思いつく。

　ウサギ娘は意を決し、どこか挑いどむように長官を見つめて口を開いた。

「だんな様の身の回りのお世話……傷の手当て以外のことは、全部私がやります」

　元々、出しゆつ勤きん前の身み支じ度たくなどは手伝っていたのだ。それこそ、「新婚さんか」と長官の姉に呆あきれられるくらいに。

　必要ならば入にゆう浴よくや手洗いの介かい助じよもする、とウサギ娘が宣言すれば、さすがにそれは自分でできると赤面した長官に断ことわられた。

「だんな様のお見舞いにいらっしゃった方に、お茶をお出しします」

　先ほど長官が告げた通り、それなりの地位にある彼の病室には、獣人保護庁以外の人間も訪ねてくるに違いない。

　獣人を見慣れぬ相手からは奇き異いの目を向けられるかもしれないが、それでも精一杯持てなしてみせる、とウサギ娘は決意を語った。

「ウサちゃんが淹いれてくれたお茶が飲めるんなら、俺……用がなくても毎日来るわ」

　そう真顔で呟いた王子の頭は、長官の姉がぺしりと叩く。

「それから、だんな様が手持ち無ぶ沙さ汰たな時は、み、耳とか尻尾も……いくらでも触さわっていただいてかまいません」

　ウサギ娘は我が身さえも差し出す覚悟らしい。

　その魅み力りよく的てきな申し出に、長官は思わずうっとうめいた。

「慎つつましいウサギちゃんの口から、なんとも積極的な台詞せりふが!?」

「長官、おめでとうございます！　これで心置きなくモフれますなっ!!」

「お触りオッケー、いただきましたぁ!!」

「楽しい療りよう養よう生活を送れそうですなぁ」

　ウサギ娘捨て身のアピールに、獣人保護官四人がやんややんやと盛り上がる。

「──俺はいつだって手持ち無沙汰だから！　耳と尻尾、触らせてっ!!」

　興奮して叫ぶ王子の脳のう天てんに、今度は長官の姉の拳げん骨こつが落とされた。

　王子はもちろん、獣人保護官達も、ウサギ娘がこのまま病室に残ることに反対するつもりはないようだ。

　長官の姉も、ウサギ娘の希望を尊そん重ちようしようとしている様子。

　外そと堀ぼりは、あっという間に埋まってしまった。

　それに、ウサギ娘に側に居たいと言われ、そもそも長官とて嬉しくないはずがないのだ。

　自分が怪我をしてしまったがために、彼女を泣かせてしまったこと。──長官としては後悔してもしきれない。

　泣き腫はらして赤くなった瞼まぶたが、彼の目にはとてつもなく痛いたましく映る。

　せめてその腫れが引くまで、できることならウサギ娘を自らの腕の中に閉じ込めておきたい、と長官は思っていた。

　つまるところ、ウサギ娘が彼を口く説どき落とすのは、至し極ごく簡単なことだったのだ。

　そうとは知らないまま、彼女は最後の切り札を持ち出す。

「あの、それから、お食事の時……」

「食事、ですか？」

　長官が座るベッドに片手を付いて、ウサギ娘が身を乗り出す。

　怪我をした左側を避よけ、長官の右耳にもう片方の手を添えて、内ない緒しよ話ばなしをするように囁いた。

「──トマトが出たら、代わりに食べて差し上げます」

「……っ」

　長官が唯ゆい一いつ苦手な食べ物──それは、トマトである。

　理由は幼い頃に受けたトラウマによるもので、その原因となったのは心無い幼馴染みの言葉──『トマトのような赤い頭だな。齧かじったら、ぶしゅっと中身が弾はじけるんじゃないか？』──であった。

　ちなみにその罪つみ深ぶかき幼馴染みというのが、つい先ほど長官の姉に拳げん骨こつを落とされて悶もん絶ぜつした王子である。

　床に崩れ落ちた直後、彼はどこからか現れた自身の従じゆう者しやにズルズルと引きずられて、強きよう制せい的てきに退場させられていた。

　とにかくトマトが苦手な長官は、ウサギ娘の申し出に一瞬面めん食くらったような顔をする。

　だが次の瞬間──

「は、ははっ……」

　彼にしては珍しく声を立てて笑うと、右腕でウサギ娘を抱き寄せ、ふわふわのウサギ耳の間に顔を埋うずめる。

　そうして、くぐもった声で言った。

「そうでした。私は……君が側にいてくださらないと、駄だ目めなのでした」
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「きみきみ、ドーナッツは好きかね？」

「ははは、ただのドーナッツはもう古い。今はこれ、クロワッサンとドーナッツを組み合わせたペイストリーが若い子には人気なんですよ」

「いやいや、それも古い古い。流りゆう行こうの最さい先せん端たんは、クッキー、ケーキ、ビスケットの三種からなる、こちらのハイブリッドスイーツですぞ」

　今日も今日とて、軍病院特別病棟の一室にて繰くり広げられるオススメスイーツ合戦に、ウサギ娘は茜色の瞳をぱちくりさせ、長官は呆れたようなため息をついた。

　長官が仕事中に怪我をして軍病院に入院してから、今日で六日になる。

　ウサギ娘はこの六日間、一度も屋敷に戻っていない。

　長官の身の回りの世話は、彼自身が身体を動かすのにあまり支し障しようのない怪我であったため、それほどすることがなかった。

　長官が苦手なトマトも、朝食のサラダに一かけ付くくらいなので、難なんなく対たい処しよできている。

　耳と尻尾に関しては、それほど手持ち無沙汰ではない時でも長官の手が伸びてきたが、彼が幸せそうなのでウサギ娘としても特に不ふ服ふくはない。

　結果、ウサギ娘が一番奮ふん闘とうする仕事──それは、見舞い客の接待となった。

　予想された通り、入院したその日から、長官の病室には入れ代わり立ち代わり何人もの人間がやってきた。

　しかも、長官の部下達以外は、揃って軍や関係省庁の高官ばかりで、当然ながらウサギ娘とは面めん識しきがない。そのため誰もが皆、初見でウサギ娘の長い耳にぎょっとした。

　ただし、ソファに座って彼女にお茶を出される頃には、だいたい頰がゆるゆるになっている。

　特に軍関係の高官は、獣人保護庁を軍の組織として認めていることもあって、獣人に対する理解も深く、ウサギ娘の存在を受け入れるのも早かった。

「きみきみ、好きなものを食べなさい」

「このチョコがかかったやつはどうだね」

「いやいや、女の子が好きなのはやっぱりイチゴでしょう」

　今日のように、国軍の重じゆう役やく三人がそれぞれスイーツの入った箱を片手に病室を訪れる、なんてことも珍しくはない。箱の中身はもちろん、長官への見舞い品と称しようしたウサギ娘への貢みつぎ物ものである。

　三人はそれぞれ中ちゆう将じようの位にある壮そう年ねんの男達で、長官にとっては上官にあたる。

　それゆえ、中将達が自ら届けにきたのが、さほど緊きん急きゆう性せいや重要性を感じさせない書類であっても追い返しはしないのだが、呆れた表情を隠すこともなかった。

　ウサギ娘の方は、グイグイ来るおじさん連中に面食らいつつ、客人の応おう対たいにも随ずい分ぶん慣れてきたようだ。

　彼女は大人しい性格ではあっても、むやみに人見知りをする性た質ちではない。

　故こ郷きようにいる時は青せい果か店てんを営いとなんでいて、接客もこなしていた。厳いかつい顔をした軍人相手にも、笑顔で商売に励はげんでいたのだ。

　ウサギ耳を曝さらけ出した今、ウサギ娘が人間の目に奇き異いに映るのは仕方のないこと。

　それでも、病室での接客を自ら買って出たからには、誰がやってきても精一杯の持てなしをするつもりだ。

　相手が、長官の上官ならばなおのことである。

　ちなみに、長官の入院初日、用が無くても毎日来ると宣言していた王子──彼もこの六日間、本当に一日一回必ずやってきたが、ウサギ娘の淹いれたお茶を飲むと満足して帰っていく。

　滞たい在ざい時間は、毎回だいたい三十分ほど。

　長官にちょっかいをかけては、いいから働けと追い払はらわれるのがお決まりの彼だが、実はそれなりに忙しい毎日を送っているのかもしれない、とウサギ娘は感じていた。

　とにもかくにも、長官とウサギ娘の入院生活は、退たい屈くつとはほど遠い毎日である。

　二人だけでは食べ切れない差し入れの数々は、日持ちがしないものから病院スタッフなどにお裾すそ分わけ。特に、ちょっと値段が張ったり、売り切れ必ひつ至しでなかなか手に入らない話題のスイーツなどは、特別病棟に勤つとめる看護師や受付の女性達にたいへん喜ばれている。

　最初こそ、次長の妻である看護師長を頼ってそれらを詰つめ所しよに持っていったウサギ娘だが、そこで思いがけず大だい歓かん迎げいを受けることになった。

　おかげでウサギ娘は、多くの人間の目にウサギ耳を晒さらすことに、少し慣れ始めていた。

　誰しも最初はびっくりするが、すぐに好こう意い的てきな態度で接してくれたからだ。

　けれど、それが思い上がりであったこと──人間の全員が全員、自分に対して好意的なのではないという事実を、ウサギ娘はやがて知ることになる。




　三人の中将が帰ってしばらくしてのことだった。

　任にん務む報告に来た獣人保護官にお茶を出した後、ウサギ娘は長官の仕事の邪魔をしないように簡易キッチンのある控え室で待たい機きしていた。

　──コンコン

　ノックの音がして、ウサギ娘の長い耳がピンと立ち上がる。

　控え室はベッドや応接セットがある部屋と廊下の間にあり、ノックが聞こえたのは廊下に通じる方の扉とびらだった。

　この日も、中将達から貰もらったスイーツの残りは、病院スタッフの詰め所に届けていた。

　だからウサギ娘は、扉がノックされた時、これから休きゆう憩けいに入る看護師か病院の受付の誰かが、お裾分けの礼を言いにきたのだろうと思って、すぐに「はい」と返事をした。

　病室は、患かん者じやの容よう態だいが急変した際など、医師や看護師がすみやかに駆け付けられるように、基本的に施せ錠じようされていない。

　間もなく、カチャリと病室の扉が開いた。

「──失礼します」

　扉の向こうから現れたのは、案の定、受付と同じ事務服を纏まとった若い女性だった。

　ただし、ウサギ娘にとっては初めて会う相手。

　長い黒髪を首の後ろにひっつめて一つに束たばね、眼鏡めがねをかけた真ま面じ目めそうな雰ふん囲い気きの女性は、腕に抱かかえた書類に視線を落としながら控え室へと入ってくる。

　彼女は忙しなくペンを走らせつつ、早口に告げた。

「すみません、総そう務む課かの者ですが。入院書類の一部に記入漏もれがございましたので、ご確認をお願いします。それから入院費用につきましては、患者様の場合、労ろう災さい保険で全て賄まかなわれるとのことですので、請せい求きゆうはあちらに……」

「あ、あのっ！」

　つらつらと一方的に述のべられる言葉に、ウサギ娘は慌てる。

　書類を受け取るだけならば自分が預かればいいのだが、詳しい説明は長官本人にしてもらわなければ困る。

　ただし、彼は今自身の部下と面会中なので、獣人保護庁とは無関係な人間を奥に通すわけにもいかない。

　その辺の事情を説明しようと、ウサギ娘は無礼を承しよう知ちで彼女の言葉を遮さえぎった。

「ごめんなさい、あの……主人は今、取り込み中で……」

「──え？　ご主人……？」

　すると、総務課の人間と名乗った女性は、ここで初めて顔を上げ、ウサギ娘を見た。

　ウサギ娘は、獣人である自分の保護者、あるいは管理者として長官を〝主人〟と呼んだのだが、総務課の女性はそれを、妻が夫を指して言う〝主人〟と勘かん違ちがいしたらしい。

「あの、ええっと……患者様の奥様でいらっしゃいます……？」

　その言葉にウサギ娘はぽかんとしたが、総務課の女性の方も、人妻というにはどうにもあどけないウサギ娘に困こん惑わくしているのが、その表情からありありと感じられた。

　次ついで、つと彼女の視線が上がる。

　その目の動きで、総務課の女性が自分の耳を見ているのだということに、ウサギ娘も気が付いた。

　そうしてまじまじと眺ながめられることには、やはりまだ慣れない。

　少しばかり居い心地ごこち悪く感じつつ、けれどこの総務課の女性にも、獣人である自分の存在を認めてもらえればいいなと思った。

　いや心のどこかでは、きっと認めてもらえるだろう、と高たかを括くくっていたのかもしれない。

　だからこそ、この後の彼女の反応は、ウサギ娘の予想を超えていた。

「──ひいっ！　ウ、ウサギ……!?」

　ウサギ耳を見ていた総務課の女性の瞳が、これでもかというほど大きく見開かれたかと思ったら、悲鳴を上げて後ろへと飛び退すさったのだ。

　その拍ひよう子しに、彼女の手から離れた書類が、バサバサと床に落ちる。

　とっさにそれを拾おうと、ウサギ娘が一歩足を踏み出したとたん──

「や、やめて！　来ないで！　近づかないでっ！」

「え……」

「わ、わたし、ウサギが駄だ目めなの！　ウサギアレルギーなのっ!!」
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「ウサギ、アレルギー……？」

　総務課の女性の眼鏡はずり落ち、顔色は真っ青。わなわなと唇くちびるを震わせて、廊ろう下かに通じる扉に背中を貼はり付かせている。

　まるで、世にも恐ろしいものを目にしたような反応──しかも、彼女が怯おびえている相手が自分だと知り、ウサギ娘の身体は驚きのあまりカチンと固まった。

　総務課の女性はその隙すきに、ぶるぶると震えながらも大慌てで床に散らばった書類をかき集める。

　そして、長官に渡さねばならない書類だけを、ウサギ娘の方に投げつけるようにして寄よ越こすと、一いち目もく散さんに病室を飛び出して行ってしまった。

　バタンッ──!!

　大きな音を立てて扉が閉まる。

　控え室に残されたウサギ娘は、呆ぼう然ぜん自じ失しつ。

　書類を手に、その場に立ち尽くす他なかった。

「ウサギアレルギー……」

　総務課の女性はそう言っていた。

　ウサギアレルギーは、ウサギの被ひ毛もうやフケなど、あるいは餌えさとなる牧草をアレルゲンとして発はつ症しようする動物アレルギーの一種。症しよう状じようはくしゃみや鼻水が出たり、目が痒かゆくなるといったように、花か粉ふん症しようとよく似ている。

　ウサギ娘がウサギらしいところといえば、耳と尻尾くらいだし、それらも毛もう髪はつと同様に毎日洗って清せい潔けつにしていた。

　けれど、その被毛が絶対にアレルゲンにならない、とは言い切れない。

　病気の辛つらさは発はつ症しようした本人にしか分からないだろう。

「……」

　ウサギ娘は呆然としたまま、手にしていた書類に視線を落とす。

　それは、長官の入院に関する書類で、改めて記入しなければいけない箇か所しよには、きちんと説明が書かれた付ふ箋せんが貼られていた。

　その几き帳ちよう面めんな文字と丁てい寧ねいな文面を見れば、あの総務課の女性がいかに真面目で親切な人柄なのかが窺うかがい知れる。

　ウサギ娘を拒きよ絶ぜつしたのだって悪あく意いからではなく、本当にアレルギー体質だからだろう。

　自分の存在が彼女に害がいを及ぼすかもしれないのだと思うと、ウサギ娘は申しわけないやらいたたまれないやら、とにかくとても悲しい気持ちになった。

「耳……隠しておいた方がよかったのかな……」

　せめて被毛が飛び散らないように、スカーフを巻いておくべきだったかもしれない。

　周囲の人々の厚意に甘え過ぎていたのかもしれない。

　あるいは病院に居座ること自体、周りに多大な迷惑をかけていたのかもしれない。

　かもしれない、かもしれない、と後悔ばかりが口を衝ついて出る。

　自分が自分のままであることが、誰かの迷惑になるなんて──

「そんなこと、考えたこともなかった……」

　ウサギ娘は、悲しくて悲しくてならなかった。

　だから、報告が終わった獣人保護官を見送り、総務課の女性から預かった件くだんの書類を長官に渡そうとした時──平へい素その通りに振る舞っているつもりだったのに、長官には様子がおかしいと気付かれてしまった。

「……何か、ありましたか？」

「……何も」

　軍病院最上階特別病棟にあるこの病室から、獣人保護庁が入った軍庁舎は西側に見える。

　長官の髪の、あるいはウサギ娘の瞳の色のような赤い夕日が、その向こうへといよいよ沈しずもうとしていた。

　入院中の身でありながら、平素と変わらぬ量の書類を捌さばき、加えて、見舞いを装よそおい気晴らしにやってくる上官達の相手もした長官は、もちろんずっと出しゆつ勤きん扱あつかいになっている。

　時計はようやく午後五時を回ったところ──獣人保護官を含む国家公こう務む員いんは終しゆう業ぎようの時刻となった。

　長官の本日の業ぎよう務むもここまでである。

　彼は書類の束を応接セットのテーブルの端はしに片すと、ウサギ娘を自分の隣のソファへと座らせた。

　そして、何もなかったと告げた彼女に対し、いいえ、と静かに首を横に振る。

「何か、あったはずです」

「いえ……」

「そうでなければ、君の耳がこれほどしょんぼりしているはずがない」

「だんな様……」

　どれほど取とり繕つくろおうとも、ウサギ耳は正直だった。

　驚いた時はピンと立ち、嬉しい時や楽しい時はぴょこぴょこと揺ゆれる。

　悲しい時や辛い時はへにゃりと垂れ下がり、とにかく憎にくらしいほどに、ウサギ娘の心を顕けん著ちよに表すのだ。

　長官は、ウサギ娘から受け取った書類に視線を落とし、少しばかり冷えた声で呟く。

「この書類を持ってきた方に……何か言われましたか？」

「──ち、違う。違うんですっ！」

　ウサギ娘がしょんぼりしていたのは、確かにあの総務課の女性とのやりとりが原因だ。

　けれど、彼女が悪いわけでは決してない。

　長官にあらぬ誤解を与えてしまうのを恐れたウサギ娘は、結局、控え室での出来事を彼に説明することになった。

「──はあ、ウサギアレルギーですか。なるほど……」

　ウサギ娘の話を聞き終わった長官は、ふむと呟いて顎あごに片手を当てる。

「獣人との接触により、人間にアレルギー症状が出たなんて話は、今まで聞いたこともありませんが」

「ですが、ウサギの毛がアレルゲンになるのなら……私の耳や尻尾の毛も、そうなるかもしれません……」

　取り繕う必要もなくなった今、ウサギ娘の耳は遠慮なくへにゃへにゃに垂れ下がってしまっていた。

　それを長官が、よしよしと撫でる。

「自分が同じ空間にいるだけで、誰かに辛つらい思いをさせてしまうなんて……」

「君と、動物のウサギをまるっきり同質と考えるのは安あん易い過ぎます。その総務課の方の反応は明らかに過か剰じようで、獣人保護庁としても君の保護者としても抗こう議ぎしたい」

「でも、あの方は悪くないのに……」

「君だって、何も悪くない」

　長官はきっぱりとそう告げ、隣に座るウサギ娘の頭を、無傷だった右の肩口へと引き寄せた。

　そうするとウサギ耳は、必ひつ然ぜん的てきに彼の顔の前に来る。

「それにしても……その総務課の方は気の毒ですね」

「アレルギーって辛いんですよね。ひどい場合だと、呼吸困こん難なんを起こすこともあるって聞いたことがあります」

「いえ、アレルギー症状はもちろん気の毒ですが──君のこの耳に触ふれられないなんて、この感触を味わえないなんて……気の毒でなりません」

「だんな様……」

　長官は目の前のウサギ耳に頰ほおを擦すり寄せ、右手でウサギ娘の金色の髪を撫でる。

　獣人の象しよう徴ちようともいえる獣の耳も、人間と変わらない髪も、長官はこうして平等に慈しんでくれるのだ。

　彼の元でなら、自分が自分のままでいることが許されるように思えて、ウサギ娘はほっとした。

「……そろそろ、家に戻りますか？」

　ウサギ娘の耳元で、長官の声が静かに告げる。

　その言葉に長い耳をピクリとさせたウサギ娘は、彼の右の肩口に顔を埋うずめて、小さくため息をついた。

　本心では、ウサギ娘はこのまま病院に留とどまりたかった。

　最初の日に、長官の側に居たいと駄だ々だをこねたのは生なま半はん可かな気持ちではなかったのだから。

　けれど、あの総務課の女性のように、自分の存在が仇あだとなってしまう相手が他にいないとも限らない。

　そもそもここは病院なのだから、アレルギーの治ち療りように来ている者だって当然いるだろう。

　発症の原因となる可能性のある自分が、このまま病院に居続けることは不ふ可か能のうだ。

　ウサギ娘はそう結論付けないわけにいかなかった。

「はい、戻ります……」

　ウサギ耳をますますしょんぼりさせ、消え入りそうな声でそう答える。

　すると、ふふ、と耳元に笑い声が降ってきて、その拍子にウサギ娘が顔を埋めている長官の肩が小さく揺れた。

「君だけを帰すつもりはありませんよ。私も退院させてもらいます」

「え？　あの、でも……お怪我がまだ……」

「今日、次長に診みてもらった時には、傷はほぼ塞ふさがっていました。屋敷に戻っても支し障しようはなさそうです」

「本当、ですか……？」

　ウサギ娘が不安げに問えば、長官はウサギ耳をさも大事そうに撫でながら、はいと頷いた。

　入院中でありながら彼が仕事を休まなかったのは、自分にしかできない書類の処理をまとめて済まそうとしていたためだった。

　そうして、一週間ほど休みを取って自宅療養しても問題がないように、予定を調整したらしい。

「だんな様と一緒に、帰れるのですか……？」

　長官の肩口から顔を上げ、ウサギ娘が今度は期待に満ちた声で尋ねる。

　その潤んだ茜色の瞳を見つめ返し、長官はにこりと微笑んだ。

「ええ、帰りましょう。──言ったでしょう？　私は君が側にいてくださらないと、駄目なんですから」





[image: ]






　長官が軍病院に入院してちょうど一週間目のこの日。

　朝一番の診しん察さつにて次長のお墨すみ付つきをもらい、彼は晴れて退院する運びとなった。

　ウサギ娘を助手席に乗せて病院に駆け付けた長官の姉により、哀あわれにも擦すり傷を負わされた長官の愛車は、軍病院の駐車場から自動車整備工場に運ばれて修理された後、一足先に屋敷へと戻っているらしい。

　それなのに、せっかく全快したその車で迎えに来ると言い張る姉を何とか押し止とどめ、長官とウサギ娘は主任の車で帰宅することになった。

「退院おめでとうございます！」

「ウサちゃん、よかったわねぇ！」

「最後にもう一回……お耳モフモフさせてぇえっ！」

　次長の妻である特別病棟の看護師長、スイーツのお裾分けで仲良くなった看護師や受付のみんなに別れを惜おしまれつつ、ウサギ娘は長官と主任と一緒にエレベーターに乗り込んだ。

　実を言うとこの一週間、ウサギ娘は一度も地上に降りてはいなかった。

　特別病棟は、獣人保護庁の次長が医師として在ざい籍せきしている縁えんもあり、極ごく稀まれに獣人の患者が運び込まれることから、比較的獣人にも自由が許されていた。

　だが、それ以外の病棟や病院の外に出る場合、獣人のウサギ娘が出歩くには、必ずリードや付つき添そい人にんが必要になる。

　そんな中、長官はこの日、ウサギ娘の首にチョーカーもリードも着けなかった。

　厳げん密みつに言えば、獣人保護法的に、それは決して褒ほめられた行こう為いではない。

　しかし、ようは獣人が何者にも害がいされないよう、また保護者の側を離れないように、人間側が責任を持てばいいわけだ。

「それでは、行きましょうか」

　エレベーターが一階に着くと、リードの代わりに、長官はウサギ娘の小さな手を握った。

　優しく、けれどしっかりと。

「はい、だんな様」

　ウサギ娘もこくりと頷くと、すっかり馴染んだ大きな手を握り返した。

「車を回してきますので、長官とウサギちゃんは正面玄げん関かんでお待ちください」

　荷物を抱かかえた主任が、そう言い置いて駐車場の方へと駆けて行く。

　長官とウサギ娘はのんびりと歩いて正面玄関を目指すが、そんな二人に、やがてあちこちから視線が集まり始めた。

　視線に乗って、人々の驚きよう異いや好こう奇きといった感情が、続々とウサギ耳に向けられる。

　一週間前、長官の姉に手を引かれてこの一階フロアを駆け抜けた時は少しも気にならなかったそれらに、今は肌を突つき刺さされるような心地がする。

　ウサギ娘は長官の陰に隠れるようにして、彼の手をぎゅっと握り締めた。

　その時だった。

「──あの、すみません！　そこのお二人、お待ちくださいっ!!」

　突然大きく響いた女性の声に、長官とウサギ娘は思わず立ち止まる。

　ウサギ娘に向けられていたものを含み、一階フロアのありとあらゆる視線は、一気に声の主ぬしに集中した。

　その女性はというと、周囲の視線に怯むことなく、バタバタとたいそう慌てた様子でフロアの奥から駆けてきて──なんと、長官とウサギ娘の前で立ち止まった。

「あなたは、昨日きのうの……」

「そ、総務課の……者です……」

　やってきたのは、昨日の夕刻に長官の病室を訪れた総務課の職員──ウサギアレルギーだと言ってウサギ娘を拒きよ絶ぜつした、あの女性だった。

　はっとしたウサギ娘は、剝むき出しだったウサギ耳を片手で隠そうとする。

　長官はすっと両目を細め、彼女を庇かばうように半身を前に出した。

　総務課の女性はというと、二人の反応に一瞬だけ怯んだ様子だったが、すぐにガバッと音がしそうなほど勢い良く頭を下げる。

　そして、面食らうウサギ娘に対して一方的に口を開いた。

「昨日は、本当にごめんなさい！　失礼な真ま似ねをしてしまって……っ!!」

　昨日の、ウサギ娘に対する総務課の彼女の態度に、やはり悪意があったわけではなかったらしい。

　アレルギーに対する恐怖からパニックに陥おちいり、夢中で病室を飛び出して、気がついたら一階総務課の自分のデスクに座っていたという。

「あなたを傷付けてしまったんじゃないかと、とても後悔してました」

　ウサギ娘に謝りたいと思った彼女は、翌日──つまりは今日、長官から書類を受け取る名目で、再び病室を訪ねようと考えたという。

　ところが肝かん心じんの書類は、今朝出しゆつ勤きんした段階でもう彼女のデスクに戻ってきてしまっていて、しかも急きゆう遽きよ今日の退院が決まったと知らされる。

　退院準備で慌ただしい中、押しかけるのも忍しのびなく、結局こうして、長官がウサギ娘を伴って特別病棟から降りて来るところを待ち構かまえていたのだった。

　必死に耳を隠そうとしているウサギ娘に、総務課の女性はずれた眼鏡を直しながら、困ったような笑みを浮かべて続けた。

「私……本当はウサギが大好きなんですよ。アレルギーなのに」

「え……？　ウサギ、お好きなんですか？」

「ええ。あなたの耳も、一目見てとても可か愛わいいと思ったのに……それなのに、とっさにあんなひどい態度をとってしまって……本当にごめんなさい」

「い、いえ……」

　好きなのに、触れられない。それは、とても歯は痒がゆいことだろう。

　ウサギ耳に触れられないのは気の毒だと言った、長官の言葉が思い起こされる。

　総務課の女性は、昨日とは打って変わって、実に愛いとおしげな目でウサギ耳を見つめてから、今度は長官に向き直って口を開いた。

「本日は、退院おめでとうございます」

「ありがとうございます。お世話になりました」

　ウサギ娘とのやりとりを聞いていたためか、総務課の女性に対する長官の眼まな差ざしはいつもの温度を取り戻していた。

　彼女は長官に対しても深々と頭を下げ、謝しや罪ざいを口にする。

「奥様に失礼な態度をとってしまったこと、深くお詫わび申し上げます」

「いいえ……え？　奥様？」

「とても可愛らしい奥様ですね。どうかお幸せに」

「あ、はい……ありがとうございます……？」

　総務課の女性の言葉に、長官は目を丸くした。もちろん、ウサギ娘の目もまん丸だ。

　そういえば昨日、〝主人〟という呼び名について、総務課の女性との間ですれ違いがあったこと、そしてそれを訂てい正せいできていなかったことを、ウサギ娘は今さらながら思い出した。

　ウサギ娘は、獣人である自分の保護者、あるいは管理者としての長官を、世間一般に通じるように〝主人〟と呼んだだけである。

　総務課の女性はそれを、妻が夫を指して言う〝主人〟と勘違いした。

　長官とウサギ娘が夫婦であると思い込んでいるらしい彼女は、手を繫つないで寄り添う二人に向かってにこりと笑う。

「それでは、どうかお大事に。奥様のためにも、ご自じ愛あいください」

　総務課の女性は言うだけ言うと、ひどくスッキリ晴はれ晴ばれとした様子で、仕事へと戻って行った。

「……〝奥様〟」

「……だんな様」

　フロアに残されたウサギ娘と長官は、ともに赤くなった顔を見合わせる。

　その背後に、突とつ如じよぬっと立ったのは、正面玄関に車を回してきた主任だ。

　主任は二人の顔を見比べると、にまにましながら言った。

「長官とウサギちゃんってば、いつの間に結婚したんですかー？」







































































































　獣じゆう人じん保ほ護ご庁ちよう長ちよう官かんの屋や敷しきの庭──その一いつ角かくにある菜園には黄色いトマトの木が植えられている。

　長官が怪け我がをして入院したあの日、黄色いトマトはたくさんの花を咲かせていた。

　そして一週間後の今日、彼の退たい院いんに伴ともなって屋敷に戻ったウサギ娘は、多くの着果を確認することができた。

　水分や養分を取られないよう、また十分に果実に太陽の光を浴びさせるためにも、トマトの木はわき芽を摘つみ取って無む駄だな葉をなくす必要がある。

　そういった手入れや水やりなどを翁おきなことこの家の執しつ事じに教わりつつ、不ふ在ざいのウサギ娘に代わってやってくれたのは、屋敷の警けい護ごから庭の管理までを担になう守しゆ衛えいだった。

　その守衛を含む屋敷の住人全員がダイニングルームに集まり、主しゆ任にんに送られて帰き宅たくした長官とウサギ娘を迎むかえた。

　執事と家か政せい婦ふは長官の退院を涙ながらに喜び、姉は遊べなくて寂さびしかったと言ってウサギ娘の長い耳を思う存ぞん分ぶんモフモフする。

　とはいえこの三人は、一週間の内に何度か病院に足を運び、長官を見み舞まっていたのだ。

　そうしなかった──いや、できなかったのは、オオカミ族の獣人である守衛ただ一人。

　彼は、人間に近い容よう姿しのウサギ娘とは違い、全身灰色の毛に覆おおわれたオオカミそのものの姿をしており、人間社会に溶とけ込こむのが難むずかしい。そのため、極力屋敷の敷しき地ち内からは出ないようにしているらしい。

　そんな守衛ももちろん、屋敷の当主であり雇やとい主ぬしである長官の退院を喜んでいたが、ずっとどこか浮うかない顔をしている。

　その理由は、家政婦が全員のカップにお茶を注そそいで席に着いたとたん、守衛自身の口から語られることになった。

「……だんな様、申しわけありませんでした」

「守衛さん？　どうしてあなたが謝あやまるんです？」

　長官が負った怪我は、首の左側から肩にかけてトラ族の獣人に咬かまれてできた咬こう傷しようだった。

　現在は随ずい分ぶんと傷きず口ぐちも癒いえ、厚あつ手でのガーゼを医い療りよう用ようテープで留とめただけになっている。

　しかし、長官の襟えりから僅わずかにのぞくガーゼを痛ましげに見つめ、守衛はしょんぼりと項うな垂だれた様子で続けた。

「この度たびの事じ件けんは、以前私が属ぞくしていたマフィアの残ざん党とうの仕し業わざと聞いています。組織を解かい体たいさせられたことへの報ほう復ふくだと……」

　件くだんのマフィアは、暗殺者として飼かっていた守衛と長官の姉の出会いをきっかけに、獣人保護庁と国軍によって壊かい滅めつさせられた。

　守衛はそうして人間に救われ、人間社会で真っ当に生きることができるようになったのだ。

　だから、マフィアの残党が獣人保護庁を狙ねらったのだとしたら、少なからず自分にも責せき任にんがある──そう、守衛は言いたいらしい。

「申しわけありませんでした……」

　ダイニングルームの机に額ひたいがくっつきそうなほど深々と頭を下げ、守衛は声を震ふるわせる。

　それに対し、長官はいいえとかぶりを振ふった。

「守衛さんが謝ることなど何もないんです。怪我をしたのは、全て私自身の油ゆ断だんが招まねいた結果……毎日幸せ過すぎて、気が緩ゆるんでいたことを反省するばかりです」

「そうねー。油断したわよねー」

　しょんぼりした守衛の頭をわしゃわしゃと撫なでながら、長官の姉が合いの手を入れる。

　忠ちゆう告こくされたにもかかわらず、その日の内に怪我をしてウサギ娘を泣かせた。

　そんな自分に、この姉がわりと本気で腹はらを立てていたことを知っている長官は、彼女に付けられた愛車の傷きずを不問にすることで、チャラにしてもらいたいとひそかに思っている。

　じとりと睨にらんでくる姉に苦く笑しようしつつ、守衛を心配そうに見ているウサギ娘の髪を撫でながら、長官は続けた。

「今回の事件に関しては、国軍の面子メンツにかけて大たい将しようが直じき々じきに始末をつけるとのこと。残党が再び事件を起こすほどの力を取り戻していたのは、前回の摘てき発はつの際さいに彼らを捕り逃がしてしまった国軍の責任ですからね」

「あいつも、たまには仕事をするのね？」

「人から言われたことはまったくしませんが、自分が言い出したことはきちんとしますよ。あれは」

「へえ、あれがねぇ……」

　長官とその姉は、それぞれの保護下にある獣人を撫でながら、仲良く国軍大将──つまりは王子を「あれ」呼ばわりする。

　守衛は首の後ろを搔かき始めた長官の姉の手に困ったような顔をしつつ、今度は少しばかり言い辛づらそうに口を開いた。

「ところで、あの……だんな様を咬んだという、トラ族の獣人ですが……」

「はい。もしかして、お知り合いですか？」

　長官の問いに、守衛は赤い瞳ひとみを瞬まばたいて肯こう定ていを示しめした。

「といっても、何度か顔を合わせたことがある程てい度どですが……。ただ、見た目に反して気の小さい奴やつで、ああいう生なり業わいは向いていないだろうな、という印象を受けたのを覚えています。それに、たしかまだ随分と若かったはずです」

「そうでしたか。どうりで……」

　二年半前の摘発で、守衛を含む何人もの獣人が保護、あるいは捕ほ縛ばくされた。

　件のトラ族の獣人はたまたま運良く、いや運悪く国軍の網あみの目めを搔かいくぐった残党に混まじっていたのだろう。

　けれど最後には、彼らに捨すてられた。

「トラ族の優すぐれた身しん体たい能のう力りよくに期待したものの、性格的に彼は殺さつ戮りく者しやに向いていなかった。扱あつかいに困った連中は、彼を捨すて駒ごまに据すえて我々獣人保護庁を陥おとしいれようとした、といったところでしょうか」

「むごいことを……けれど、だんな様が助けてくださった……」

　守衛はかつての同どう胞ほうに同情しつつ、再び深々と長官に向かって頭を下げた。

「彼を救ってくださり、ありがとうございました。そして、あなたがご無事にお帰りになられて、本当によかった……」

「守衛さんにそう言っていただけたなら、彼を助けた甲か斐いもあります」

「彼はその……罰ばつせられるのでしょうか？」

「薬を打たれて正気ではなかったことが判はん明めいしていますので、私を咬んだことに関しては不問になるでしょう。余よ罪ざいを調べられるとは思いますが、全ては彼を使し役えきしていた人間側の罪つみを立りつ件けんするため。彼自身は保護の対象となります」

　長官の答えに、守衛は心底ほっとしたようなため息をつき、それからもう一度「ありがとうございました」と頭を下げた。

　件のトラ族の獣人の取り調べは、現在獣人保護庁が独どく占せんしている。病院で長官と交かわした約束を、王子が履り行こうしているからだ。

　獣人の扱いに関して、獣人保護官達の右に出るものはいない。トラ族の見た目を無む闇やみに恐おそれて、彼を必要以上に拘こう束そくすることもない。

　取り調べは終始穏おだやかに行われ、今のところ彼は落ち着いて過ごしているという。

　おかげで今日から一週間、長官はゆっくり休みを取ることができた。




　屋敷の二階の一室。

　壁一面に作り付けられた大きな本棚には、外国の文字で書かれた難しい文ぶん献けんから、幼おさな子ごに読み聞かせるような絵本まで、様々な種類の本がびっしりと詰つまっている。

　この長官の書しよ斎さいは、裏庭のシロツメクサ畑と並んで、ウサギ娘のお気に入りの場所だった。

　自じ宅たく療りよう養よう二日目。

　この日の長官は、いつもの休日同様に朝はゆっくり起き出して家か人じんとブランチを囲み、午後からは書斎に籠こもって本を読んでいた。ウサギ娘を伴ともなうのも、いつものことである。

　お菓か子しの作り方の本の他に、黄色いトマトを栽さい培ばいしている縁えんから、最近のウサギ娘は専もつぱら植物図ず鑑かんを手に取っていた。

　ただしこの日は、彼女の隣となりの椅い子すに座った長官が、植物図鑑のトマトのページを広げている。

　トマトが苦手な長官ではあるが、自宅の庭で育っていく黄色いトマト、しかもそれはウサギ娘が一いつ生しよう懸けん命めい面めん倒どうをみているとあれば、興味も湧わくのだろう。

　植物図鑑によれば、トマトの学名は〝リコペルシコン・エスクレンタム〟──〝食べられるオオカミの桃もも〟という意味らしい。

「オオカミの桃？」

「トマトは古くから赤い色をしていて、昔は毒のある恐ろしい植物とされていたのだそうです。そのためか植物学者が、〝こんな恐ろしいものを食べるのは狼おおかみだけだろう〟と考えてこのように命名した、という説があるのだとか」

「オオカミだって、毒のあるものは食べませんのに……」

「命名された頃は、毒と同じほど、オオカミが恐ろしい存在だったのでしょうね」

　オオカミを恐れたのは獣人ではなく人間だろう。ということは、トマトの学名は、この世の覇は権けんが獣人から人間に移って以い降こうに付けられたものであると分かる。

　かつて、世界を支し配はいしていたのは獣人で、支配されていたのは人間だった。

　時が経たつにつれ、獣人の予想を遙はるかに超こえて人間の数が増し、立場が逆ぎやく転てんして久ひさしい。

　支配されることを嫌きらった獣人達は、それぞれの種族ごとに、人間社会の片かた隅すみで息を潜ひそめるものと、山や森に逃のがれて隠かくれ住むものとに分かれた。

　ウサギ娘の一族──ウサギ族の獣人のあるコミュニティーは、どこかの町の人間社会に紛まぎれて暮らしているらしい。ウサギ娘はその事実を、一ひと月つきほど前の帰き郷きようの際に、町長の口から聞かされた。

　一方、守衛が生まれたオオカミ族の獣人のコミュニティーは、とある森の奥深くに住すみ処かを設もうけ、人間と接せつ触しよくすることなくひっそりと暮らしていたという。

「ウサギ族とオオカミ族……今の世では、いったいどちらが暮らしやすいのでしょう……」

　そうぽつりと呟つぶやいたウサギ娘の前には、これまで彼女が手に取ったことのなかった図鑑が開かれている。

　──『獣人図鑑』

　その名の通り、獣人の種類やそれぞれの生せい態たいなどが事細かに記された書物だ。

　ウサギ娘は自らも獣人でありながら、獣人については何も知らなかった。

　一族を捨てて逃げてきたという母は、ウサギ娘を人間として生きさせたかったらしい。

　母は、ウサギ族のことを何も教えてくれなかったし、とにかく長い耳を隠すことだけを厳きびしく躾しつけた。

　ウサギ娘にとって、ウサギ耳は──獣人であることは、ずっと隠さねばならないことだったのだ。

　けれど、長官に保護されて状況が変わった。

　ウサギ娘はウサギ族の獣人として堂々と人間の前に出られるようになったし、耳を隠して生活しなくてもよくなった。

　昨日までの一週間、長官の入院にくっついて軍病院で過ごしていた間、奇き異いの目を向けられる以上に、ウサギ耳を可か愛わいいと言ってくれるたくさんの人間にも出会った。

　そして、ウサギアレルギーだという総そう務む課かのあの女性との出会いで、獣人としての自分の存在が、意図せず誰だれかを害す可か能のう性せいもあるのだと知った。

　ウサギ娘はここにきて、初めて獣人というものに興味を持ったのだった。

　──ウサギ族とオオカミ族、今の世で暮らしやすいのはいったいどちらか？

　ウサギ娘が呟いた疑ぎ問もんに、植物図鑑から彼女に視し線せんを移した長官が口を開く。

「個体数は、遙かにオオカミ族の方が多いと報ほう告こくされていますね」

　人間に紛れて生きているウサギ族よりも、人間との接触を避さけて暮らしているオオカミ族の獣人の方が数が多い。

　ということは、オオカミ族の方がウサギ族よりも今の世に適てき応おうしているということだろうか？

「守衛さんを例にとってみましょう。彼の見た目は、人間よりも獣のオオカミに近いですね」

「オオカミ族は、みなさん守衛さんのような方なのでしょうか？」

「いいえ、全てのオオカミ族が獣に近い姿をしているわけではありません。人間と変わらない容姿で、耳と尻尾しつぽだけオオカミのそれであるオオカミ族もいるんです」

「え……？」

　長官の言葉に、ウサギ娘は茜あかね色いろの両目をぱちくりさせた。

　彼の話によると、オオカミ族の中にも個体差があって、ウサギ娘のように人間の姿に紛れて暮らしている者もいるらしい。

「逆に、ウサギ族にも、獣のウサギに近い見た目をした方々が存在します」

「えっ……!?」

　ウサギ娘は今度は両目をいっぱいに見開いて、長官の顔をまじまじと見上げた。

　長官はそんなウサギ娘の様子に小さく苦笑してから、彼女が開いていた獣人図鑑をパラパラとめくり、あるページを開いて見せた。

　そのページの左上に記されたタイトル──『遺い伝でんの法ほう則そく』。

「獣人の容姿が人間に近くなるか獣に近くなるかは、血の濃こさによって決まると言われています」

「血の濃さ……？」

「血けつ統とうが近い両親から生まれれば、その容姿は人間に近いものになる──君のように」

「じゃあ……守衛さんは逆に、血統が遠いご両親から生まれたということですか？」

　ウサギ娘の言葉に、長官は「そういうことになりますね」と頷うなずいた。

　人間社会に紛れて生きることを決めたウサギ娘の一族では、より人間に近い容姿の者の方が生き易やすかった。彼らは自然と内々での交配を繰くり返かえし、どんどん血は濃くなっていく。

　一方、文明から遠のくことを覚かく悟ごして森の奥おく地ちに生せい活かつ圏けんを見み出いだしたオオカミ族は、獣のオオカミに近い身体能力が狩かりに役立った。彼らはのびのびと数を増やし、結果的に近親交配を避けることができている。

「ウサギ族とオオカミ族、今の世で暮らしやすいのはどちらか。人間社会で生きることを考えれば、人間の見た目に近いウサギ族が優ゆう位いかもしれません。しかし、厳げん密みつに言うのなら、種族的に繁はん栄えいを保たもっているオオカミ族の方が生き延びやすいのではないかと、私は思います」

　長官はそう言うと、今度は自分が開いていた植物図鑑──トマトのページの一角を指し示す。

　そこには、トマトの受粉について書かれていた。

「〝トマトは自家受粉で実を付ける〟……？」

「自家受粉とは、つまり同一個体の中で受粉が起こることを言います」

　自家受粉の場合は、同じ花に雌し雄ゆう両りよう性せいが同どう居きよすることにより受粉の確実性を高めて花粉の生産量を抑おさえ、また虫ちゆう媒ばいや風ふう媒ばいといった他家受粉を行うための仕し掛かけ──鮮あざやかな色の花か弁べんや甘あまい蜜みつなどにかかるコストを節約することができる、というのが利点だ。

　しかしながら、遺い伝でん子し組み合わせの多様性を失うという欠点もある。

　近親交配による遺伝子の劣れつ化かは、環境変化への適応力の低下を招き、結果、種の存そん続ぞくの危き機きに繫つながる恐れがあった。

　そんな遺伝子の事情を踏ふまえ、長官は自らの考察を語る。

「ウサギ族──君の一族で起こった出しゆつ生しよう率りつの低下も、おそらくは血が濃くなっていることに起き因いんしていると思われます」

　それでも一族の重じゆう鎮ちん達は必死に血を残そうと、ウサギ族の女達に望まぬ妊にん娠しんを強しい、ウサギ娘もそうして生まれたのだ。

　一族の女達の、そして母のことを考えると、ウサギ娘はひどくやるせない気持ちになった。

　へにゃりと垂たれた彼女のウサギ耳を撫でながら、長官が続ける。

「とはいえ、オオカミ族の方にも問題がないわけではありません」

　文明から離れて生きるオオカミ族の獣人の中には、実は昨今、獣のオオカミに近くなり過ぎる個体が増えていた。

　彼らは衣服を脱ぎ、四本足で歩き、ついには言語を理解しなくなり始めているという。

「そうなれば、もはや獣人ではなく獣です。言語を理解する者としない者、二種類のオオカミ族の間には明らかな格かく差さが生まれているようです」

「格差……」

　淡たん々たんと話す長官の顔を、ウサギ娘はじっと見上げる。

　長官は和やわらげた眼まな差ざしで彼女を見返しながら、静かな声で続けた。

「獣人の特とく徴ちようを残す者だけで交配することになれば、結局いつかは、オオカミ族もウサギ族と同様に血を濃くしてしまうでしょう」

　ウサギ族もオオカミ族も──人間社会の片隅で息を潜める獣人も、山や森に逃れて隠れ住む獣人も、どちらも結局は存続の危機を迎えるということだろうか。

「獣人は……滅ほろぶのでしょうか」

　ウサギ娘の口からは、そんな絶ぜつ望ぼう的てきな言葉がこぼれ出す。

　ところが、長官の答えはそれを肯定するものではなかった。

「滅ぶのではなく、進化を求められるのだと思います」

「進化？」

　自家受粉を行うトマトに対し、虫や風によって花粉を媒ばい介かいする他家受粉を行う植物も多い。彼らは自然の中で絶たえず交こう雑ざつを繰り返すことによって、より新しくより環境に適応した種を残す。

　それが彼らの進化の手しゆ段だんといえる。

「姿すがた形かたちにこだわらなければ、後世に血を残すことは十分可能だと思います」

　長官はどこか独ひとり言ごとのようにそう呟くと、植物図鑑をパタリと閉とじた。
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　のんびりとした一週間はあっという間に過すぎ去り、長官が仕事に復ふつ帰きする日がやってきた。

　前日の、主治医である獣人保護庁次長の往おう診しんの結果はすこぶる良好だった。

　トラ族の獣人の牙きばによる咬傷はすでに塞ふさがり、感かん染せん症しようの心配もなくなったとのことで、抗こう生せい物ぶつ質しつの服用も終了。

　ウサギ娘は二週間ぶりに、長官のネクタイを結んだ。

「今日は、入院中に見舞いに来てくださった方々へのお礼に伺うかがって、早目に帰宅するつもりでいます」

「はい、お帰りお待ちしています」

　長官とウサギ娘が、額がくっつきそうなほどに顔を寄せ合って、そんなやりとりをするのも二週間ぶりだとしたら……

「あんたたち、新婚さんか」

　長官の姉からこんな突っ込みが入るのも二週間ぶりのことだった。




「──あっ」

　午後のお茶の時間を終えてしばらくしてから、ウサギ娘はふと、黄色いトマトの木の側へと足を運んだ。

　今朝、出しゆつ勤きんする長官を見送った後も菜園を覗のぞいて、余計な葉が茂しげるのを防ぐためにわき芽を摘み取っていた。その時には気付かなかったのだが……

「黄色くなってる……！」

　下の方に生なっていた実の一つが、いつの間にか色づき始めていた。

　ウサギ娘がトマトの種をまいたのは、この屋敷に住むようになって二ヶ月ほどした頃だった。

　未来への不安を抱かかえていたその時の彼女に、長官は言ってくれた。

　ウサギ娘は自分の大切な家族だと。だからずっと、この屋敷に居ていいのだと。

　そしてまた、高熱に魘うなされ、安あん易いに死を受け入れかけた彼女をこの世に引き止め、側で生きていくことを望んでくれた。

　前向きに生きようと心に決め、まずは長官と一緒に黄色いトマトを収しゆう穫かくする四ヶ月後の自分を夢見て、ウサギ娘は種をまく決意をしたのだ。

　その夢見た瞬しゆん間かんが、間もなくやってくる。

　色づき始めた小さなトマトを前に、ウサギ娘は言葉にできぬほどの感動を覚えた。

　と、その時だった。

　──バサバサバサッ……

「……っ!?」

　突然聞こえた大きな羽音にウサギ娘の長い耳がピンと立ち上がる。

　慌あわてて後ろを振ふり向むけば、菜園の側にある古い樫かしの木に、一羽の大きなカラスがとまっていた。

　二週間前のあの時──長官が怪我をした日、不ふ吉きつな知らせを届けるように同じ場所に現れたカラスを彷ほう彿ふつとさせる。ウサギ娘はごくりと唾つばを吞のみ込み兢きよう々きようとした。

　──バサッ、バサバサバサッ……バサバサッ……

　そうしている内に、再び羽音が、しかも複数聞こえてきたではないか。

　古い樫の木にはさらに三羽──最初の一羽を含めて全部で四羽のカラスが降おり立った。

　黒々とした大きな瞳が八つ、ぎょろりとこちらをねめつける。

　獲え物ものを狙い、品定めをするようなカラス達の視線に、ウサギ娘は慌ててトマトの木を背に庇かばう。せっかく色づき始めた黄色いトマトを、彼らに奪われてなるものかと思った。

「あ、あっちへ行って！」

　ウサギ娘は勇気を振ふり絞しぼり、カラス達を威い嚇かくする。

　へたりそうになるウサギ耳を叱しつ咤たしつつ、ぎゅっと眉み間けんに皺しわを寄せ、必死に彼らを睨み付けた。

「カー、カー、カー」

　すると、一番最初に樫の木に降り立ったカラスが、急にけたたましく鳴き始めた。

　続いて、「カァー、カァー」「カカカカ」と、他のカラス達も鳴き声を上げる。

　それはまるで会話をしているよう──いや、実際カラス達は、樫の木の上で会話を始めたのだ。

『赤い。赤い実だ』

『熟うれて赤い』

『赤くておいしそう』

『赤いの食べたい』

　いったい何を言っているのだろうか。ウサギ娘は訝いぶかしげな顔をする。

　色づき始めたトマトが狙われているのだとばかり思っていたが、ウサギ娘が背に庇う実の色は黄色。

　それなのに、カラス達は口を揃そろえて赤い赤いと言っている。

　今、この場で赤いものといえば、たった一つ──ウサギ娘の瞳のみ。

　そう思い至いたったウサギ娘は、ひゅっと息を吞のんだ。

　そもそもカラス達の視線は、最初からトマトになど向けられていなかった。

『赤い実──食べたい』

　ギャアギャアと、カラス達が鳴なき頻しきる。

　美味しそう、食べたい。食べたい食べたい、美味しそう美味しそう。

「や、いや……」

　ぎょろぎょろと凶きよう暴ぼうに欲よくを露あらわにした八つの眼まなこが、ウサギ娘を凝ぎよう視しする。

　カラスは霊れい長ちよう類るい並みの知ち能のうを持ち、好こう奇き心しん旺おう盛せいで感かん受じゆ性せいが豊ゆたかだ。そして、狡こう猾かつで獰どう猛もうである。

　彼らは子猫を、時には成せい猫びようをも襲おそって食べることがある。

　さらには人間の年寄りや子供──弱い個体と見なしたものを襲うことまであるという。

　つまりウサギ娘は今、この四羽のカラス達に〝弱いもの〟と認にん識しきされてしまったのだ。

　バサバサと、彼らが一いつ斉せいに翼つばさを広げる。

　そうすると、巨大で真っ黒な一匹の化け物が樫の木に止まっているように見え、ウサギ娘はますます恐ろしくなった。

　すると、そこに。

「──ウサちゃん、どこ～？　チーズケーキ焼き上がったわよ」

　屋敷の中から、そうウサギ娘を呼ぶ声がした。長官の姉の声である。

　彼女に、おつまみにもなるスイーツが食べたいと請こわれて、ウサギ娘は濃のう厚こうなチーズを使った硬かためのベイクドチーズケーキを焼いていたのだった。

　焼き上がったら粗あら熱ねつを取って、冷れい蔵ぞう庫こに入れて冷やせば、今こ宵よいのワインの肴さかなになるだろう、と。

　長官の姉の声がしたとたん、真っ黒い大きな化け物──四羽のカラス達は明らかに怯ひるんだ。

　さらに、ガチャリと玄げん関かんを開けて長官の姉が顔を出したとたん。

　──バサバサッ、バサッバサッ、バサバサバサッ……

　カラス達は一斉に樫の木から飛び立った。

　彼らは賢かしこく、自じ己こ制せい御ぎよ機き能のうが発達している。だから、目の前にどれほど魅み力りよく的てきな餌えさがあろうとも、その側に己おのれよりも圧あつ倒とう的てきに強いと判はん断だんした者が現れれば、潔いさぎよく引き下がるのだ。

「あら、なぁに、カラス？　うちの庭に入り込むなんて、いい度ど胸きようね」

　長官の姉はそう呟きつつ、大慌てで空高く舞まい上がったカラス達を鉛なまり色いろの瞳で睨み付けた。

　我に返ったウサギ娘は、カラス達とは真ま逆ぎやくの方向──長官の姉の方へと駆かけ出す。

　けたたましいカラス達の叫さけび声ごえを背中に感じながら……。

『怖い！』

『逃げろ逃げろ!!』

　勢いきおいを殺さぬまま突っ込んできたウサギ娘の身体を、長官の姉の豊ほう満まんな胸むねが難なんなく受け止める。

「どうしたの、ウサちゃん。あいつらに苛いじめられたの？」

「赤い目が……美味しそうって……」

　ウサギ娘の言葉に、長官の姉はへぇと呟いて鉛色の瞳を細めた。

　彼女の腕の中から、ウサギ娘もおそるおそる背はい後ごを振り返る。

　件くだんのカラス達は玄関から──そこに立つ長官の姉から距離を取るように、門戸の柵さくの上に並んで止まり、じっとこちらを窺うかがっていた。

　と、ふいにその門戸の向こうに人ひと影かげが現れる。

　人影は、門戸の柵の隙すき間まからこちらに向かって何ごとか訴うつたえてきた。

「……面倒くさいのが来たわね」

　とたんに、頭上からちっという舌した打うちと共にそんな声が聞こえ、ウサギ娘は茜色の目を丸くして、長官の姉を見上げた。
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「久しぶりねぇ、大学を卒業して以来だから……えーと、こうして直接会うのは七年ぶり？」

「……さあね」

　にこにこしながら話しかけてくる客人に、長官の姉は少しばかり疲れたようなため息をつきつつ、適てき当とうに相あい槌づちを打った。

　ちなみに長官も姉も飛び級をし、ともに十九歳で大学を卒業している。

　つい先ほど、屋敷の門戸の向こうに現れたのは、若い女だった。

　それも、長官の姉の大学時代の同級生──長官の姉にとってはただ同じ時期に同じ教室にいた程度の認識だが──向こうは親しい友達だと思っているから、少しばかり厄やつ介かいな相手だ。

　事前に訪問の打だ診しんはなかった。

　常つねならば、このような突然の来客の応おう対たいは守衛に任まかせてしまう。長官の姉は居い留る守すを使って、相手に門もくぐらせない。

　ただし、今日はたまたま玄関に出ている時に訪ねて来られ、しかも門戸の柵越しに目が合ってしまったのだ。なまじ顔見知りであったため、見なかったことにはできなかった。

「あなたってば、相変わらず、すごい美人ねぇ」

「それはどうも」

「私の彼氏を次々と奪っておいて、ことごとくフッていたあの頃が懐なつかしいわぁ」

「奪ったとか、人聞きの悪いことを言うのはやめてちょうだい。あんたが移うつり気ぎな男とばかり付き合っていただけでしょ」

　苦虫を嚙み潰つぶしたような顔をする長官の姉に、相手の女は「そうそう。私ったら昔から男を見る目がなくって！　あっはっはっ！」とあっけらかんと笑ってみせる。

　珍しくペースを乱されている様子の長官の姉は、疲れたようなため息をついた。

　女は白いタイトスカートから伸びた長い脚あしを組み替えつつ、この屋敷の執しつ事じが出した紅茶を優ゆう雅がに飲んだ。長官の姉を褒ほめ讃たたえた彼女も、なかなかの美人である。

　女のくるりとカールした長い金きん髪ぱつを眺ながめつつ、長官の姉はとっさに彼女の目から隠したウサギ娘を思い出していた。

　今頃は、客間とは真逆にある裏庭のシロツメクサ畑にいるはずだ。

　ウサギ娘をそこに送っていくよう命じた守衛がすっと側に戻ってきたことで、長官の姉はひとまず安あん堵どの息をつく。

　一方、現れた守衛──オオカミ族の獣人の姿をまじまじと眺め、女もため息をついた。

「私は男を見る目がないけど……あなたの男の趣味も、昔から本当に分からないわぁ」
















　彼女は、議員の娘である。

　この国は立りつ憲けん君くん主しゆ制せいの国家であるため、国王の権けん限げんが議会の制せい定ていする法ほう律りつによってある程度制限される。議会を形成する議員は、国王さえも簡かん単たんに無む視しできないほどの政せい治じ的てき権限を有していた。

　そんな議員の娘であったからこそ、長官の姉とて彼女を無む碍げにはできなかったし、悪人ではないと知っていたがためにしぶしぶでも屋敷に上げたのだ。

　女──議員の娘はしばし興味深そうに守衛を眺めていたが、やがてぱっと長官の姉に向き直って口を開いた。

「なよなよした男が嫌いなのは知ってたけど、このワンちゃんはちょっとワイルド過ぎないかしら？」

「ワイルドな中に見え隠れするキュートさが分からない？　だから、あんたは男を見る目がないのよ」

「ひどぉい。私は獣人の彼氏はいらないもの。どうせ飼うなら、可愛い子がいいわ」

「へー」

　長官の姉は興味がなさそうな相槌を打つが、議員の娘はそれに気を悪くするどころか、逆に興奮した様子で話し出した。

「そうそう、可愛い子といえばね！　お父様と親しい議員の娘が中央の方で獣人専用ブティックを経けい営えいしているんだけど、その人ってばなんと、ネコ族の獣人を飼ってるのよ！」

「あー……もしかして、黒い毛並みの子？」

「あら、知ってるの!?　そうそう、黒ネコのメスで、ブティックの看かん板ばん猫ねこをしているわ」

「やっぱり……」

　言わずもがな、長官の姉とウサギ娘が訪れたことのある、あの獣人専用ブティックの話である。かのオーナーが議員の娘で、夫が官かん僚りようであることは、ウサギ娘が黒ネコの獣人──ネコ娘から聞いて知っていた。

　議員の娘は、テーブルの向こうから身を乗り出して言いい募つのる。

「すごく可愛いネコちゃんだったのよ！　それなのに、幼よう稚ち園えん児じの息子むすこの相手をさせられていて可か哀わい想そうだったから、私が言い値で買ってあげるって言ったんだけど……」

「よくも、そんなことが言えたわね」

「でも、売ってくれなかったわぁ」

「そりゃあそうでしょうよ」

　口を尖とがらせる議員の娘の言い分に、長官の姉は紅茶のカップに口を付けつつ呆あきれた顔をする。

　しかし、議員の娘は気にせず続けた。

「ああいう愛あい玩がんタイプの獣人って、なかなかお目にかかれないじゃない。あなたのワンちゃんみたいなワイルドな子は、中央にいれば時々見かけるんだけど……」

　議員の娘はそう言って、まるでボディーガードのように長官の姉の側に立つ守衛をちろりと見上げた。

　彼女の言う通り、守衛のようなオオカミ族や、先日長官を嚙んだトラ族など、獣に近い見た目の獣人というのは、実は保護されている個体数が多い。

　高い身体能力を見込まれ、人間の犯はん罪ざい組織に所有されている場合が多く、摘発の際にはかなりの高こう確かく率りつで保護されるからである。

　一方、ウサギ族のように、人間に害を及およぼすこともなく社会に紛れている場合、何か大きな問題でも起こさない限かぎり獣人保護庁は動きようがない。よって、自然と保護される機会も少なくなる。

　つまり、ただでさえ珍しい獣人の中でも、ウサギ娘のような存在は特別レアというわけだ。

「私はねぇ、可愛い子がほしいのよ。毎日可愛い服を着せて、隣を歩かせるの。女の子だったら番つがいを探してあげて、子供をたくさん生ませて……。きっと皆可愛いわぁ……」

　テーブルの上に頰ほお杖づえをついて、うっとりと語り始める議員の娘の言葉に、長官の姉の目が冷たくなる。

　長官の姉は紅茶のカップをテーブルに戻し、ため息交じりに口を開いた。

「ねえ、あんた──ここに何しに来たの？」

「うふふ、実はね。私が欲しいタイプの子が、この家で飼われてるって聞いてきたのよ」

　議員の娘はにっこりと笑って続ける。

「あなたには、このワイルドなワンちゃんがいるじゃない。可愛い子は私に譲ゆずってちょうだいな」

「……そもそも、うちに可愛い子がいるって、誰から聞いたの？　ネコちゃんの飼い主ではないわよね？」

　ネコ娘を所有しているブティックオーナー母子おやこは、長官の姉と親しい付き合いをしている。

　金にものを言わせて獣人を手に入れようとするこの議員の娘に、わざわざウサギ娘のことを教えるとは考え辛づらい。

「可愛い獣人を手に入れられるなら、幾いくらでも払はらうのにってあちこちでこぼしてたのよ。そしたら、そういう獣人がいる家を知っているって人がいて……」

　案の定、この議員の娘は、ブティックオーナー母子とは違う人物からウサギ娘の情報を得たと言う。

　その人物とは──




「──やあ、ここにいたのかい」

　ふいにかけられた思いもよらぬ声に、ウサギ娘はビクリと身体を震わせた。

　突然訪ねてきた客人の目から逃のがれるように、長官の姉が呼び立てた守衛によって裏庭のシロツメクサ畑に連れて来られていたウサギ娘は、しばし所しよ在ざい無ないままにシロツメクサを摘つんでいた。

　先ほど、カラスに〝弱いもの〟認にん定ていされたことは相当ショックで、正直言えば、自室に引きこもって不ふ貞て寝ねをしたい気分だった。

　しかし今日、長官は早目に帰宅すると言っていた。彼が帰ってきた時は、屋内にいるよりも外にいる方が気配を察知しやすい。

　現げんに、こちらが風上だったので匂においを察知することはできなかったが、サクサクと静かに歩いてくる足音は敏びん感かんなウサギの耳が捉とらえていた。

　長官は帰宅すると、まずはウサギ娘の前に立つ。朝結んだネクタイを、彼女に解ほどいてもらうためだ。

　この時も、真っ先に自分を探してシロツメクサ畑の方に回ってきてくれたのだ、とウサギ娘は思った。
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　ところが……

「あの……？」

　ウサギ娘の前に現れたのは、長官ではなかった。

　長官の姉でも、守衛でも、執事でも家政婦でもない。

　けれど、ウサギ娘の見知らぬ相手でもなかった。その人物──彼の正体は……

「えっと、運転手、さん……？」

「ああ、こんにちは。いつも君の女主人にはご贔ひい屓きいただいてます」

　シロツメクサ畑に現れたのは、長官の姉が外出時に利用するハイヤーの運転手だった。

　長官や姉と同じ年頃の若い男性で、ウサギ娘も何度か顔を合わせたことがある。

　初めて長官の姉に連れられてハイヤーに乗った時は、バックミラー越しに何度も見られて居い心地ごこちが悪かったが、最近ではそんな視線も感じなくなっていた。

　とはいえ、運転手とこうして一対一で対面するのは、これが初めてのことだ。そもそも、何な故ぜ彼が屋敷の敷地内に──しかも、裏庭にまでやってきたのかが分からない。

　茜色の瞳をぱちくりさせるウサギ娘に、運転手は人が善よさそうな笑えみを浮かべて言った。

「君をハイヤーに乗せておくよう、女主人に頼たのまれたんだ。なんでも、急きゆう遽きよ中央の方で弟さんと落ち合って食事をすることになったからって」

「だんな様と？」

「ああ、五時に軍ぐん庁ちよう舎しや前で待ち合わせだって──いけない、もう四時半になる。ほら、急いでハイヤーに乗ってくれるかな」

「え、でも……」

　運転手は腕時計を見ながら、小声でウサギ娘を急せかす。

　ウサギ娘は戸と惑まどった──いや、直感で彼の言葉が噓うそだと悟さとった。

　仕事終わりの長官と、姉とウサギ娘が街で待ち合わせたことは確かに何度かある。

　しかし、今日は長官の仕事復帰初日。家人全員で夕食を囲んで労ねぎらおうと、家政婦が朝から張り切っていたのだ。

　運転手が、何のために噓をついているのかは分からない。

　だが、彼の言う通りにハイヤーに乗ってはいけないことだけは、ウサギ娘にも分かった。

「と、とにかく、早く来てくれ」

　ウサギ娘の表情が強こわ張ばったことで、運転手は警けい戒かいされていることに気付いたらしい。

　ガサガサとシロツメクサを踏ふみ荒あらしながら、ウサギ娘の方に近づいてくる。

　と、その時だった。

　──バサバサッ！　バサバサバサッ!!

　突然真っ黒い塊かたまりが四つ、運転手目がけて降ふってきた。

『どろぼうどろぼう！』

『赤い実どろぼう！』

　口々にそう叫さけびつつ、羽根をばたつかせて運転手を撹かく乱らんするのは、ウサギ娘がつい先ほど菜園で相対していたカラス達である。

　そもそも赤い実──ウサギ娘の茜色の目玉はカラス達のものではない、などと突っ込む余よ裕ゆうもない。

　あっけにとられるウサギ娘の前で、運転手とカラスの戦いはしばし続いたが……

「──くっそ！　邪じや魔まするな、カラスっ!!」

　運転手はがむしゃらに両りよう腕うでを振り回してカラス達を撥はね除のけると、ぐっとウサギ娘の方に両手を伸ばしてきた。

　ウサギ娘は素早く後ろに飛びすさり、その手を躱かわす。

　すると、運転手は血走った目をして、ちっと舌打ちをした。

「逃げるなウサギ！　お前を捕つかまえて渡したら、大金が手に入るんだ！　ペットはペットらしく、人間様の言うことを聞け！」

「わ、私は、あなたのペットじゃない！」

　必死に言い返すウサギ娘を、運転手は「黙れ！」と恫どう喝かつする。

「偉そうな口を利きくな！　お前みたいな弱々しい獣人は、人間に守られなきゃ生きていけないくせに！　せいぜい、金持ち連中に媚こびを売って可愛がってもらうんだな！」

　もはや、ウサギ娘が知る愛あい想そのいいハイヤー運転手は見る影かげもなかった。

　ところで──

　あれほど運転手を攻こう撃げきしたカラス達は、いつの間にかシロツメクサ畑から離れた木の上に並んで、大人しく羽根を畳たたんでいた。

　それが意味することを知ろうともしないのは、愚おろかなことだ。

「一緒に来い！　早くしろっ!!」

　そう怒ど鳴なる運転手に、ウサギ娘は唇くちびるを嚙かみ締しめて首を横に振る。

　運転手は両目を釣つり上げ、ますます声を荒あららげようとしたが……




「──獣人の誘ゆう拐かいは、人間の未成年を誘拐するのと同じだけの罪に問われるとご存ぞん知じですか」




　突然その場に響ひびいた声に、運転手はギクリとして固まった。

　逆に、ウサギ娘の顔はぱっと輝かがやく。

　さくり、とシロツメクサ畑に分け入ったのは、黒い軍ぐん靴かの切っ先だった。

「人間の保護下にある獣人は、人間の未成年と同じように法律で守られています。彼らを略りやく取しゆあるいは誘拐した者には、三ヶ月以上七年以下の懲ちよう役えきが科かされます」
















　静かな、しかし強い怒いかりを秘ひめた声が、その場の空気を支配する。

　賢いカラスは遠く離れた場所からそれを傍ぼう観かんし、愚かな人間はぶるぶると震えてその場に立ち尽くした。

「……今すぐ、この場所から立ち去りなさい。そして二度と、彼女の前にも私の前にも、姉の前にも現れないでください」

　丁てい寧ねいな口調を崩くずさぬまま、しかし有う無むを言わさぬその声──今朝の宣言通り早く帰宅した長官の声に、運転手は壊こわれた玩がん具ぐのようにただコクコクと頷く。

　そして、脱だつ兎とのごとくその場から逃げ出した。

　彼を追う者はいない──が、門の前では守衛が待ち構かまえている。

　罷まかり間違っても、あの運転手が二度とこの屋敷の門をくぐろうとは思わないほど、守衛は丁てい重ちような見送りをすることだろう。もちろん、その鋭するどい牙きばをちらつかせながら。

「だんな様っ……！」

　運転手が目の前から居なくなると、ウサギ娘は摘んだシロツメクサをほっぽり出し、長官の元へと駆け出した。

　やはり勢いを殺さぬまま突っ込んできた彼女の身体を、長官の厚い胸きよう筋きんが難なく受け止める。

「おかえりなさいませ、だんな様」

「はい、ただいま帰りました」

　ぎゅうとしがみついてきたウサギ娘を、長官が軽々と抱き上げる。

　そうして、目の前にきたふわふわのウサギ耳に頰ほおを寄せ、柔やわらかな金色の前髪に唇くちびるを押し当ててから、彼はその鉛色の瞳をある一角へと向けた。

「──姉さん、ただいま帰りました」

「うん、おかえり」

「……そちらの方は？」

「ああ、うん、えーっと……トモダチ、かな？」

　不ふ届とどき者を追い出したばかりでピリピリしている弟に、長官の姉は苦笑しながら答える。

　その横では、議員の娘があんぐりと口を開いていた。

　客間から移動してきた彼女達は、長官がシロツメクサ畑にやってくる直前に、ウサギ娘と運転手のやりとりを目もく撃げきしていたのだ。

　人当たりがよいと評ひよう判ばんだった運転手の変わり様に、彼女達はお互い渋しぶい顔をしたものだ。

　誤ご解かいのないようにと前置きをした議員の娘の話では、ウサギ娘を無理矢理ハイヤーに乗せようとしたのは大金に目が眩くらんだ運転手の独どく断だんで、彼女が命めいじたことではなかったらしい。

　日頃の様子から判断して、長官の姉がウサギ娘を他人に譲るとは運転手には思えなかったのだろう。だから彼女が議員の娘の応対をしている間に、ウサギ娘を連れて行こうと企たくらんだようだ。

　欲に目が眩んだ人間の所業というのは、まったくもって愚かである。

「可愛い子が欲しいとは言ったけど……言い値で買うとも言ったけど……」

「あのウサちゃんは弟のものだから。潔く諦あきらめてちょうだい」

　議員の娘は親に甘やかされて育った典型的なお嬢じよう様さまだ。

　しかし、親の権けん威いを笠かさに着て放ほう埒らつに振る舞うほどの愚か者ではない。

　だからこそ、厄介な相手とは思いつつも、長官の姉は彼女を嫌いではなかったのだが……

「ねぇねぇ、弟くん。そのウサちゃん、私に譲ってくれないかしら？」

　今まさに、ウサギ娘を拐かどわかそうとした運転手に対する長官の怒りを目まの当あたりにしたというのに、しゃあしゃあと言ってのける彼女の図太さに、さしもの長官の姉も感心する。

　長官の腕の中で落ち着きを取り戻しかけていたウサギ娘も、突然の客人の言葉にぎょっとした。

「──お断ことわりします」

　当然ながら、長官からは分かり切った答えが返る。

　ところが、議員の娘の臆おく面めんのなさは筋すじ金がね入いりだった。

「あら、どうして？　私の方が、きっとその子を可愛がってあげられると思うのに」

「────」

　とたんに、その場の空気が凍こごえた。

「おばか……」

　長官の姉は、呆あきれ果はてた顔で議員の娘を見てそう呟く。

　それまで遠くの木の枝で傍観していたカラス達も、ついに屋敷の敷地内から逃げ出した。

　やばい、怖い怖い、と口々に叫びながら……




「──ははっ」




　長官が小さく声を立てて笑った。

　彼がこんなに冷たく笑う場面に出で会くわしたのは初めてのこと。何だか怖くなったウサギ娘は、彼の首くび筋すじにぎゅうとしがみつく。

　怖いと思った相手にあえてしがみつくなんて、おかしいと思われるかもしれない。

　けれど長官は、他の誰かに対して怖いことがあっても、ウサギ娘に対して怖いことなど、ただの一度もなかったのだ。

　ウサギ娘は弱い存在だ。カラスにさえそう認識されるほど、生物的にも社会的にも、とても弱い存在だ。

　悔くやしかろうが悲しかろうが、それはもう認めざるを得ない事実である。

　しかし、だからこそ逆に、自分が守られて生きているのだということも強く感じる。

　ウサギ娘にとって、長官の腕の中ほど安心する場所はなかった。

「あなたの方が彼女を可愛がれる、ですって？　──ご冗じよう談だんを」

　長官は冷ややかな声でそう呟く一方、議員の娘に見せ付けるように、優しい手付きでウサギ娘の髪を撫でた。

　その心地ここちよさに、ウサギ娘がうっとりと瞳を閉じる。

　長官はさらに、頰をくすぐるふわふわのウサギ耳を撫で、議員の娘を牽けん制せいするように──あるいはウサギ娘に宣言するように、告げた。

「彼女は私のものですよ。私が、一番可愛がるに決まっているではありませんか」




　件の運転手は、屋敷の門の向こうに止めていたハイヤーに乗って逃げていってしまった。

　ここまでそれに乗ってきた議員の娘は、一人置いていかれた形になる。

　欲しかった可愛い獣人は諦めなくちゃいけないし、置き去りにされるしで、散々な結果だ。

　ガックリと肩を落とす議員の娘を見み兼かね、執事が別のハイヤーを呼んでやろうと電話の受話器を手にとったが……

「──送ってあげようか？」

　何を思ったのか、長官の姉がそんなことを言い出した。

　ちなみに、ウサギ娘を確かく保ほした長官は、さっさと屋敷の中に入ってしまっている。

　今頃は新婚さんよろしく、ウサギ娘にネクタイを解いてもらっていることだろう。

　彼が乗って帰ってきた車は、今しがた守衛が代わりに車庫にしまったばかりだ。

　そのキーを人差し指に引ひっ掛かけた長官の姉が、にっこりと麗うるわしい微笑ほほえみを浮かべて告げる。

「私の運転でよければ、だけど」

　とたんに、守衛の肌は灰色の毛皮の下で真っ青になった。

「もちろんよ。よろしく～」

　何も知らずに頷いた議員の娘に、そして、再び愛車を傷付けられることになるであろう長官に、守衛はこの時心底同情した。








































　菜園に植えられた黄色いトマトは鈴すず生なりに実を付け、下の方から順々に鮮あざやかな黄色に色づいていた。

　もう、今日明日にでも収しゆう穫かくできそうな様子である。

　種をまいてからそろそろ四ヶ月──ウサギ娘が獣じゆう人じん保ほ護ご庁ちよう長ちよう官かんに保護されて、間もなく半年になる。

　獣人を保ほ有ゆうしている人間は、半年に一度、彼らに定期検けん診しんを受けさせるよう義ぎ務む付けられていた。

　保有者が、保護者あるいは管理者としての役やく割わりをきちんと果たしているか、また獣人が理り不ふ尽じんな扱あつかいをされていないかを、第三者の目で確認するためである。

　とはいえ、獣人専用の医い療りよう機関というのは非常に少ない。

　ゆえに、人間の医者や獣じゆう医いが診断する場合、一定の研けん修しゆうを受けて獣人保護庁に登録された医い師しのみが検診の資格を認められている。

　ウサギ娘はこの日、獣人医療の第一人者として名高い、獣人保護庁次長の検診を受けることになっていた。

　次長は週に一度、軍病院で診しん療りようも行っている。

　午前中は一いつ般ぱん診療にあてられるため、ウサギ娘の検診は午後から行われることになった。

「検診は三時からでしたね。先に、特別病びよう棟とうに上がっておいてください。十分前までには着くように、私もそちらに向かいますので」

「はい、だんな様」

　ネクタイを結ぶウサギ娘の両耳の間に顔を埋うずめ、そのふわふわの感かん触しよくを堪たん能のうしながら、長官が今日の予定を確認する。

　ただしこの日は平日のため、長官には普ふ段だん通りに仕事があった。

「検診くらい、私が代わりに付つき添そってあげるのに」

　守しゆ衛えいの定期検診に立ち合ったことがある姉がそう申し出たが、長官はどうしても自分でウサギ娘の検診に付き添いたいらしい。

　今日は三時前に早そう退たいすると、前もって部下達にも伝えているという。

「彼女の保護者は私ですから。姉さんといえども、この役目は譲ゆずれません」

　胸を張ってそう宣せん言げんする長官に、姉は呆あきれ顔で「あっそ」と返した。

　とはいえ、検診の時間に合わせてウサギ娘を軍病院に連れていくのは、結局は長官の姉の役目となる。




　屋や敷しきで昼食を済すませてしばらくしてから、長官の姉はハイヤーを呼んだ。

　贔ひい屓きにしていた運転手にウサギ娘を誘ゆう拐かいされそうになって以来、彼女は別の会社のハイヤーを使うようになった。

　新しいハイヤーの運転手は、議員の娘から紹介された壮そう年ねんの男性で、なんでも要人のＳＰも務つとめた経けい歴れきの持ち主ぬしらしい。

　何も知らずに長官の姉が運転する車の助手席に乗り、絶ぜつ叫きようマシンも真っ青になるほどのスリリングなドライブを終えた後。議員の娘は、長官の姉も初めて見るような真顔でかの運転手を勧すすめてきたという。

「いいご友人をお持ちですね」

「そうかしら？」

　議員の娘の偉い業ぎように、守衛は赤い瞳ひとみを潤うるませて感動していた。

　かくして、安全運転のハイヤーに乗せられウサギ娘がやってきたのは、首都の中央。

　王族の住まいである王宮を中心として、それをぐるりと囲むように国軍庁ちよう舎しやや行ぎよう政せい官かん庁舎、司法官庁舎、国会議事堂などといった国家機関の建物が並ならぶ。

　さらにその周辺には、様々な企き業ぎようのビルや複ふく合ごう施し設せつが建たち並ならび、一つの大きな街を形成していた。

　そんな街の一角で、長官の姉はハイヤーを停とめる。

「ありがとう。今日はここまでで結けつ構こうよ」

「畏かしこまりました。またのご利用をお待ちしております」

　検診の後は、長官の車で一緒に帰宅する予定になっているのだ。

　ウサギ娘は長官の姉に連れられてハイヤーを降りる。

　歩道に降り立ったとたん、すぐ目の前を通り過ぎたビジネスマン風の男性に二度見をされた。

　ウサギ耳は、相も変わらず注目の的だ。

　だが、さすがに半年も経たてば、ウサギ娘も他人の視し線せんに慣なれてくる。

　自分に向けられる視線に悪意が含まれているのかいないのか、見分けられるようにもなった。

　時折粘ねばっこい執しゆう着ちやくを感じさせるものもあるが、大たい抵ていは無む邪じや気きな好こう奇き心しんを向けられるだけだ。

　そうしてウサギ娘の頭上に突っ立つ長い耳をまじまじと眺ながめた後、人々の視線は一様に首元まで降りてくる。

　首輪代わりのチョーカーから延びたリードが気になるのだろう。

　決まりは決まりであるから、公道を歩く時、ウサギ娘はやはりリードを着ける。

　それが、獣人である自分を守るためのものだと、彼女はもうちゃんと理解していた。

「リードのおかげで、お姉様とはぐれる心配をしなくて済みます」

　ウサギ娘はそう言って、自らリードの先を差し出した。長官の姉に罪ざい悪あく感かんを覚えさせたくなかったのだ。

「あなたはいい子ね、ウサちゃん……」

　長官の姉はそう言って鉛なまり色いろの瞳を優しく細め、ウサギ娘の頭を撫なでる。

　そうして、リードをしっかりと握った彼女は、同じ手でウサギ娘の小さな手も摑つかんで歩き出した。

　時刻は午後一時半。検診予定時間まで、まだ一時間半もある。

　長官の姉とウサギ娘の足は軍病院にも、かと言って長官の居る軍庁舎にも向かわず、とある店の前へと辿たどりついた。

　扉とびらを開けば、上部に取り付けられたスズランのような形のアイアンベルが、チリリンと可か愛わいらしい音を立てて訪ほう問もん者しやを知らせる。

　すると奥から、「いらっしゃいませ」と女性の声がした後──黒いネコ耳のついた頭がひょっこりと出てきて、少しばかり目め尻じりのつり上がった彼女の薄うす青あおの瞳が大きく瞬まばたいた。

「──ママ、ウサギとお姉さんだよ」

「あら、いらっしゃい」

　長官の姉とウサギ娘が訪れたのは、馴な染じみの獣人専用ブティックだった。

　奥で作業をする女性オーナーに代わり、黒い毛け並なみのネコ族の獣人が店番をしていることが多い。

　長官の姉は、ウサギ娘のチョーカーにかけていたリードの留とめ具ぐを外した後、オーナーと一緒に店の奥へと入っていった。

　ウサギ娘は、ネコ族の獣人──ネコ娘と並んで、ラックやシェルフの合間に置かれたソファに腰かける。

　今日は検診のために中央に来たと告げたウサギ娘に、ネコ娘はふぅんと返した。

「検診、今日が初めてなんだ？」

「うん、どんなことするんだろう」

「ただの健康診しん断だんよ。怖こわいことなんて何もないわ」

「そっか……」

　性格は正反対の彼女達だが、不思議と馬が合った。

　年が同じで女の子同士、見た目も耳と尻尾しつぽ以外は人間と変わらないなど共通点が多いため、お互い親近感が湧わくのだろう。

　先日屋敷を訪れた長官の姉の旧きゆう友ゆう──議員の娘の言葉を借りれば、獣人としてはレアな部類。人間に保護されている個体数が少ないタイプ同士でもある。

　ウサギ族同様、ネコ族の獣人もまた人間社会に隠かくれ住み、その血を濃こくして数を減らしているという。

　そのことについてどう思っているのか。

　ウサギ娘はふと、ネコ娘に尋たずねてみた。すると……

「一族の存そん亡ぼうとか、そんなに気にすること？　私は、正直言ってどうでもいいわ」

「どうでも？」

　目を丸くするウサギ娘に、ネコ娘は事も無げな様子で続けた。

「だって私、ネコ族の旦だん那ななんか別にいらないし、ネコ族の子供を産みたいとも思わないもの」

　これについては、ウサギ娘も全面的に同意する。

　一族が滅ほろべばいいとまでは思わない。だがそのために、見知らぬウサギ族の男と結婚させられるのも、ましてや子供を産まされるのも嫌いやだった。そもそも母は、ウサギ娘がそのような役目を負わされないようにするために、一族を捨てたのだから……。

「私にとってはネコ族の存亡よりも、ママとずっと一緒に居られることの方が大事なんだ」

　ネコ娘は、自分の所有者であるブティックのオーナーを〝ママ〟と呼ぶ。また、オーナーの方も彼女を〝うちの長女〟と呼び、実の息子むすこである幼よう稚ち園えん児じの長男と同じだけの愛情を注そそいでいた。

　聞けば、長男が生まれる前──オーナーが独どく身しんの頃からネコ娘は側に居たというのだから、彼女達の絆きずなはとても強いものなのだろう。

「人間社会の中で、獣人の立場は弱い。でも、何もできないわけじゃない。私は、ママの店を手伝えることが幸せよ」

　ネコ娘はこの獣人専用ブティックの看かん板ばん猫ねこであり、優秀なマヌカンだ。商品を身に着けることで宣せん伝でんをし、接せつ客きやくもする。

　彼女はそうすることで、保護者であるオーナーの仕事に貢こう献けんしているのだ。

「私は、ネコ族の一員であるよりも、ママにとってただ一人のネコ族でありたい」

　そう言って胸を張るネコ娘が、ウサギ娘の目には眩まぶしく映うつった。
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　時刻は午後二時を回ったところ。

　獣人専用ブティックから軍病院までは歩いて五分ほどの距きよ離りだった。

　ところが長官の姉は、何な故ぜか軍病院の前を通り過ぎてしまった。

「まだ時間あるわね。お茶でも飲もうか」

　そう言って長官の姉がウサギ娘を連れて来たのは、なんと軍庁舎の一階にあるカフェだった。

　カフェからは一階フロア全体を見み渡わたすことができ、軍病院に向かうために長官がエレベーターを降りてくれば、すぐに見つけることができる。

　ならばウサギ娘が異いを唱える理由もなく、促うながされるままにカフェへと足を向けた。

　すると、ソファ席の一角から声が掛かる。

「おやおや、獣人保護庁の姉君ではないかね！」

「おお、いつぞやのウサギの娘さんも一緒なのかい！」

「こっちこっち！　おいで！　ここにお座すわり！」

　長官の姉とウサギ娘に向かって大きく手て招まねきする壮年の男性が三人──長官の入院中、スイーツ片手に何度か見み舞まいに訪れていた中ちゆう将じよう三人組だった。

　彼らは国軍において、長官の上司にあたる。

「〝獣人保護庁の姉君〟って……あの言い方じゃ、私が獣人保護官達全員のお姉ちゃんみたいじゃない？　弟と主しゆ任にん以外は全員年上のおっさんだってのに……」

　長官の姉はウサギ娘相手にそうぼやく。

　しかし、すぐに気を取り直したようにニヤリと笑うと、ウサギ耳に囁ささやいた。

「ここは、中将のおじさま達の奢おごりだわ。一番高いパフェ頼んじゃいましょ」

「ふふ……、はい」

　そうして、中将三人組のテーブルにお邪じや魔まし、長官の姉とウサギ娘は豪ごう華かアイス三さん段だん盛もりのパフェを注文した。
















　ところが、それを粗あら方かた食べ終わった頃、突然長官の姉が思い出したように声を上げた。

「そういえば、さっきネコちゃんのママから書類預かってたんだったわ」

「書類、ですか？」

　長官の姉が獣人専用ブティックのオーナーから預かった書類というのは、ネコ族の生せい態たいに関する調査票で、Ａ４サイズの茶封筒に収められている。

　国家から獣人の保有を認められるということは、実は結構面めん倒どうが多いことでもあった。

　ウサギ娘がこの後受けることになっている半年に一度の検診もそうだが、月つき毎ごとに調査票の提てい出しゆつが義務付けられていたり、時には抜ぬき打うちで獣人保護庁の査さ察さつがあったりする。

　それもこれも保護された獣人を守るための制度であり、それらの面倒を厭いとうような人間には、そもそも獣人を保有する資格がない。

　保護されている個体数の少ないネコ族は、生態研究への協力も求められるため、特に提出する書類が多いという。これに関しては、ウサギ族も同様らしい。

「期限はまだ先らしいけど、せっかく預かったんだから今日付で提出してあげたいし。降りてきた弟に渡して、もう一度十六階に戻らせるのも手間よね。今の内に届けてこようかしら……」

　そう呟つぶやいた長官の姉は、コーヒーのお代わりを注文したばかりの中将三人組にウサギ娘を預けて席を立とうとする。

　ところが、彼女よりも一いつ瞬しゆん早く立ち上がったウサギ娘が、「あの」と口を開いた。

「その書類……私が届けに行ってもいいでしょうか」

「ん？」

　突然の申し出に、長官の姉は目を丸くする。三人の中将も会話を中ちゆう断だんしてウサギ娘に注目した。

「ウサちゃんが？　ええっと、一人で？」

「はい」

「本当に？　一人で行くの？　行ける？」

「一人で行けます。行ってきます」

　念を押すような長官の姉の言葉に、ウサギ娘はこっくりと頷うなずく。

　大したことではない。同じビル内の一階から十六階までエレベーターで上がって、馴染み深い事じ務む所しよに書類の入った封筒を届ける。ただそれだけのことだ。

　しかし、ただそれだけのことを、ウサギ娘は今までしたことがなかった。

　屋敷の外では基本、彼女が一人っきりになることはない。

　何故ならそれは、ウサギ娘が人間社会において非常に弱い存在であるためだ。

　それでも、何もできないわけじゃない──そう、先ほどネコ娘に教わった。

　保護者がオーナーを務める店に貢こう献けんし、それが幸せだと胸を張って言った彼女は眩しく、あの時ウサギ娘は、自分もただただ庇ひ護ごされるだけの存在なのは嫌だと思ったのだ。

「お姉様、私、行けます。行かせてください」

　ウサギ娘は迷まよいのない声でそう告げ、書類を渡してほしいと両手を差し出す。

　長官の姉はしばしその両手をじっと見つめていたが、その決意が固いと悟さとるや小さくため息をつく。

「我が子を、初めてのお使いに出すお母さんの気分だわ……」

　彼女は天を仰あおいでそう呟くと、ついにウサギ娘の手に、書類の入った茶封筒を持たせた。

「じゃあ、ウサちゃんに任まかせるわね。ここで待っているから、弟と一緒に降りてくるのよ？」

「はい、そうします」

「軍庁舎内だから、リードがなくても問題はないと思うけど……万が一誰かに何か言われたら、弟の名前を出して蹴け散ちらしなさい」

「はい、お姉様」

　長官の姉の言葉に大きく頷いたウサギ娘は、託たくされた茶封筒を両手でぎゅっと抱き締める。

　そして、意い気き揚よう々ようと駆かけ出した。

　カフェを飛び出した彼女はあっという間にエレベーターの前まで辿りつき、ちょうど開いていた扉へと滑すべり込む。

　エレベーターは、すでに半分ほどの人で埋まっていた。

　ウサギ娘が乗り込んだとたん、一瞬にして多くの視線がウサギ耳に集まるのを感じたが、声を掛かけてくる者はいない。

　ウサギ娘は視線に気付かないふりをして運転操そう作さ盤ばんの前に立つと、自分が降りる十六階のボタンを押した。

　すでに、五階と七階、九階、それから最上階である十八階のボタンが押されている。

　間もなく、自動的に扉が閉まりかけた。

　と、その時だった。

「わーわー！　そのエレベーター、待ったぁああ!!」

　突然聞こえてきた叫さけび声ごえに、耳をピンと立ち上がらせたウサギ娘は、とっさに運転操作盤の〝開〟ボタンを押した。

　閉まりかけていた扉が、ガコンと音を立てて止まり、再びスーと横に開く。

「すみませーん!!」

　これ幸いと、エレベーターの中に駆かけ込んできたのは、一人の若い男だった。

　他の乗客に軽く顰ひん蹙しゆくの目を向けられつつも、どこ吹く風といった様子。

　彼が運転操作盤の前に立つウサギ娘に向かって、にかりと笑って見せ……

「どーも、ありがとう！　助かりました──って、ウサギさんだ!?」

　かと思ったら目を丸くしてみたりと騒さわがしくしている内に、今度こそ扉は閉まり、やっとエレベーターが動き始めた。

「すごい……その耳、どうしたの？　どうなってんの？」

「えっと、あの……生まれつきで、普通に生えてます」

「え？　え!?　そんなところから!?　うわあ、触さわってもいい？」
















「さ、触っちゃ、イヤです……」

　最後に乗り込んできた男は、まるで好奇心の塊かたまりのようだった。ウサギ娘に対して興きよう味み津しん々しん、無邪気な子供のように遠えん慮りよのない質問を次々とぶつけてくる。

　ただ、耳に触っては嫌だと伝えると大人しく引き下がったので、ウサギ娘も嫌けん悪お感かんは抱いだかなかった。

「んー……可愛いなぁ……」

　男はうっとりとウサギ娘を眺めて呟く。

　それに同意するようなため息が、幾つもエレベーター内に響ひびいたのは、ウサギ娘の気のせいではなさそうだ。

「念のために聞くけど、迷まい子ごじゃないよね？　大だい丈じよう夫ぶだよね？」

「はい、大丈夫です。十六階の、主人の仕事場に伺うかがうだけですので」

「十六階って……確か獣人保護庁が入ってたっけ。もしかして、ご主人様は保護官？」

「はい」

　男は図はからずも、この時同じエレベーターに乗り合わせた人々の心しん情じようを代だい弁べんしていたらしい。

　ウサギ娘に対する興きよう味みを澄すました顔で誤ご魔ま化かしていた人々は、彼女と男の会話に聞き耳を立てていた。

　ウサギ娘が頷く度にぴょこんと揺れるウサギ耳に、傍ぼう観かん者しや達は思わずといった様子で頰ほおを緩ゆるめる。おかげで、エレベーター内の空気も随ずい分ぶんと和なごんだ。

　その間にも、エレベーターは五階、七階と順々に止まり、その都度乗客が減っていく。

　そして……

「──あ、僕はここで。お先です、ウサギさん」

「はい。さようなら」

「あああ、とっても名残なごり惜おしいけどぉお!!」

「……あ、扉が閉まります。危ないですよ？」

　九階の扉が開くと、ウサギ娘と話していた男もついに降りていった。

　扉が閉まり切る瞬しゆん間かんまで手を振ふる男に、ウサギ娘も最後には苦く笑しようを浮うかべて手を振り返していた。

　しかし、ピタリと扉が閉まり切れば、エレベーターの中はとたんにしんと静まり返る。

　運転操作盤のボタンでランプが点ついているのは、ウサギ娘が押した十六階と十八階だけ。

　どうやら、ウサギ娘ともう一人──十八階のボタンを押したであろう人物以外の乗客は、全て九階までで降りてしまったらしい。

「……」

　思いがけず、狭せまい箱の中で誰かと二人っきり。さすがに、緊きん張ちようせずにはいられなかった。

　十八階で降りる乗客は、エレベーターの奥の方に立っているようだ。

　自分はどうせ次に止まる階で降りるのだから、今さら振り返って顔を合わせる必要もないだろう。

　降りる際に会え釈しやくだけしていこう。

　そう考えたウサギ娘は、運転操作盤の真ん前から少しだけ扉の方に寄よって立つ。そして、扉の上部に設せつ置ちされた、エレベーターが何階にいるのかを示すランプが、九階から十階に移うつったのを見上げていた。

　すると……

「……っ!?」

　ふいに、すっと、背はい後ごから腕が伸びてきた。

　ビクリと身体を震ふるわせるウサギ娘の顔の横で、長い人差し指が運転操作盤のボタン──ウサギ娘が押していた十六階のボタンの上に添そえられる。

「──ねぇ、知ってる？」

　とたんに、すぐ後ろで響いた声に、ウサギ娘は耳の毛をぶわっと逆さか立だてて飛び上がった。

「……えっ!?」

　さらに、エレベーターの現在地を示すランプが、十六階を通り越して十七階に移ったことに気付いて驚おどろく。

　ウサギ娘が確かに押したはずの、運転操作盤の十六階のボタンのランプが、いつの間にか消えていた。

　その十六階ボタンの上に触ふれていた人差し指の主が、笑いを含んだ声で言う。

「エレベーターの階数ボタンってのは、実は二度押しでキャンセルできるって──知ってた？　可愛いウサちゃん」
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「ここで何をしているんですか。彼女はどこです？」

「あんたこそ、なんで一人で降りてくるの。ウサちゃんはどうしたのよ」

　時刻は午後二時半を回ったところ。

　軍病院に向かうべく獣人保護庁の事務所がある十六階から降りてきた長官は、一階フロアのカフェにて姉と対面していた。

　姉に連れられているはずのウサギ娘の姿がない代わりに、中将三人が一緒にテーブルを囲んでいる。

　理解し難がたい状況に、長官の眉み間けんには深々と皺しわが刻きざまれた。

「ついさっきよ。獣人保護庁に書類を届けに行かせたの」

「いらっしゃってません……」

「確かにエレベーターに乗ったのを見届けたわよ。降りる階を間違うなんてことは、ないはずだけど……」

「少なくとも、十六階にはいらしてません。それは確かです」

　実はこの三十分ほど前から、獣人保護庁のある十六階エレベーターの前では、主任と事じ務む官かんが脚きや立たつを持ち出してきて電灯を交こう換かんしていた。

　もしもウサギ娘が十六階でエレベーターを降りたなら、必ず彼らと会っているはずなのだ。

　そして、ウサギ娘が訪ねてきたことを、主任と事務官が長官に黙だまっているはずがない。

「──まさか、誰かに無理矢理別の階で降ろされたんじゃ……？」

　さすがの長官の姉も、顔を強こわ張ばらせてソファから立ち上がった。

「と、とにかく、館内放送で呼びかけてもらおうではないか！」

「うちの若いのも呼んで探させよう！　なに、彼女の姿なら見ればすぐに分かるからな！」

「いや、まずは外へ連れ出されないように、庁舎の出入り口を封ふう鎖さしよう！」

　中将三人もあわあわと慌あわてながら、口々に協力を申し出る。

　長官は硬い表情のまま「お願いします」と答えると、自らも彼女を探しに駆け出そうとした──その時だった。

「あー！　中将達、こんなところにいたんですか！　見つけましたよー!!」

　そう叫さけびつつカフェ内に駆け込んできたのは、一人の若い男だった。

「どこで油を売ってるのか、揃そろってランチに行ったっきり全然帰ってこないって、秘ひ書しよさん達がカンカンですよっ!!」

　男は今年国軍の事務官になったばかりの新人で、度たび々たび上司や先せん輩ぱいから使い走りをさせられている。この時は、昼休きゆう憩けいが終わってもなかなか執しつ務む室しつに戻らない中将達を捕つかまえてこいと命めいじられたようだった。

　ウサギ娘を部下に探させようと提てい案あんしていた中将の一人が、これ幸いとばかりに彼を呼び寄せる。

「おい、そんなことよりも大変だ！　女の子が行方ゆくえ不明なんだっ!!」

「は？　行方不明？　女の子が？」

「まだ軍庁舎を出ていないかもしれないから、他の連中も募つのって探してくれ！　可愛らしいウサギの獣人だ！」

「えっ、ウサギの女の子!?　──僕、その子と一緒にエレベーターに乗ってましたけど？」

　──何だって？

　長官、その姉、中将三人の声が重なった。

　何を隠そうこの新人事務官、実はウサギ娘が乗ったエレベーターに最後に飛び込んできたあの青年だったのだ。

「僕は、先に九階で降りたんですけどねー」

　そうのん気に続けた新人事務官の胸ぐらを、いきなり長官が摑み上げる。

「ひえっ！　な、なに……？」

「あなたが降りる時、彼女の他にエレベーター内に残っていた者は？　十六階のボタンは、押されていましたか？」

「え、えっとえっと、ウサギさんは扉の近くに立ってて、そうたしか……奥にもう一人、男がいました！」

「男……」

　ウサギ娘が見知らぬ男とエレベーターに二人っきりであったと知って、長官が唸うなる。

　そんな彼に怯おびえつつも、新人事務官は続けた。

「それから、十六階のボタンはちゃんと押されてました。それと……」

「それと？」

　新人事務官の胸ぐらを摑む長官の手に力が籠こもる。

　いつもは穏おだやかな鉛色の瞳は、いまや研ぎ澄まされたナイフの切っ先のように鋭するどい光を帯びていた。

　その瞳に間近で覗のぞき込こまれた新人事務官は全身をブルブルと震わせながら、喘あえぐように言う。

「そ、操作盤はっ！　じゅ、十八階のっ、ボタンも……押されてま、したっ……!!」

「──十八階」

　その瞬間、長官の顔から一いつ切さいの表情が消きえ失うせた。

　それを目まの当たりにして、ひいっと悲鳴を上げる新人事務官の胸ぐらから、長官が手を離す。

「彼女を迎むかえに行ってきます。すぐに戻りますので、姉さんはここで待っていてください」

　長官は姉に向かってそう言い置くと、カツカツと軍ぐん靴かを鳴らしてカフェを出て行った。

「あー……十八階……」

「十八階ねぇ……」

「これは、参りましたなぁ……」

　十八階──軍庁舎の最上階に、どうやらウサギ娘が連れて行かれたようだと知った中将達は、顔を見合わせて肩を竦すくめた。

　館内放送も、中将の部下達による捜そう索さくも、軍庁舎の出入り口封鎖も、全て必要がなくなった。

　何故なら、長官にも、その姉にも、中将達にも、ウサギ娘を連れ去ったであろう犯はん人にんの見当がついたからだ。

「え？　えっと……何か、ヤバい事じ態たいになってますか？」

　ただ一人、ウサギ娘の居場所が判はん明めいするきっかけをもたらした功労者のみが、訳が分からない様子で首を傾かしげている。

　長官の姉は、自分の弟が乱みだしていった新人事務官の襟えり元もとを直してやりながら、大きなため息をついた。

「そうねぇ……もしかしたら、大たい将しようの椅い子すが空あいて、ここにいらっしゃる中将さんの内の誰かが繰くり上がるかもしれない事態ね」

「えええええっ!?」

　軍庁舎の最上階にあるのは、国軍最高位である元げん帥すいと、それに次ぐ大将の執務室。

　元帥である国王は、国会議事堂や王宮に滞たい在ざいしていることの方が多く、最上階の実じつ質しつ的てきな主あるじは大将となる。

　つまり、ウサギ娘はその大将──王子の執務室に連れて行かれたと推すい測そくするのが妥だ当とうであった。
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「──あーもう、分かったってば！　ちょっと一緒に遊んだら、すぐに送り届けるから……あー、はいはい、はいはいはい！」

　ゆったりとした執務椅子にどっかりと座り、電話の受話器に向かって面倒くさそうに「はい」を繰くり返かえしているのは、国軍大将──この国の王子であった。

「──あん？　ウサちゃん？」

　王子は、執務机の向こうに立つウサギ娘をにやにやと眺めながら、電話の相手に告げる。

「ウサちゃんなら今、俺のことウルウルのお目々で睨にらんでるよ。かーわいいったらありゃしないっ！」

　とたんに受話器の向こうから、慌てたような声が聞こえてきた。

　それに対して、また「あー、はいはい」と適てき当とうな返事をすると、王子は一方的に電話を切ってしまった。

「ほら、検診に行くのちょっとだけ遅れそうって、次長に伝えたよ。これでいいでしょ？」

「……」

　ぎゅっと口を噤つぐんだままのウサギ娘の顔を、受話器を置いた王子が下から覗き込む。

　電話の相手は、軍病院の特別病棟にいる次長だった。

　図らずも、エレベーター内で王子と二人っきりになってしまったウサギ娘は、獣人保護庁のある十六階で降ろしてもらえずに、王子の執務室がある十六階へと連れてこられていた。

　三時に軍病院で検診を予定していること、預かった書類を獣人保護庁に届けて長官と合流すること、一階のカフェで長官の姉を待たせていること、全てを必死に訴うつたえたのだが、王子はまったく聞く耳を持ってくれなかった。

　連れん絡らくさえ入れておけば問題ないと言って、彼はウサギ娘を強ごう引いんに自分の執務室まで引ひっ張ぱってきたのである。

「……だんな様とお姉様に、何も伝わっていません」

「どうせ次長から獣人保護庁に連絡がいくって。そしたらあいつ、絶対すぐに殴なぐり込こんでくるだろうから、それまで王子様と楽しくお話ししよう」

　王子の言葉に、ウサギ娘はぎゅっと唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　彼の言う通り、ウサギ娘が王子の執務室に連れ去られたと知れば、長官はきっとすぐさま迎えにきてくれるだろう。けれど……

（こんなはずじゃ、なかったのに……）

　獣人保護庁に単身書類を届けに行くことで、獣人の自分でも人間社会の中でできることがあると、自信をつけたかった。

　一人っきりで訪ねていって、長官を驚かせてもみたかった。

　しかし、結局はどちらも叶かなえることができなかったのだ。

　ただでさえ長官は、今日はウサギ娘の検診のために仕事を早く終わらせてくれている。

　それなのに、王子のせいで──王子にまんまと攫さらわれたウサギ娘のせいで、多た忙ぼうな長官をさらに煩わずらわせてしまう事態になってしまった。

　もちろん、ウサギ娘とて大人しくついてきたわけではない。

　エレベーターが十六階で止まって扉が開いた瞬間、誰かに助けを求めようと声を上げたし、小こ脇わきに抱かかえられるようにしてフロアに連れ出されても目め一いつ杯ぱい暴あばれた。

　しかし、意外にも十六階は静まり返っていて、騒ぎを聞いて駆け付けてくれる者は誰もいなかった。

　それでもようやく一つの扉が開いて、第三者が現れたと思ったら……

「……」

　ウサギ娘は涙に濡ぬれた茜あかね色いろの瞳を、ちらりと背後の扉──王子の執務室の扉に向ける。

　その前に立たち塞ふさがるのが、ウサギ娘が助けを求めようとした相手。結果は、虚むなしいものであった。

「おいおい、トラ坊ぼう。そんな目でウサちゃんを見るな。怖がってるだろう？」

　白銀の毛並みに黒い縞しま模も様よう。天てん井じように届くほどの巨きよ大だいな背せ丈たけ、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした体たい軀くを黒いスーツに押し込めて、扉を背に隠すように立ち塞がるのは立りつ派ぱなトラ族の獣人だった。

　王子が苦笑して言う通り、トラ族の獣人は金色の目を血走らせて、もうずっとウサギ娘を睨んでいる。

　ウサギ娘が王子の執務室から自力で逃げ出せない理由は、このトラ族の獣人にあった。

（怖い……）

　顔つきの恐おそろしさだけなら、長官の屋敷にいる守衛──オオカミ族の獣人の彼とて負けてはいない。けれど、ウサギ娘は守衛を怖いと思ったことは一度たりとてなかった。

　彼は、ウサギ娘と出会った時にはすでに、長官やその姉、人間達との間に確かな信しん頼らい関係を築きずいていたし、何より落ち着いた大人だからだ。

　しかし、このトラ族の獣人は違う。

　トラ坊、と王子が呼んだように、彼はまだ若く、少年と称しようすにふさわしい年ねん齢れいだった。

　しかも彼は……

「ただでさえお前は、ウサちゃんの心しん証しようが悪いんだぞ。何たって、御ご主しゆ人じん様さまを病院送りにした犯人なんだからな」

　そう、このトラ族の少年こそ、マフィアの残ざん党とうが獣人保護庁に仕し掛かけた罠わな──捨て駒ごまとして爆ばく殺さつされそうになったところを長官に救われ、けれど牙きばを突き立てたという、あのトラ族の獣人だったのだ。

　薬を打たれて錯さく乱らんしてのこと、見かけによらず気が小さい性格、ということはウサギ娘も聞いて知っていた。

　それでも、長官に怪け我がを負わせた張ちよう本ほん人にんを前にすれば、ウサギ娘の小さな胸の奥にもふつふつと煮にえ滾たぎるものがある。

「……っ」

　トラ族の少年を恐ろしく感じつつも、ウサギ娘は目一杯の虚きよ勢せいをかき集めて、ぐっと彼を睨み返した。

「うう……」

　するとどうだろう。トラ族の少年はとたんに、その場にヘナヘナと崩くずれ落ち、床に突つっ伏ぷしてしまった。

　巨きよ体たいは半分に折おり畳たたまれ、まるで土ど下げ座ざをしているような格かつ好こうになる。

　ウサギ娘は面食らい、王子も執務椅子から立ち上がって「おい」と声を掛けた。

「どうした、トラ坊。緊張して腹でも痛くなったのか？」

「うっ、く……か、かわ……」

「かわ？　皮がどうした、剝むけたのか？　それとも剝いてほしいのか？」

「かわ、かわわ……」

　王子との不毛なやりとりの末、トラの少年はようやく絞しぼり出すような声で告げた。




「──かわいいっ！」
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　曰いわく、王子の小脇に抱えられて手足をジタバタさせていたウサギ娘も、自分と顔を合わせたとたんに「助けて」と縋すがったウサギ娘も、涙目で自分や王子を睨むウサギ娘も──どれもトラ族の少年の琴きん線せんに触れまくっていたらしい。

「可愛い……こんな可愛い生き物、初めて見た……」

　彼はハァハァと息を荒あららげながら、興奮して血走った目でウサギ娘を凝ぎよう視しする。

　その言葉には、どこかトラ族──肉食獣ならではの嗜し虐ぎやく性せいが見え隠れしていて、か弱いウサギ族は本能的に震ふるえ上がらずにはいられなかった。

「やめろ、トラ坊。静まりたまえ。お前がこの子に何かしたら、洒しや落れにならんわ」

「あんただって、無理矢理攫さらって来たじゃないか」

「ばっかもん！　俺はだな、ウサちゃんと大事な話があったんだよ!!」

「オレも、その子と話したいっ!!」

　ぎゃあぎゃあと喚わめき合う王子とトラ族の少年。

　間に挟はさまれたウサギ娘は困こん惑わくしたが、今はとにかく、一いつ刻こくも早くこの部屋から出たかった。

　できることなら、次長からの知らせが届く前に獣人保護庁に辿りつきたい。そうすれば、長官とその姉に心配をかけることも、煩わせることもないだろう。

　ウサギ娘は気持ちを引ひき締しめ、再び王子と向かい合った。

「大事なお話ってなんですか。それを聞いたら、だんな様のところに行かせてくれますか？」

「うん、いいよ。とりあえず、座ろうか。今なら、王子様のお膝ひざの上が空あいてますけど？」

　おいで～と両手を差し出す王子を無む視しして、ウサギ娘は後ろにあったソファに腰を下ろす。

「んもー、つれないなぁー」

　王子は口を尖とがらせてそうぼやいた後……

「──お前は、これ以上ウサちゃんに近づくな」

　少しだけ真ま面じ目めな声で、王子は扉の前に座り込んだままのトラ族の少年にそう命じた。

　国軍大将執務室には、扉から最も離れた奥の窓辺に大きな執務机が置かれ、部屋の中央にはローテーブルを囲んで四つのソファが置かれている。

　その一つにちょこんと座ったウサギ娘の向かいに、王子もドサリと腰を下ろした。

　彼は長い脚あしを組み、そこに肘ひじを乗せて頰ほお杖づえをつくと、まじまじとウサギ娘の顔を覗き込みつつ口を開く。

「俺さぁ、わりと本気でウサちゃんのこと気に入ってるんだよね」

「え……？　えっと……ありがとう、ございます……」

　改まって言われた言葉に、ウサギ娘は一瞬目を丸くする。王子は「ふふ」と悪戯いたずらげに笑って続けた。

「君は、可愛くて小さくて──そして、弱い」

「……っ」

「人間にだって簡単に害されるだろうし、同じ獣人でも、トラ坊みたいな肉食獣にとっては格好の獲え物ものだろう。君は、守られなければ生きてはいけない」

「私は……」

　王子の言葉は正せい論ろんだった。

　それは、保護者の側から離れて行動したウサギ娘を咎とがめ、一人でも何かができると思い上がっていた彼女の自信を嘲あざ笑わらっているようにも思えた。

　実じつ際さい、ウサギ娘は簡単に人間に攫われ、血走った目をしたトラ族の獣人に出口を塞ふさがれている。

　何もかも、己おのれの浅せん慮りよが招いた結果であると思い知らされた。

「君を保護している男は、強いよ」

　涙を堪こらえるようにきつく唇くちびるを引き結ぶウサギ娘に、王子は淡たん々たんと語る。

「けれど、あいつは根っからの軍人だ。庁のトップのくせに、執務椅子でふんぞり返っていることができなくて、いつも率そつ先せんして一番危ない橋を渡ろうとしやがる」

　──だから、あいつはいつ死んでもおかしくない。

　そう続けられた言葉に、ウサギ娘はひゅっと息を吞のんだ。

「ねえ、ウサちゃん……俺のところにおいで？」

　存ぞん外がい優しく、そして誠せい実じつな声がそう囁く。

　今度は、ウサギ娘が王子の顔をまじまじと見つめる番だった。

「金きん銭せん目当てで君を誘拐しようとした奴やつも居たというじゃないか。俺の──王家所有の獣人となれば、そんな輩やからは簡単には手を出せなくなるだろうし、君専用の護ご衛えいを付けてやることもできる」

「王家、所有……」

「トラ坊の事件で実感しただろう。獣人保護庁というのは常に危険がつきまとう職場だ。保護の対象は手負いの獣が多いし、恨うらみだって買う。理不尽な憎ぞう悪おが、あいつの保護下にある君に向かわないとも限かぎらない」

「私に……？」

　先日のハイヤー運転手の件を王子が知っていることには驚いたし、見たこともないほど真しん剣けんな王子の様子にもウサギ娘は驚いた。

　何より、獣人保護庁が恨みを買うことが、いつか自分にも影響を及ぼすかもしれないなどとは、考えたこともなかった。

　それ自体は、不思議と恐ろしいとは思わない。

　けれど、もしかしたら自分の存在が長官の足を引っ張るような事態になりはしないかと、それだけにひどく不安を覚えた。

「弱い君は、賢かしこく生きなきゃいけないよ。どうすることが、自分にとっても、あいつにとっても最さい善ぜんか考えてごらん」

　王子の言葉は、正論に聞こえた。いや、きっと正論なのだろう。

　ウサギ娘は弱く、庇護されなければ生きていけない。

　そんな彼女にとって、王家という最も強固で確かなシェルターは、願ってもない優ゆう良りよう物ぶつ件けんであった。

　けれど、でも──

「──それでも、私……だんな様と一緒に居たいです」

　ごめんなさい……

　こぼれた謝しや罪ざいは、誰に、何に向けたものか。

　ウサギ娘を想おもって自分の保護下にと言ってくれた王子の厚こう意いを断ことわることか。

　あるいは、足を引っ張ることになるかもしれないのに、離れたくないと願ってしまった長官に対してか。

「あー……ウサちゃん、泣かないでよ……」

　ついには、ウサギ娘がずっと堪えていた涙が溢あふれ出し、ぽろぽろと頰の上を転がり落ちる。

　王子は、さすがにばつが悪そうな顔をしてガリガリと頭を搔かいた。

　扉の前に座り込んだままだったトラの少年もあわあわと慌て、それ以上近づくなと忠ちゆう告こくされたことも忘れて、ウサギ娘の方へと駆かけ寄ろうとした──その時だった。

　──ガコッ!!

　激はげしい衝しよう撃げき音おんと同時に、国軍大将執務室の扉が内側へと吹ふっ飛とんだ。

　開いたのではない。いきなり蝶ちよう番つがいが壊こわれて、扉そのものが枠わくから外れて飛んだのだ。

「ぎゃあ!?」

　扉と一緒に、その前にいたトラ族の少年も吹っ飛んで、そのまま顔面からベチャっと床に墜つい落らくする。

　そうして、すっかり風通しの良くなった国軍大将執務室に、悠ゆう々ゆうと入ってきたのは長官だった。

「──だんな様っ！」

　その姿を認めたとたん、ウサギ娘はぴょんとソファから立ち上がり駆け出した。

　長官は、茶封筒を抱き締めたまま突とつ進しんしてきた彼女を受け止め、両りよう腕うでで搔かき抱いだく。

　彼はしゅんと垂たれ下がったウサギ耳の間に顔を埋め、柔やわらかな金色の前髪に頰を擦すり寄せると、はあと深いため息を吐き出した。

「心配しました……」

「ごめんなさいっ……だんな様っ！　ごめんなさいっ……!!」

　そんな長官とウサギ娘による感動の再さい会かい劇げきを前にして、吹っ飛んだ扉の下した敷じきになったままのトラ族の少年がブルブルと震え出す。

　薬で正気ではなかったとはいえ、彼は自分が咬かみ付いた相手──深々と牙を食い込ませてもうめき声一つ上げぬまま、己の鳩みぞ尾おちに強きよう烈れつな一いち撃げきを見舞った相手を、覚えていたのだ。

　ここでようやく王子も我われに返り、吹っ飛ばされた扉を見て頭を抱える。

「わー、てめっ……兄弟きようだい、こんにゃろ！　扉壊すなよっ!!」

「随分脆もろい扉でしたね」

「脆くねーわ！　要人用の特注品だわ！　弾だん丸がんだって通さねぇっつーのっ!!」

「では、不良品を摑まされたんでしょう。会話も廊ろう下かに筒つつ抜ぬけでしたよ」

　猛もう然ぜんと抗こう議ぎする王子に対し、長官の声はどこまでも凪ないでいた。

　いや、むしろ不自然なほど冷静で、空そら恐おそろしいと王子は顔を引ひき攣つらせる。

　長官はウサギ娘の肩を片手で抱きつつ、ゆったりとした足取りで王子の近くまで進むと、感情の読めない瞳で彼を見み据すえて「さて」と口を開いた。

「彼女を連れ去ったことについて、言い訳があるのでしたら聞きましょう」

「獣人が独りぼっちでエレベーターに乗っていたから保護しただけだよー」

「それならば、すぐに獣人保護庁に送り届けるのが妥だ当とうではありませんか。──ふざけるな」

「はいっ！　申しわけありませんっ！　一人でいるウサちゃんを見つけて魔まが差しましたっ!!」

　地を這はうような声で凄すごまれて、王子は即そく座ざに白旗を上げた。

　幼おさな馴な染じみに腐くされ縁えん、何かとちょっかいを出しては返かえり討うちに合い、それでも懲こりないタフな王子ではあるが、引ひき際ぎわはちゃんと弁わきまえている。

　今回ばかりは、これ以上長官を刺し激げきすべきではないと感じ取ったらしく、平身低頭する勢いきおいで謝罪を口にした。

　さらに彼の怒りを静めようと、半ば無理矢理話の矛ほこ先さきを変える。

「いやいやしかし、兄弟がウサちゃんを迎えにきて、ちょうどよかった！　お前に渡そうと思ってたものがあるんだ！」

　王子はそう言ってそそくさと執務机の方に戻ると、引き出しを開けて一枚の紙切れを取り出した。

　さりげなく長官との距離を取り、互いの間に執務机を挟む抜かりのなさ。

　長官もそんな王子の意図に気付いている様子だったが、執務机の向こうから差し出された書類を何も言わずに受け取った。

「……獣人管理許きよ可か証しようの申しん請せい書しよ？　あなたが獣人を後見するというのですか？」

「ああ、そうだよ。そこにいるトラ坊を飼かおうと思ってさ」

　そこ、と指し示した王子の指先を辿たどり、いまだ扉の下に収まっているトラ族の少年に、長官はこの時ようやく視線を向けた。

　彼は眉まゆを顰ひそめ、訝いぶかしげな様子で王子に向き直った。

「何故、彼がここに？　確かまだ、軍の留りゆう置ち所じよに収しゆう監かんされていることになっていたはずですが？」

「あそこに一人で置いておくと、検けん察さつどもがすーぐちょっかいをかけてくる。見てくれはデカいが、トラ坊はまだ子供だってのにな」

　獣人の扱いに慣れていない人間達にとって、トラ族のような屈くつ強きような獣人は恐きよう怖ふの対象でしかない。そんなトラ族に言うことを聞かせようとすれば、その方法はどうしても手荒くなってしまうだろう。

　それを避さけるために、王子は自分の保護下にトラの少年を置こうと考えているらしい。

　彼にしては真っ当な行動理念であった。

　長官は渡された書類にさっと目を通し、内容に問題がないことを確認する。

　それから、すっと書類を執務机の上に置くと、下の方をトントンと指差して口を開いた。

「おそらく問題はないでしょう。ここにサインをください」

「あー、サインね。はいはーい」

「なんでしたら、拇ぼ印いんでもかまいません」

「いやいや。朱しゆ肉にく出すの、かえって面倒だし……」

　王子は執務机の上に転がっていた万年筆を拾い上げ、指定された場所にサインをしようする。

　しかし、執務机を挟んだ長官の手元へと彼が身を乗り出した瞬間──

「朱肉なら、私が用意して差し上げましょう」

　長官が、ゾッとするような冷たい声でそう告げた。

　彼の左手は素早くウサギ娘の両目を覆おおい、右手は拳こぶしとなって唸りを上げる。

「──ぶはっ……！」

　ガツッと鈍にぶい音がして、ドタンッと重い音と振しん動どうが床に響いた。

　視し界かいを奪うばわれたウサギ娘はビクリと身体を震わせ、ピーンと両耳を立たせる。

　間もなく目め隠かくしが外され、おそるおそる辺りを見回すと、王子の姿が消えて──いや、よく見れば執務机の向こうに転がっていた。

　彼は、左の頰を長官に思いっきり殴なぐり飛とばされたのだった。

「……っ、痛ぁ。容よう赦しやねぇな！」

　そう愚ぐ痴ちりつつ、王子はのろのろと起き上がった。

　ウサギ娘の目元から手を離した長官は、床に座り込んだ王子につかつかと近づくと、殴なぐられた頰を押さえていた彼の左手を摑む。

　そして、その親指を王子自身の口くちの端は──切れて滲にじんだ血の上に擦こすり付つけ、さらにそれを書類の上に押し付けた。

「いっ!?　いっ……て！　痛いって!!」

「わざとですが？」

　そうして出来上がった血けつ判ぱん入りの獣人管理許可証申請書を眺め、満足げに頷く。

　左頰を腫はらした王子が、床に座り込んだまま、涙目で彼を睨んだ。

「何だよ、澄ました顔しやがって。怒ってるなら怒ってるって顔しとけよ！」

「怒りというのは、振り切れれば逆に冷静になるのだと知りました」

「全然冷静じゃねーわ。問答無用で上司ぶん殴なぐるヤツがあるか！」

「上司ではなく、誘ゆう拐かい犯はん──犯はん罪ざい者しやですので」

　触れれば切れんばかりの鋭い瞳で見下ろされた王子は、「ひえっ」と悲鳴を上げてその場に正せい座ざする。

　と、その時、カチリと小さな音が響いた。

　王子の執務机に置かれた時計の針はりが、ちょうど三時を指した音だった。

「……行きましょう。検診の時間になってしまいました」

「は、はい……」

　とたんに、長官は王子に対する一切の興味をなくしたように背中を向け、ウサギ娘の手を引いて国軍大将執務室を出て行った。

　残されたのは、扉の下敷きになったままのトラ族の少年と、その暫ざん定てい保護者となった左頰を腫らした王子。

　長官の気配が遠のいてやっと、壊れた扉の下から這はい出してきたトラ族の少年は、金色の瞳を潤ませて呟いた。

「こ、こわぁ……」

「いやー、怒ってた怒ってた」

「あんなに怒らせてしまって、あんた大丈夫なのかよ？」

「大丈夫じゃねーけど……まあ、あいつは根に持つタイプじゃないからなぁ……イテテ」

　ウサギ娘を害したわけではないから、おそらく殴ったことでチャラになっているはず、と王子は笑う。

　その拍ひよう子しに切れた口の端が痛んだのか、彼は顔を歪ゆがめてため息をついた。

「まぁ、これでよく分かったろ。いくら可愛くても美お味いしそうでも、命が惜おしけりゃあのウサちゃんには手を出すなよ」

「お、おう……」

　王子の忠告に、トラ族の少年は壊れた玩がん具ぐのようにひたすら首をコクコクさせた。




「あ、あの……」

「……」

「あの、だんな様……」

「……」

　国軍大将執務室を後にした長官とウサギ娘は、長い廊下を歩いていた。

　十八階の広いフロアには他に人の気配はなく、カツカツという長官の軍靴の音と、パタパタと続くウサギ娘のオペラシューズの音だけが響く。

　長官はずっと無言のままで、ウサギ娘は手を引かれて歩きながら、不安げに彼の広い背中を見つめていた。

　エレベーターまではすぐに辿りついたが、しかし何故か長官はその前を通りすぎる。

　ウサギ娘は訝しく思いながらも、とにかく導みちびかれるままにさらに廊下を進んだ。

　すると長官は、廊下の突つき当あたり──非ひ常じよう口ぐちの扉を押し開ける。

　非常口の扉の向こうには、普段は滅めつ多たに使われていない様子の屋内避ひ難なん階かい段だんがあった。

　打ちっ放しコンクリートの壁かべと階段しかなく、ウサギ娘が一人で来るのは躊ちゆう躇ちよしてしまうような薄暗い場所である。

　とはいえ、ウサギ娘は長官が階段を使おうとしたことを、さほどおかしいとは思わなかった。

　二人とも、それぞれ獣人保護庁に提出すべき書類を携たずさえていたから、きっと十六階に寄っていくつもりなのだろうと考えたのだ。

　エレベーターが十八階まで上のぼってくるのを待つよりも、さっと二階分階段で降りる方が早いに決まっている。

　非常口の扉を閉めるために、長官とウサギ娘の立ち位置が前後入れ替わった。

　ガコン、鉄の扉が閉まった音を背に、ウサギ娘は階段を降り始めようと一歩踏み出す。

　ところが……

「きゃっ……!?」

　ぐいっと強い力で手を引かれ、踏み出した足の裏が一段目の階段に着く前に、後ろへと引き戻される。

　ウサギ娘の身体はそのまま、すっぽりと長官の腕の中に背後から抱き込まれてしまった。

「だ、だんな様……？」

　軍服に包まれた長官の両腕が、ウサギ娘の胸の前できつく交差する。

　ピタリと背中にくっついた彼の身体は、ひどく熱かった。

　驚いたウサギ娘は長官の表情を窺うかがうため、頭上を振ふり仰あおごうとする。

　しかし──

「見ないでください」

　ぴしゃりと叩たたき付けられた拒きよ絶ぜつに、ウサギ娘の目の前はとたんに真っ暗になった。

（私が、一人で出歩いたから……それで、だんな様を煩わせてしまったから……）

　ウサギ娘は、勝手な行動をして迷めい惑わくをかけてしまった自分のことを、長官が怒っているのだと思った。

　怒られるのも当然だ。

　長官だけではない。検診の予定が狂くるった次長にも、ウサギ娘を信頼して見送ってくれた長官の姉にも、迷惑をかけてしまったのだ。

　ウサギ娘の自じ業ごう自じ得とく。けれど、それで彼らに──長官に、嫌きらわれてしまったらどうしよう。

　そんな不安と恐怖に、ウサギ娘は押おし潰つぶされそうになる。

「ごめんなさい……ごめんなさい、だんな様。ご迷惑をかけて……ごめんなさいっ……」

　ウサギ娘は震えながら、懸けん命めいに謝罪を繰り返す。

　ところが、頭上からは「違う」という言葉が返ってきた。

「ちがう、違うんです。君は何も悪くない」

「でも……」

「悪いのは私だ。君を、閉じ込めてしまいたくなった……」

「え？」

　潤んだ両目を瞬まばたかせたウサギ娘が上を向こうとすると、余よ裕ゆうのない顔をしているから見ないでほしい、とまた拒こばまれてしまう。

「君が行方知れずになったと知った時……私は二度と君を一人きりで行動させまい、いやもう、屋敷からも出したくない──閉じ込めてしまいたいとさえ、思いました」

　手足をもぐように自立心を否定して、ただただ独どく占せんしてしまいたい──そんな手前勝手な思いが、その時長官を支し配はいしていた。

　ウサギ娘が十八階に連れて行かれた可か能のう性せいが濃のう厚こうになり、彼は王子への怒りを滾たぎらせながら国軍大将執務室まで辿りつく。

　そうして扉の取っ手に手をかけようとした時、中の会話が聞こえてきた。

　その内容に、頭をガツンと殴られた気分だったのだと長官は言う。

「王子の言葉は腹立たしいほどに正論でした。王家ほど堅けん牢ろうなシェルターは他にないでしょう。本当の意味で君の安全を一番に考えるなら……王子に預けるべきなのかもしれないと思いました」

　ウサギ娘がばっと顔を上向かせる。見るなと言われた長官の顔をやっと見上げ、必死に首を横に振った。

　すると長官は泣きそうに顔を歪め、うんうんと頷いてみせる。

　ウサギ娘に対する彼の表情は非常に豊ゆたかで、王子と対面していた時とはまるで別人のようだ。

「その時、君の声が聞こえました。私と一緒に居たい、そう言ってくれた声が聞こえて──」

　──堪たまらなく、うれしかった。

　そう絞り出すような声で告げ、長官はさらに深くウサギ娘の身体を搔き抱く。

「んぅ……」

　こんなに骨が軋きしむほど、強く抱き締められたのは初めてだった。痛みはすなわち長官の激げき情じよう。

　激しく求められることに、ウサギ娘の幼おさない心は戸と惑まどう。

　けれど、少しも怖いとは思わなかった。むしろ、迷惑しかかけられない自分をこんなにも必要としてもらえることに、この上ない幸せを覚えた。

　ネコ娘のオーナーには申しわけないが、預かった書類はウサギ娘の胸の前で皺しわくちゃになっている。

　彼女を搔き抱く長官の右手にも、王子から預かった獣人管理許可証申請書がぐしゃぐしゃの状態で握られていた。

　その右手の拳は僅わずかに赤くなっていて、王子を殴おう打だした衝撃の凄すさまじさを今さらながらに語っている。

「だんな様……」

　ウサギ娘がそっとその手を撫でると、やっと我に返ったように長官の腕が緩んだ。

　その隙すきに、ウサギ娘はくるりと身体を反転させ、彼と向かい合わせになる。

　そして、今度は自分の方から長官に抱き付くと……

「私、ずっとだんな様の側に居たいです。誰よりも、だんな様の側に……」

　扉越しではなくはっきりと、彼自身に向かって告げる。
















「私は──だんな様の、ただ一人のウサギ族でありたい」

　言葉はネコ娘の受け売りだけど、それは間違いなく、ウサギ娘の望みであった。
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　ウサギ娘が獣人保護庁長官に保護されて、半年が過すぎた。

　同時に、菜園に植えられた黄色いトマトが、ついに収穫最さい盛せい期きを迎えた。

　毎日採とっても採っても、次々と色づいていく。

　この頃、ウサギ娘には嬉うれしい出来事があった。

　生まれ育った町から彼女宛あてに、新しん鮮せんな野菜が頻ひん繁ぱんに送られてくるようになったのだ。

　送り主は、かつてウサギ娘が営いとなんでいた青果店に野菜を卸おろしてくれていた、白しら髪が交じりの農夫である。

　彼は、ウサギ娘とその母が獣人であることを知り、そっと支えてくれた優しき隣りん人じんの一人。

　町長は、故こ郷きようを訪れたウサギ娘を再び町人として受け入れることはできないと決けつ断だんした。

　しかし、これまで築いてきた町民とウサギ娘の関係が、全て失われたわけではないのだと、農夫からの贈り物は教えてくれたようだった。

　夜よ露つゆを纏まとったままの朝取りレタスに、長官の姉と家か政せい婦ふが感動している。

　瑞みず々みずしいキュウリに、実はキュウリ好きの守衛が尻尾をブンブン振って喜んでいた。

　箱いっぱいに艶つややかなトマトが並ぶ姿に、長官は少々を顔を強張らせていたが、菜園が趣味の執しつ事じは「弟で子し入いりしたい……」と呟いている。

　農夫から送られてきたトマトは非常に美味であったが、長官が口にすることはやはりない。しかし彼は、ウサギ娘が育てた黄色いトマトを、いくらか口にしてくれた。

「うん、甘あまい」

「おじさんのトマトより、味が薄うすいです」

「美味しいと思いますけど？」

「でも、ちょっと皮が硬かたい気がします」

　結論から言うと、ウサギ娘が育てた黄色いトマトは、さほど美味しいものではなかった。

　味が薄いのは水をやり過ぎたせいかもしれないし、皮が硬いのは房ふさにたくさん実らせ過ぎて実が小さくなったせいかもしれない。

「ふむ、改かい善ぜんの余よ地ちがありますか」

「今度は、もっと美味しいトマトに育ててみせます」

　次こそは、と意い気き込ごむウサギ娘の活いき活いきとした姿を眺め、長官は幸せそうに目を細めた。




　種は、再び土にまかれるだろう。

　やがて芽吹く新たな生命と共に、庇護する男と庇護される少女の関係は、ゆっくりと、確実に育まれていく。

　彼らならば、緩やかな滅びへの道の途中に、進化という名の希望の光を灯ともすことができるかもしれない。







































































































　年ねん々ねん歳さい々さい、安定して多くの流星が見られる三つの流りゆう星せい群ぐんがある。

　主おもに彗すい星せいから放出された無数の塵ちりが、地球の大たい気き圏けんに猛もうスピードで突とつ入にゆうし、大気中の分子と衝しよう突とつすることで気化及および発光する現げん象しようが流星。

　そして、天球の一点を中心に放ほう射しや状じように流星が出しゆつ現げんする場合を流星群という。

「で、そんな三大流星群の一つが今夜なんだって。ワンちゃん知ってた？」

「……いえ」

　この屋や敷しきの当主である獣じゆう人じん保ほ護ご庁ちよう長ちよう官かんの休日前夜。家か政せい婦ふが仕事を終えた台所のキッチンカウンター前には、二つの背中が並んでいた。

　長官の姉とオオカミ獣人の守しゆ衛えいによる、恒こう例れいの晩ばん酌しやくタイムである。

　長官の姉は真っ白いタオル生き地じのローブ、守衛は薄うすいシャツとズボンだけというラフな格かつ好こうだ。

　無類の酒好きですこぶる酒しゆ精せいに強い二人は、週に一度は必ずこうして、二人っきりで酒を飲む。

　窓の外は真っ暗でとても静か。時刻は、午後九時を少し回ったところである。

　キッチンカウンターの上には二本のワインボトルが置かれ、長官の姉はその内の一本を手て酌じやくしながら、目の前の皿に載ったものをフォークで刺さして口に運んだ。

「ウサちゃんは、毎年わざわざ高台まで流星群を見に行ってたんだって。お母さんと一緒に」

「そう、でしたか……」

「可か愛わいいわよねぇ。あの子ったら、〝星が降ふる〟なんて、ロマンチックな言い方するの」

「はあ……」

　長官の姉はくすくすと笑いながら、この日の昼間に交かわしたウサギ娘とのやりとりを語る。

　対して、守衛の返事はどうにも覇は気きがない。

　それにむっと眉まゆを顰ひそめた長官の姉は、彼かれの広い背中をいきなりドンと叩たたく。かなり強めに、しかもグーで。

「ぐふっ……」

「辛しん気き臭くさい顔してんじゃないわよ。酒がまずくなるわ」

　苦々しい顔つきでそう吐はき捨すてながら、しかしその手は存ぞん外がい優やさしく守衛の顎あごの下を撫なでる。

「あらあら、困ったワンちゃんねぇ。髭ひげだって茫ぼう々ぼうじゃない」

「……髭ではなくて、体毛なんですが」

「剃そってあげようか？　全身丸ごと」

「け、結けつ構こうです……」

　丸まる刈がりの提案を即そく座ざに却きやつ下かされた長官の姉は、「あら、残念」と笑いつつ、自分が飲んでいたのとは別のワインボトルを手に取り守衛のグラスに注ついでやる。

　大きな背中を丸めてキッチンカウンターの前に座っていた守衛は、小さく礼を言ってグラスを摑つかんだ。

　しかしながら、彼はただじっとワインの表面を眺ながめるばかり。

　いつまで経たってもグラスに口を付ける素そ振ぶりのない守衛に、長官の姉は呆あきれたようなため息をつく。

「なぁに、ワンちゃん。あんたまだ気にしてるの？　──かつての同どう胞ほうが、うちの弟を咬かんだこと」

「……っ」

　守衛のかつての同胞──二年半前まで守衛を使し役えきしていたマフィアの残ざん党とうが、組そ織しきを壊かい滅めつ状態に追いやった獣人保護庁に報ほう復ふくするための囮おとりとした、トラ族の獣人。

　薬を打たれて錯さく乱らん状じよう態たいだった彼が、爆ばく破はされるビルから自分を助け出そうとした長官に咬かみついて大おお怪け我がを負わせた事件は、まだ記き憶おくに新しい。

　それでも、と長官の姉が続ける。

「弟はちゃんと傷きずも癒いえて無事仕事復ふつ帰きしたし、マフィアの残党も国軍が威い信しんをかけて殲せん滅めつすると言っている。件くだんのトラ君は、処しよ罰ばつを受けることもなかった──それなのに、まだ何か気に病やむことがあるの？」

「そのトラ……彼は、あろうことか王子の所有になったそうではありませんか」

　この一週間前、王子が血けつ判ぱんを押して提てい出しゆつした獣人管理許きよ可か証しよう申しん請せい書しよは、正式に受理された。

　件のトラ族の少年──実はウサギ娘より一つ年上なだけだった──は本当に王子の所有となってしまったのだ。

　単に王家の所有となったならば、守衛が気にすることもない。

　けれど、トラ族の少年は王子個人の、しかも国軍大たい将しようとしての彼に付くことになったという。

　獰どう猛もうそうな見た目に反して気が小さく、それでいて、若わかさゆえに獣けものの本ほん性しようにも流されやすいためどこか危あやうい。

「王子は彼をうまく扱あつかえるのでしょうか。彼を、いったいどうするつもりなのでしょうか……」

　守衛もトラ族の少年も人里離れた森の奥で生まれたが、幼おさない頃に人間に捕とらわれてマフィアに売られた。

　境きよう遇ぐうを同じくする少年の将来を、守衛は我が事のように案じているらしい。

　唸うなるように懸け念ねんを吐き出す守衛に、長官の姉は肩を竦すくめる。

　彼女はグラスを傾かたむけながら、「そうねぇ」と口を開いた。

「トラ君の場合、国軍大将の飼かいネコになったとしても、少なくとも国軍の仕事を手伝わされることはないと思うわ」

「そうでしょうか……」

「獣人を軍ぐん卒そつに据すえることは、禁きんじられているのよ。彼らの身しん体たい能のう力りよくがいかに優すぐれていて、どれほど大きな兵力になると分かっていてもね……獣人が自分達の脅きよう威いに戻ることを、人間は恐おそれているから」

「今さら、人間が獣人の何を恐れる必要があるでしょう……」

　個体差はあれど、獣人個人と人間個人それぞれの身体能力を比べれば、明らかに前者が勝まさる。

　そのため、人間は彼らが群むれるのを嫌きらうし、国こく防ぼう機関にかかわるのを避さけようとする。

　だからこそ、トラ族の少年が国軍大将の保護下に置かれることは、異い例れいの沙さ汰たでもあったのだ。

「ただし、トラ君は二年半前の国軍の失しつ態たいの象しよう徴ちようでもあるし、獣人という存在を再ふたたび世間に認にん識しきさせるきっかけとなったわ」

　グラスの中身を空からにした長官の姉が、ため息交じりにそう告げる。

　獣人にかかわる事案は、通つう常じよう秘ひ密みつ裏りに実行、処しよ理りされる。

　多くの一いつ般ぱんの人間にとって、もはや獣人は歴史の遺い物ぶつ。決して身近な存在ではない。

　ところが、マフィアの残党が起こしたあの事件は、建物が爆破されたことによって大々的にニュースで報ほうじられる事じ態たいになった。

　獣人がかかわっていた──それも人間に酷こく使しされたあげく、捨すて駒ごまにされた哀あわれな存在として、世間に知れ渡ってしまったのだ。

「王子が彼を保護するとなれば、余よ計けいに注目を浴びてしまいませんか？」

「世間が注目する獣人を王子が──次期国王の椅い子すを約束されている人間が所有する。そうすることで、獣人を虐しいたげるのが国家の本意ではないこと、支し配はい権けんはやはり人間が握にぎっていることを世間に明めい示じしようと、王子は考えたんじゃないかしら」

「あの王子が、そんなことを……？」

「あいつはバカだけど、愚おろか者ものではないわ」

　長官の姉はそう言うと、再びグラスにワインを注いだ。

　ちなみにこれで三杯目であるが、彼女が酔よっぱらう様子はない。目の前の皿に載ったものを再びフォークに刺して口に運ぶ。

　それは、ウサギ娘が今朝の内に焼いていたベイクドチーズケーキだった。半日以上冷れい蔵ぞう庫こで寝かせられたため、味が馴な染じんでしっとりとして実に美味である。

「ほら、あんたも食べなさいよ。ウサちゃんがわざわざ、私達の晩酌用にって焼いてくれたんだから」

「はあ……そうですね。いただきます」

　鬱うつ々うつとしていた守衛も、ようやく背せ筋すじを伸ばして座り直し、長官の姉が取り分けてくれたベイクドチーズケーキを口に運んだ。

　ワインにチーズというのはもはや定番。そのチーズを使ったベイクドチーズケーキがワインに合わないはずがない。

　そんなウサギ娘お手て製せいスイーツに合わせて、今こ宵よいの長官の姉が選んだワインはというと、こちらもなかなかの高級品。

　北ほつ方ぽうの粘ねん土どと石せつ灰かい土どで形成された独どく特とくの土ど壌じよう──そこで栽さい培ばいされているブドウから作られた、キリリとした辛から口くちのスパークリングワインである。

　淡あわい麦わら色で、アカシアの花のような華はなやかな香りと、アプリコットのようなフルーティーな匂いがし、繊せん細さいでいて持続性のある泡あわが口の中で弾はじけ、濃のう厚こうなチーズの後味をさわやかにしてくれる。

「そのワイン……たしか、王子からでしたっけ？」

「そうよ。あいつ自身はろくでもないけど、舌しただけは肥こえてるから」

　ワインは、長官の姉への謝しや罪ざいとして王子が送ってきたものだった。

　獣人保護庁に書類を届けに向かう途中のウサギ娘を、王子が自分の執しつ務む室しつへ拉ら致ちしたのは、つい一週間前のこと。トラ族の少年の管理許可証申請書が提出されたのも、この時だ。

　王子の行いに、ウサギ娘の保護者である長官が激げき怒どしたのは言うまでもないが、その姉の怒りも凄すさまじかった。

「こちとら、我が子を初めてのお使いに出す母親の気分になってたんだから。どれだけドキドキしながら送り出したと思ってんのよ。なのに、あのバカ王子ってば……。我が子を連れ去られて、怒らない母親がいるもんですか」

　一週間前の出来事を思い返して苦々しい顔をする長官の姉に、守衛はどこか感心したように呟つぶやく。

「姉を通り越して、母親になってしまわれましたか。……ああ、子供は嫌いではないとおっしゃってましたね」

「とはいえ、自分が子供に好かれるタイプじゃないって自覚はあったのよ？」

　それなのに、ウサギ娘は長官の姉にとても懐なついた。

　長官の姉としてはそれが新しん鮮せんであると共に、ウサギ娘に対して完全に情じようが移ってしまっている。

　さらに、四ヶ月ぶりに故こ郷きようを訪ねたあの日以い降こう、ウサギ娘は前にも増して素直に長官の姉に甘あまえるようになった。その理由を考えると、少しばかり切ない気持ちになる。

「あの子は……もう故郷には自分の居い場ば所しよがないことを知ったのね」

　かと言って、同じウサギ族の獣人のコミュニティーでは彼女は幸せになれない。

　ウサギ娘には、もうこの屋敷しか居場所がないのだ。

　ただこう言うと、ウサギ娘が他に行く所がなくて仕方なしにこの屋敷にいるように聞こえるが、そうではないことも長官の姉はちゃんと理り解かいしている。

　あの日──故郷で祖そ母ぼと母の墓はか参まいりと、町長夫ふ妻さいとの再会を果たして帰ってきた彼女が、出迎えた自分に向けた言葉を長官の姉は忘れない。

「〝お姉様、ただいま〟って言ったのよ、あの子。〝ただいま〟って……」

　さらには、一週間前。あろうことか、王家の保護下に入るよう促うながす王子に対し、ウサギ娘はちゃんと自分で、長官の側に居たいのだと答えたという。

「私は、あの子がいじらしくて、愛おしい──自分にも母ぼ性せいがあったんだなって、正直びっくりしているわ」

「あなたは、元々優しい方ですよ……」

　グラスを傾けながら苦く笑しようする長官の姉に、守衛は眩まぶしそうに目を細めた。

　と、その時。カチャリと音を立てて台所の扉とびらが開く。

「あっ、お姉様、守衛さん」

　しんみりとした雰ふん囲い気きになっていた空間に、突とつ如じよとして響ひびいたあどけない声。

　それは、今まさに長官の姉の母性の対象として語られていたウサギ娘のものだった。

「あら？　ウサちゃん、その格好……」

「おやおや……」

　ウサギ娘の姿を眺めて、長官の姉と守衛が両目を瞬まばたく。

　普ふ段だんならば、入浴を済すませて寝しん衣いに身を包んでいるような時間帯。

　それなのに、ウサギ娘は長なが袖そでのロングＴシャツにフードの付いたパーカーを羽は織おり、長ズボンを履はいた上にブーツを合わせた出いで立たちだった。部屋着でも、ましてやベッドに横になる格好でもない。

　時刻は間もなく午後九時半に差しかかるというのに、一体全体どこへ行こうというのか。

　訝いぶかしがる長官の姉と守衛に、ウサギ娘はにっこりと微笑ほほえんで口を開きかける。

　しかし彼女が声を発するよりも前に、その背はい後ごから応おう答とうがあった。

「──高台に流星群を見に行ってきます。帰りは朝方になると思いますので、守衛さんは戸と締じまりをお願いします」
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　ウサギ娘に背後から寄より添そうようにしてそう告げたのは、長官だった。

　こちらも、長袖のシャツにジャケットを羽織り、長いズボンとショートブーツを履いて、出で掛かける格好をしていた。

　彼の言葉に、長官の姉と守衛が顔を見合わせる。

「ねえ、ちょっと！　弟が、未成年の女の子と深夜デートに行くって言ってるんだけど!?」

「しかも、堂々と朝帰りを宣せん言げんされてしまいましたね」

「どうする？　どうしたらいい？　姉としては、止めるべき？」

「ええっと……」
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　コソコソと内ない緒しよ話ばなしをする長官の姉と守衛の前──キッチンカウンターの向こうにあるコンロの前で、ウサギ娘はお湯を沸わかして紅茶の用意をしている。

　熱い紅茶を保ほ温おん用ようの水すい筒とうに入れて、天体観かん測そくに持っていくらしい。

「去年の流星群は母と一緒に見に行ったんですけど、空が曇くもっていてあまり見えなかったんです。それをお話ししたら、今年はだんな様が連れて行ってくださるって……」

　そう嬉うれしそうに語るウサギ娘を前にして、長官の姉と守衛はうっとうめいた。

「あの彼女に、出掛けるのやめろって……そんなこと、言えます？」

　コソリとそう囁ささやいた守衛に、長官の姉は即座に首を横に振った。

「無理無理無理無理！　絶っ対、ムリっ!!」

「ですよね」

　今宵の流星群は、北東の空にある放ほう射しや点てんを中心に、条件が良ければ一時間に三十個から五十個の流れ星が見られるという。

　最も多く星が流れる極大時刻はちょうど今頃──午後九時半頃だったのだが、あいにくこの時間帯には南西の空にある月の明かりで見えにくい。そのため、月が沈しずんで放射点が高くなった深夜から未明にかけてが一番の見み頃ごろなのだそうだ。

　屋敷がある住宅街から車で少し行った場所には小高い丘があり、ウサギ娘と長官はそこで空を眺めるつもりだという。

　水筒を熱い紅茶で満たしたウサギ娘を眺め、長官の姉は「そうだ」と口を開いた。

「ウサちゃんが作ってくれたベイクドチーズケーキ、最高に美お味いしいわよ。お茶ちや請うけに持って行きなさいな」

「こっちの皿のも、持って行くといい」

　長官の姉はベイクドチーズケーキをスティック状に切り分け、近くの戸と棚だなから取り出した容よう器きに詰める。

　守衛も自分の皿の上のものを切って、ベイクドチーズケーキの隣となりに並べた。

「お姉様、ありがとうございます。──守衛さんのそれは、何ですか？」

　長官の姉に礼を言い、次いで守衛の手元を覗のぞき込んだウサギ娘が首を傾かしげる。

　すると、彼女のふわふわのウサギ耳に頰ほおを寄よせるようにして容器の中を見た長官が、ああ、と口を開いた。

「サラメディチョコラータ……内海に面した港町のお菓か子しですね。通つう称しよう、チョコレートサラミ」

「チョコレートのサラミ、ですか？」

　守衛のグラスに入っているのは赤ワイン。彼は白ワインよりも赤ワインの方が好みらしい。

　果実味が強い、どちらかというと甘あま口くちのものの方が口に合うようだ。

　今宵、守衛の赤ワインのお供ともに選ばれたのは、ブランデーを染しみ込こませたレーズンやプラム、数種類のナッツをミルクチョコレートに練り込み、棒ぼう状じようにして固めたチョコレート菓が子し。

　輪切りにするとサラミのような見た目なので、長官の言うように〝チョコレートサラミ〟あるいは〝チョコレートソーセージ〟などと称しようされる。

　チョコレートの原料となるカカオは、熱帯地ち域いきでの栽培に適てきしている。

　そのため温帯のこの国では、カカオは百パーセント、南の国からの輸ゆ入にゆうに頼たよっている。

　さらに、カカオの多くが件くだんの内海に面した港を介かいしているため、その地域ではチョコレートを使った伝でん統とう菓子が多く生まれていた。

　通常、犬にとってチョコレートは毒である。イヌ科であるオオカミにとっても同じだろう。

　しかし、オオカミの獣人である守衛からしてみれば、人間と同様に、チョコレートはただの嗜し好こう品ひん。

　獣人は、獣よりも人間に近い生き物だと思わせる部分が多々見受けられる。

「夜のお茶会をするみたい」

　長官の姉と守衛の手による甘かん味み詰つめ合わせを、ウサギ娘が楽しそうに眺めている。

　彼女がその容器を大事そうに抱かかえた代わりに、紅茶を入れた水筒は長官が持った。

　長官はちらりとキッチンカウンターの方に視線をやり、声を潜ひそめて忠ちゆう告こくする。

「お二人とも、お開きの際には後片付けを忘れずに。さもなくば──また、おばさんの怒りを買いますよ」

　家政婦の聖せい域いきたる台所を使用する場合は、原げん状じよう回かい復ふくしておくのがこの屋敷のルール。

　以前、そのルールを破やぶって散らかしたままにして、一ヶ月台所出入り禁きん止しの刑けいに処しよされた長官の姉と守衛は肩を竦める。

「分かってるわよ」

「今夜は、ちゃんと片付けておきます」

　素直に頷うなずいた二人に一応は満足した様子で、長官はウサギ娘を連れて台所を出て行く。

　扉を閉める際、ウサギ娘がはにかむような笑えみを浮うかべて言った。

「それでは──お姉様、守衛さん、行ってきます」

　──行ってきます。

　ウサギ娘の口から、いつの間にか自然にこぼれるようになったその言葉を、長官の姉と守衛がしみじみと嚙かみ締しめる。

　もちろん、一番感かん慨がい深ぶかいのは長官だろう。彼は、ウサギ娘の笑顔を蕩とろけるような表情で見つめている。

　長官の姉と守衛は、そんな二人を微笑ましい気持ちで眺めながら、それぞれ口を開いた。

「朝方は冷えるから、温かくするのよ。──行ってらっしゃい」

「道中、どうかお気を付けて。──行ってらっしゃい」




　流星の材料となる塵を放出する天体は母天体と呼ばれる。

　一度吐き出された塵達は二度と母天体に戻ることもできずに宇う宙ちゆうを彷徨さまよい、うっかり地球の軌き道どうにぶつかってしまえば、後は燃もえ尽つき消え失せるのみ。

　それはどこか、故郷にも一族にも帰れないウサギ娘の境きよう遇ぐうと似ている。

　ただただ人間主体の理ことわりの中で生きていくしかない彼女が、流星のようにそう遠くない未来に燃え尽きてしまわないか。

　長官の隣で見せるあの微笑みは、宇宙の塵が最さい期ごに見せるプラズマ発光と同じではあるまいか。

　じわりと浮かんだそんな考えに、長官の姉は眉まゆ根ねを寄せる。

　実じつ際さい、流れ星を人の死と結び付ける伝でん承しようがあるのだ。

　しかし一方で、流れ星に願い事を唱えれば叶かなう、なんて言い伝えもある。

　それを思い出した長官の姉は、今し方までの不ふ穏おんな考えに首を振り、くすりと笑って呟いた。

「ウサちゃんは、流れ星を見たら何を願うんでしょうね」

「さて……ですが、何であっても叶うといいと思います」

　グラスを傾けながら、見た目にそぐわぬ優しい声で呟いた守衛に、長官の姉は「そうね」と答える。

　と、その時……

「──あら」

　ふと、窓に向けた彼女の目が捉とらえたのは、一ひと筋すじの華きや奢しやな光──流星だ。

　意図せず目ま見みえた流星に、長官の姉は鉛なまり色いろの瞳ひとみをぱちくりさせ、すぐさま相そう好ごうを崩くずした。

「私の願い事も、流れ星が叶えてくれるかしら」

「あなたは、何を願うのですか？」

　とたんに、守衛がずずいっと身を乗り出してきた。

　長官の姉は犬をあやすように、彼の顎の下を両手でわしゃわしゃと撫でてから、悪戯いたずらげな表情になって問う。

「あら、興味ある？」

「ええ、流星よりも先に、あなたの願いを叶える栄えい誉よをいただきたいので」

　二人は一いつ瞬しゆん、無言で見つめ合う。

　しかしすぐに、長官の姉がふっと笑みを漏もらして首を傾げた。

「なぁに、ワンちゃん。私のこと、口説いてんの？」

「ええ、もちろん」
















「でも、残念。ただでは聞かせられないわねぇ」

「でしたら──身体でお支し払はらいしましょうか？」

　長官の姉と守衛が、再び無言で見つめ合う。

　窓の外、次々と星が降る光景を、ついぞ二人が見ることはなかった。




　結局はその夜。

　忠告されていたにもかかわらず、またもや長官の姉と守衛はキッチンカウンターの上に飲みかけのグラスと食べかけの皿を残して就しゆう寝しんしてしまった。

　よって、翌よく朝あさ彼らは家政婦から大目玉を食らい、再び一ヶ月の台所出入り禁止となったのである。
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　この度たびは『ウサギ娘むすめとだんな様さま　２』を手にとっていただきありがとうございます。くるひなたと申します。

　前巻からは一年ぶり。今回は全て書き下ろしということで、刊行前の数ヶ月は小説に漫画にとウサギ耳まみれのたいへん楽しい時間を過ごさせていただきました。

　さてさて、元々は「獣じゆう人じん小説書くったー」なる診しん断だんメーカーで「ウサギの獣人が奴ど隷れいにされる話」という診断結果が出たのをきっかけに書き始めた本作。

　書けば書くほど、むしろ人間の方がウサギ娘のフワフワモッフモッフの奴隷に成り下がっております。

　その最さいたるはもちろん、だんな様こと長ちよう官かんでございます。

　彼は、毎朝ネクタイ結んでもらうついでに、ウサギ娘の耳に挟まれてみたり、前髪にちゅっちゅしたりと……いつの間にか作者もビックリするほどナチュラルにスキンシップをするようになっておりました！

　絵え面づら的てきにまずいので割かつ愛あいしてますが、シッポも頻ひん繁ぱんにモフモフしてると思われます。

　たぶん、行ってきますとただいまのちゅーをし始めるのも時間の問題ではないかと。

　毎日見せ付けられる長官の姉は、「うちの弟、こんなキャラだったっけ？」と思っていることでしょう。

　そんな姉もたいがいウサギ娘に情が移ってしまっており、オオカミ守しゆ衛えいとまとめて、「うちの子達が一番カワイイ」と思ってます。

　ウサギ娘が着ているフリル標準装備の乙女おとめ風な洋服は、実は可か愛わいいもの好きなお姉様チョイスという設定がございます。

　という感じで、「ウサギの獣人が人間の所しよ有ゆう物ぶつにされている」と見せかけて、実は人間の方が彼女のカワイイに隷れい属ぞくさせられてしまっている本作。楽しんで読んでいただければ幸いです。




　今回も丁てい寧ねいかつ細やかにお付き合いいただき、導いてくださった担当様には感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました！

　その他刊行にご尽じん力りよくいただきました関係者の皆様、そしてそして、今まさにこの本を手にとってくださっている皆様、本当にありがとうございます！

　このご縁が末永く続くことを祈っております！
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近畿地方に生息する七夕生まれの犬派。

せっかくウサギを描きまくっているのだからそろそろリアルなウサギを飼ってみようと思い、ひとまずウサギカフェなるものを体験しに行きましたが、なんだか仲良くなれそうな気がしないままスゴスゴと帰ってきました。
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